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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
11
月
24

日
よ
り
、
住
民
が
街
の
騒
音

状
況
を
記
録
し
、
市
の
デ
ー

タ
収
集
に
参
加
で
き
る
新
ア

プ
リ
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ノ
イ
ズ
（NYC 

Noise

）」
の
提
供
を
開
始
し

た
。
開
発
し
た
の
は
市
環
境
保

護
局
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
で
、
利
用
者

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

５
秒
間
の
デ
シ
ベ
ル
測
定
を
行

い
、
騒
音
の
種
類
（
建
設
、
交

通
、
音
楽
、
動
物
な
ど
）
を
選

択
し
て
送
信
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
時
と
場

所
を
含
む
騒
音
デ
ー
タ
が
蓄
積

さ
れ
、
市
は
市
内
全
体
の“

騒

音
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト”
の
把
握

を
進
め
る
狙
い
だ
。

　

従
来
、
騒
音
苦
情
は

「
３
１
１
」
へ
の
通
報
を
中
心

に
受
け
付
け
て
い
た
が
、
音
量

の
実
測
値
を
伴
わ
な
い
た
め
状

況
の
正
確
な
把
握
が
難
し
く
、

調
査
の
優
先
順
位
付
け
に
も
限

界
が
あ
っ
た
。
環
境
保
護
局
幹

部
は
「
騒
音
は
市
民
が
最
も
頻

繁
に
訴
え
る
生
活
の
質
の
問
題

の
一
つ
で
あ
る
」
と
述
べ
、
デ

ー
タ
に
基
づ
く
対
策
強
化
の
必

要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
ア
プ

リ
で
得
ら
れ
る
計
測
値
と
位
置

情
報
は
、
市
が
検
査
員
の
配
置

や
規
制
強
化
を
検
討
す
る
際
の

基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
こ
の
ア
プ
リ
に
よ

る
測
定
結
果
が
即
座
に
罰
則
に

つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
録

音
機
能
や
個
別
の
違
反
摘
発
を

目
的
と
し
た
通
報
機
能
は
備
え

て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
「
市
が

騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
ツ
ー
ル
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
市
は
今
後
、
集

ま
っ
た
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
重

点
地
域
の
特
定
や
対
策
の
改
善

に
つ
な
げ
る
方
針
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
市
で
は
年
間
70
万
件
超

の
騒
音
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
さ
れ
、
従
来
の
対
応
だ
け

で
は
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続

い
て
き
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ノ
イ
ズ
の

導
入
に
よ
っ
て
、
市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
騒
音
問
題
に
取
り

組
む
新
た
な
枠
組
み
が
形
成
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
市
は
試

験
運
用
を
経
て
正
式
な
本
格
導

入
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後
の

運
用
状
況
と
市
民
参
加
の
広
が

り
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
市
が
騒
音
対
策

専
用
ア
プ
リ
を
提
供

トゥギャザーII：滝
河田多美子が個展

　

世
界
中
が
注
目
す
る
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
の
年
越
し
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
主
催
す
る
ワ
ン
・

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
は
11
月
24

日
、
今
年
の
タ
イ
ム
・
ボ
ー
ル

を
発
表
し
た
。
１
９
０
７
年
の

開
始
以
降
、
今
回
で
９
代
目
と

し
て
新
調
さ
れ
た
タ
イ
ム
・
ボ

ー
ル
「
ザ
・
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
星
座
）・
ボ
ー
ル
」
は

直
径
12
・
５
フ
ィ
ー
ト
、
重
さ

１
万
２
３
０
０
ポ
ン
ド
と
過
去

最
大
級
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ

ー
ド
社
製
の
球
体
の
ク
リ
ス

タ
ル
５
２
８
０
個
で
装
飾
さ

れ
て
い
る
。
３
つ
の
サ
イ
ズ

の
ク
リ
ス
タ
ル
は
「Infi nite 

Joy, Infinite Light, Infinite 
Beginnings

（
無
限
の
喜
び
、

無
限
の
光
、
無
限
の
始
ま
り
）」

を
意
味
し
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー

ド
社
は
声
明
で
「
世
界
が
共
に

新
年
を
迎
え
、
可
能
性
の
精
神

を
具
体
化
す
る
」
と
伝
え
て
い

る
。

今年のタイムボール

NYCノイズ

安
全
ピ
ン
で

平
和
と
静
寂

© Matt Roberts/Shutterstock

　

外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
11
月
28
日
、「
欧
米
等

で
の
テ
ロ
等
に
関
す
る
注
意
喚

起
」
を
促
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
と

い
っ
た
祝
祭
日
・
イ
ベ
ン
ト
シ

ー
ズ
ン
は
、
人
の
集
ま
り
や
移

動
が
増
え
る
た
め
、
テ
ロ
の
標

的
と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま

る
。
中
東
情
勢
を
背
景
に
、
イ

ス
ラ
エ
ル
権
益
・
ユ
ダ
ヤ
人
を

標
的
と
し
た
テ
ロ
事
案
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
宗
教
的
な
記
念
日
・
祭
日

の
前
後
の
期
間
に
お
い
て
も
、

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

欧
米
等
で
は
近
年
、
警
備
や

監
視
が
手
薄
で
一
般
市
民
が
多

く
集
ま
る
場
所
を
標
的
と
し
た

テ
ロ
が
発
生
し
て
い
る
。
特

に
、
観
光
施
設
周
辺
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ

ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

公
共
交
通
機
関
、
宗
教
関
連
施

設
等
は
テ
ロ
の
標
的
と
な
っ
て

い
る
。
常
に
最
新
情
報
の
入
手

に
努
め
、
安
全
確
保
に
十
分
注

意
を
払
う
。

　

詳
細
は
外
務
省
海
外
安

全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://

www.anzen.mofa.go.jp/
info/pcwideareaspecifi cin-
fo_2025C049.html

「
年
末
の
テ
ロ
注
意
を
」

外
務
省
が
安
全
対
策

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
芸
術
家
・
河
田
多
美
子

（
89
）
の
個
展
「
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ

ー
Ⅱ
：
ウ
ォ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
」

が
11
月
20
日
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の

ア
リ
ソ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
画
廊
（
西
26
丁

目
１
２
６
番
地
８
１
４
号
室
）

で
始
ま
っ
た
。

　

安
全
ピ
ン
約
21
万
６
６
０
０

個
を
使
っ
た
「
滝
」
は
、
壁
の

高
さ
約
３
メ
ー
ト
ル 

の
四
角

い
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
大
型
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
河
田

に
よ
る
と
「
平
和
と
静
寂
」
を

表
現
し
て
い
る
。
同
画
廊
と
の

共
同
制
作
と
し
て
公
開
講
習
会

を
実
施
、
１
３
０
人
を
超
え
る

参
加
者
が
河
田
の
連
結
技
法
を

学
び
、
約
３
メ
ー
ト
ル
の
鎖
を

組
み
立
て
た
。
同
画
廊
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
ク
レ
ア
・
フ
ォ
ウ
サ

ッ
ド
さ
ん
は
「
こ
の
さ
さ
や
か

な
日
常
の
物
は
、
集
団
の
回
復

力
と
相
互
依
存
の
メ
タ
フ
ァ
ー

と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
も
の

が
私
た
ち
を
引
き
裂
こ
う
と
す

る
時
、
何
が
私
た
ち
を
支
え
結

び
つ
け
る
の
か
を
も
再
考
さ
せ

る
」
と
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
発
想
さ
れ
た
音
楽

を
若
手
作
曲
家
の
サ
ミ
ュ
エ

ル
・
ク
レ
イ
・
バ
ー
マ
バ
ー
が

構
成
、
来
年
１
月
６
日
（
火
）

か
ら
11
日
（
日
）
ま
で
画
廊
内

で
定
期
的
に
流
す
予
定
。

　

１
９
６
１
年
に
来
米
し
た
河

田
は
、
安
全
ピ
ン
に
美
し
さ
や

輝
き
の
優
雅
さ
を
、
そ
し
て
ピ

ン
で
留
め
る
と
い
う
行
為
に
メ

タ
フ
ァ
ー
を
見
い
出
し
、
制
作

を
続
け
て
き
た
。
２
０
２
６
年

１
月
24
日
（
土
）
ま
で
。
開
廊

日
時
は
水
曜
か
ら
土
曜
午
前
11

時
か
ら
６
時
ま
で
。
月
・
火
曜

は
予
約
制
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
６
４
６
・
４
７
６
・
８
４
０
９

ま
で
。
展
示
に
関
す
る
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

alisonbradleyprojects.com

を
参
照
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.j-fo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.alisonbradleyprojects.com
http://www.alisonbradleyprojects.com
http://www.alisonbradleyprojects.com
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcwideareaspecificinfo_2025C049.html
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ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
・
オ
ブ
・
フ
ー
ド
・
ア

ン
ド
・
ド
リ
ン
ク
（
Ｍ
Ｏ
Ｆ

Ａ
Ｄ
：55 W

ater St, Empire 
Stores 2F

）
は
12
月
６
日
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
最
も
小

規
模
な
飲
食
業
態
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ー
ド
の
歴
史
を
称
え
る
特

別
展
「
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
・

シ
テ
ィ
」
を
開
催
す
る
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
博
物
館
、
Ｎ
Ｙ
大
学
学

者
陣
、
２
９
０
０
人
以
上
が
加

盟
す
る
擁
護
団
体
ス
ト
リ
ー

ト
・
ベ
ン
ダ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
Ｓ
Ｖ
Ｐ
）
の
協
力
を
得
て
、

屋
台
が
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
生
活
、
Ｎ
Ｙ
を
象
徴
す

る
食
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た

か
を
調
査
し
た
。
ま
た
Ｎ
Ｙ
市

で
は
初
め
て
世
界
食
品
写
真
賞

と
提
携
し
、ベ
ン
ダ
ー
や
家
族
、

真
夜
中
の
閉
店
の
様
子
な
ど
の

人
物
描
写
も
展
示
す
る
。

　

同
展
に
つ
い
て
「
何
世
紀
に

も
わ
た
り
、
移
民
の
屋
台
店
主

た
ち
は
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
や
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
、ロ
ー
ス
ト
ナ
ッ
ツ
、

チ
キ
ン
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ス
、
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
を
提
供
し
て

Ｎ
Ｙ
の
文
化
を
築
い
て
き
た
」

と
伝
え
て
い
る
。
同
館
で
は
シ

グ
モ
ン
ズ
の
出
来
立
て
プ
レ
ッ

ツ
ェ
ル
、
ジ
ョ
イ
ヴ
ァ
の
ハ
ル

ヴ
ァ
、
ハ
ラ
ル
ガ
イ
ズ
の
定
番

レ
ッ
ド
＆
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
な

ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
も
堪

能
で
き
る
。
入
場
料
は
17
ド
ル

（
試
食
を
含
む
）、
木
〜
日
曜
の

正
午
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
詳

細
はhttps://www.mofad.

org/exhibition-streetfood

を
参
照
す
る
。

露
天
フ
ー
ド
の
歴
史

フ
ー
ド
＆
ド
リ
ン
ク

Photo: Gregory D’Agostino

感謝祭
パレード

　

ハ
ド
ソ
ン
ヤ
ー
ド
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
１
階
で
、
来
年

１
月
７
日
（
水
）
ま
で
、 

ホ
リ

デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
彩
る
３
つ
の

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
る
。
お
も
ち

ゃ
の
兵
隊
団
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
、
12
月
10
日
、
13

日
、
17
日
、
20
日
の
午
後
４
時

ま
た
は
６
時
か
ら
。
０
〜
５
歳

の
未
就
学
児
と
そ
の
家
族
向
け

の
参
加
型
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ

ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
「
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
・
フ
ォ
ー
・
マ
ン
チ
キ

ン
ズ
」
は
11
日
午
後
５
時
30

分
か
ら
。
セ
ン
ト
ル
ー
ク
ス

管
弦
楽
団
（Orchestra of St. 

Luke’s

）
に
よ
る
「
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
・
ス
ウ
ィ
ン
グ
」（
６
日

午
前
10
時
）
と
「
ホ
リ
デ
ー
マ

ジ
ッ
ク
：
タ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ズ
・

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
・
ス
ウ
ィ

ン
グ
」（
13
日
午
前
10
時
）
は

要
予
約
。
生
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
楽

器
に
触
れ
た
り
と
ホ
リ
デ
ー

気
分
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
。
参
加
費
無
料
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

hudsonyardsnewyork.
com

/events/live-
performances-shine-
bright-hudson-yards

参
照
。

ハドソンヤードで
無料ホリデーショー

　恒例の感謝祭パレードが11月27日マン
ハッタンで開催された。アッパーウエスト
サイドから最終目的地の34丁目へラルドス
クエアまでバルーンだけで合計34 体、さ
らに中型バルーン、フロート29 台、マー
チングバンド11団体、演技・パフォーマン
スグループも多数参加し寒さと風にもかか
わらず、多くの人々が沿道に詰めかけ、写
真を撮ったり声援を送ったりして熱気に包
まれた。パレードがホリデーシーズンの幕
開けとして街全体を「お祭りムード」に染
めた1日となった。 

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.seitomoko.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://giip-global.com/ja/
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
http://newyork-apartment-realestate.com
tel:2122136069
https://www.mofad.org/exhibition-streetfood
https://www.hudsonyardsnewyork.com/events/live-performances-shine-bright-hudson-yards
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最
も
睡
眠
に
悩
む
州

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
１
位

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
米
国
内

で
最
も
睡
眠
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
米
高
寝
具

メ
ー
カ
ー
の
ア
メ
リ
ス
リ
ー

プ
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
同

社
が
依
頼
し
た
研
究
チ
ー
ム

は
、insomnia

（
不
眠
症
）
や

sleep apnea

（
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
）、sleep paralysis

（
金
縛
り
）、sleep disorder

（
睡
眠
障
害
）
な
ど
、
グ
ー
グ

ル
上
の
睡
眠
不
足
に
関
連
し
た

４
０
０
以
上
の
用
語
や
表
現
の

デ
ー
タ
を
基
に
検
索
元
の
地

域
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ

Ｙ
州
は
月
平
均
で
10
万
人
中

６
４
７
・
59
人
が
不
眠
症
の
改

善
方
法
に
つ
い
て
検
索
し
て

い
た
。
同
州
で
はinsomnia

の
単
語
だ
け
で
も
月
平
均

２
万
４
６
５
０
回
検
索
さ
れ
て

い
る
。
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
２
位

はRestless leg syndrome

（
む
ず
む
ず
足
症
候
群
）
の

検
索
数
が
最
多
だ
っ
た
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
（
同
６
１
７
・
22

人
）、
３
位
はsleep disorder

の
検
索
数
が
最
多
の
ハ
ワ
イ

州
（
同
６
０
８
・
88
人
）、
４

位
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
は

snoring

（
い
び
き
）
の
検
索

最
多
、５
位
の
ネ
バ
ダ
州
は「
ど

の
よ
う
に
眠
れ
る
か
」
が
最
多

だ
っ
た
。

　

人
口
ひ
と
り
当
た
り
の
検
索

数
が
最
も
低
く
、
十
分
な
睡
眠

を
と
れ
て
い
る
州
は
モ
ン
タ

ナ
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
、
ア
イ
ダ

ホ
州
と
な
っ
た
。
ト
ラ
イ
ス
テ

ー
ト
で
は
Ｃ
Ｔ
州
は
15
位
、
Ｎ

Ｊ
州
17
位
だ
っ
た
。
同
社
は
声

明
で
「
数
晩
の
睡
眠
不
足
で
も

集
中
力
や
決
断
力
が
鈍
る
だ
け

で
な
く
循
環
器
疾
患
に
つ
な
が

り
、
慢
性
的
に
な
る
と
肥
満
や

心
臓
疾
患
、
２
型
糖
尿
病
、
う

つ
病
や
不
安
障
害
な
ど
の
精
神

疾
患
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
を
高

め
る
」
と
警
告
し
、
就
寝
、
起

床
時
間
や
体
温
な
ど
調
整
す
る

こ
と
で
季
節
変
化
が
睡
眠
に
及

ぼ
す
影
響
を
軽
減
で
き
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
観
光
会
議

局
に
よ
る
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ホ
テ
ル
ウ

ィ
ー
ク
」
が
１
月
２
日
（
金
）

か
ら
２
月
12
日
ま
で
、
市
内
５

区
で
開
催
さ
れ
る
。
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
あ
と

の
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
冬
の
滞

在
を
お
得
に
楽
し
め
る
毎
年
恒

例
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
宿
泊

費
が
25
％
オ
フ
に
な
る
。
参
加

ホ
テ
ル
は
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、

ザ
・
ピ
エ
ー
ル
、
ロ
ッ
テ
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
パ
レ
ス
な
ど
５
つ

星
ホ
テ
ル
を
含
め
た
１
４
０
軒

以
上
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
帰

り
や
記
念
日
な
ど
に
、
今
ま
で

泊
ま
っ
て
み
た
か
っ
た
一
流
ホ

テ
ル
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ホ
テ
ル

に
お
得
に
宿
泊
で
き
る
年
に

一
度
の
チ
ャ
ン
ス
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

nyctourism.com/nyc-hotel-
week/

を
参
照
す
る
。

　

今
年
５
月
に
米
国
に
初
店
舗

を
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
開
店

し
た
イ
タ
リ
ア
、
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ

発
祥
の
ベ
ー
カ
リ
ー
、
ミ
ヌ
ー

ト
・
バ
ウ
リ
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
８
６
６
番
地
）
は
13
日
（
木
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
５
時
30
分

ま
で
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

欠
か
せ
な
い
イ
タ
リ
ア
の
発
酵

焼
き
菓
子
パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
を
無

料
配
布
す
る
。

　

イ
タ
リ
ア
式
の
焼
ド
ー
ナ
ッ

ツ
で
知
ら
れ
る
同
店
だ
が
、
今

回
は
イ
タ
リ
ア
料
理
レ
シ
ピ
・

サ
イ
ト
の
ジ
ャ
ッ
ロ
・
ザ
ッ
フ

ェ
ラ
ー
ノ
と
提
携
し
、
バ
ウ
リ

家
に
代
々
伝
わ
る
同
伝
統
菓
子

を
提
供
す
る
。
当
日
は
、
Ｎ
Ｙ

を
拠
点
と
す
る
シ
ェ
フ
で
料
理

番
組
の
司
会
も
務
め
る
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ラ
・
チ
ュ
ッ
フ
ォ
さ
ん

が
パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
の
ク
リ
ー
ム

添
え
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
。

イ
タ
リ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
定
番

パ
ネ
ッ
ト
ー
ネ
を
無
料
配
布

Photograph: Courtesy of Minuto Bauli

１月２日から２月12日まで

ホテル代25％引き
ＮＹＣホテルウィーク

　

本
紙
主
催
、
北
米
伊
藤
園
後

援
に
よ
る
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

新
春
号
特
別
企
画
と
し
て
12
月

16
日
（
火
）
午
前
９
時
（
米
東

部
時
間
）
か
ら
同
グ
ラ
ン
プ
リ

コ
ン
テ
ス
ト
審
査
員
で
俳
人
の

大
高
翔
さ
ん
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
講
演
会
を
行
う
。

　

俳
句
初
心
者
へ
の
俳
句
の
楽

し
み
方
、
最
近
の
俳
句
の
ト
レ

ン
ド
や
日
常
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
る
俳
句
の
心
な
ど
に
つ
い

て
日
本
語
で
語
る
。
参
加
は
無

料
だ
が
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
。
氏
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
添
え
て
本
紙
編
集
部
ま

で
「
大
高
さ
ん
俳
句
講
演
会
視

聴
希
望
」
と
タ
イ
ト
ル
を
つ
け

て
応
募
。
締
め
切
り
は
12
月
13

日
（
土
）
正
午
。
講
演
は
25
分

間
を
予
定
。
登
録
者
に
開
催
２

日
前
ま
で
に
視
聴
リ
ン
ク
を
送

付
。
講
演
内
容
は
本
紙
新
年
号

の
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
年
間

入
賞
者
発
表
ペ
ー
ジ
で
掲
載

す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
俳
句
講

演
会
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル　

miura@nyseikatsu.com

大
高
翔
さ
ん
俳
句
講
演
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
12
月
16
日
に
開
催

https://www.nipponclub.org/
https://www.cosmeproud.com
https://shopnyseikatsu.com/
mailto:miura@nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
mailto:miura@nyseikatsu.com
https://www.nyctourism.com/nyc-hotel-week/
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高
市
早
苗
内
閣
は
、
支
持
率

75
％
前
後
と
い
う
高
い
数
字
を

維
持
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

ア
メ
リ
カ
で
進
行
し
て
い
る

ト
ラ
ン
プ
流
の
政
治
手
法
が
、

様
々
な
局
面
で
取
り
入
れ
ら
れ

て
来
て
い
る
よ
う
だ
。
何
よ
り

も
、
対
中
国
を
は
じ
め
と
し
た

外
交
に
お
け
る
一
種
の
強
硬
姿

勢
は
、
ト
ラ
ン
プ
時
代
の
影
響

を
強
く
受
け
た
も
の
と
言
え

る
。

　

ま
た
、
外
国
人
に
対
す
る
厳

し
い
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
7
月

の
参
院
選
に
お
け
る
参
政
党
の

躍
進
が
後
押
し
し
て
い
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
参
政
党
ブ
ー
ム
そ

の
も
の
に
し
て
も
、
ト
ラ
ン
プ

流
の
政
治
手
法
の
コ
ピ
ー
と
い

う
色
彩
が
強
い
。
参
政
党
に
関

し
て
言
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン
陰
謀

論
者
を
取
り
込
も
う
と
い
う
姿

勢
や
、
専
業
主
婦
願
望
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
規
制
反
対
な
ど
、
古

い
価
値
観
の
復
権
を
狙
っ
て
い

る
姿
勢
な
ど
も
、
ト
ラ
ン
プ
現

象
を
、
日
本
と
い
う
別
の
環
境

で
実
験
し
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

そ
ん
な
中
で
、
自
民
党
は
ト

ラ
ン
プ
陣
営
の
マ
ネ
を
し
て
、

赤
い
野
球
帽
に “JAPAN IS BACK” 

と
刺
繍
し
た
も
の
を

販
売
し
た
り
、
高
市
首
相
個
人

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
前
面
に
出

し
て
「
サ
ナ
エ
イ
ズ
ム
」
を
支

持
す
る
「
サ
ナ
エ
ス
ト
」
を
作

ろ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

展
開
し
て
い
る
。

　

元
祖
で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
へ

の
一
定
の
人
気
も
あ
る
。
例
え

ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
麻
薬
取

引
を
疑
わ
れ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
船

舶
を
攻
撃
し
た
と
か
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
銃
撃
事
件
を
契
機

に
途
上
国
出
身
者
へ
の
永
住
権

を
締
め
付
け
た
り
し
た
ニ
ュ
ー

ス
に
関
し
て
は
、
日
本
の
ネ
ッ

ト
民
か
ら
は
「
さ
す
が
ト
ラ
ン

プ
氏
、
日
本
も
そ
の
ぐ
ら
い
強

硬
に
す
べ
き
だ
」
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
評
価
の
コ
メ
ン
ト
が

湧
い
て
出
て
く
る
。

　

高
市
政
権
の
中
枢
も
こ
う
し

た
傾
向
を
活
用
し
よ
う
と
躍
起

で
あ
り
、
例
え
ば
税
制
や
補

助
金
行
政
に
メ
ス
を
入
れ
る

一
種
の
行
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
「
日
本
版
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
」
な

ど
と
い
う
俗
称
を
つ
け
ら
れ

た
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
る
。
た
だ
、
興
味
深
い
の

は “JAPAN IS BACK” 

と
は

言
っ
て
も
、”MAKE JAPAN 

GREAT AGAIN” 

と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
使
わ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
場

合
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
適

応
し
て
経
済
的
繁
栄
を
謳
歌
し

て
い
る
中
で
、
知
的
労
働
だ
け

に
名
誉
と
カ
ネ
が
与
え
ら
れ
る

社
会
を
壊
し
て
製
造
業
な
ど
を

復
権
さ
せ
よ
う
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
と

は
そ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

あ
る
。
従
っ
て
今
は
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｔ
で
は
「
な
い
」
と
い
う
指
摘

は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
エ
リ
ー

ト
に
よ
る
富
と
名
誉
の
独
占
へ

の
異
議
申
し
立
て
と
い
う
「
だ

け
」
と
言
え
る
。
日
本
の
場
合

は
35
年
に
わ
た
る
経
済
衰
退

が
止
ま
ら
な
い
中
で
あ
る
し
、

ま
た
そ
の
衰
退
に
責
任
の
あ

る
自
民
党
と
し
て
は “GREAT 

AGAIN” 

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
恥
ず
か
し
く
て
使
え
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
一
連
の

ト
ラ
ン
プ
氏
の
政
治
姿
勢
に
対

し
て
、
日
本
の
一
定
程
度
の
世

論
が
賛
同
し
た
り
、
高
市
政
権

が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
手
法
「
も
ど

き
」
を
展
開
す
る
と
い
う
の
に

は
、
ど
う
考
え
て
も
違
和
感
が

あ
る
。
何
よ
り
も
、
日
本
経
済

は
世
界
の
市
場
を
相
手
に
す
る

こ
と
で
成
立
し
て
お
り
、
人
口

減
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が

い
よ
い
よ
急
降
下
に
突
入
し
つ

つ
あ
る
現
在
は
、
そ
の
傾
向
は

加
速
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
で

は
、
自
由
貿
易
に
よ
っ
て
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
に
ア
ク
セ
ス
し
な

け
れ
ば
生
き
て
ゆ
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の

国
の
成
り
立
ち
自
体
が
ト
ラ
ン

プ
主
義
と
は
正
反
対
の
存
在
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
外
国
人
排

斥
と
い
う
の
も
、
現
在
の
日
本

で
は
全
く
成
立
し
な
い
考
え
方

だ
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
適
応

で
き
て
い
る
の
は
製
造
業
の
製

品
＝
モ
ノ
だ
け
で
あ
り
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
と
か
、
言
語

の
部
分
で
は
適
応
で
き
て
い
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
経
済
が
衰
退

し
て
い
る
。
今
は
、
ま
る
で
尊

王
攘
夷
の
志
士
た
ち
が
叫
ん
だ

の
と
同
じ
よ
う
に
、
外
国
人
排

斥
を
口
に
す
る
層
が
登
場
し
て

い
る
が
、
彼
ら
が
維
新
開
国
へ

と
発
想
を
１
８
０
度
転
換
す
る

こ
と
は
、
現
時
点
で
は
期
待
で

き
な
い
よ
う
で
困
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

　

最
大
の
問
題
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
治
に
あ
る
「
Ａ
Ｉ
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
が
浮

上
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
中
核
の

思
想
が
日
本
に
は
全
く
当
て
は

ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
Ａ

Ｉ
に
よ
る
失
業
を
不
安
視
す
る

Ｚ
世
代
に
対
し
て
、
製
造
業
回

帰
に
よ
る
雇
用
創
出
と
い
う
政

策
は
、
強
引
か
も
し
れ
な
い
が

一
定
の
説
得
力
を
持
つ
。
け
れ

ど
も
日
本
は
Ａ
Ｉ
ど
こ
ろ
か
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
化
）
す
ら
ま
だ

十
分
で
は
な
い
。
旧
弊
に
回
帰

な
ど
冗
談
で
は
な
く
、
現
時
点

で
は
デ
ジ
タ
ル
に
適
応
で
き
な

い
部
分
を
ど
ん
ど
ん
捨
て
て
標

準
化
を
進
め
、
民
間
も
行
政
も

生
産
性
を
上
げ
る
た
め
の
改
革

が
避
け
ら
れ
な
い
。
言
語
に
つ

い
て
言
え
ば
、
台
湾
韓
国
と
同

等
の
レ
ベ
ル
ぐ
ら
い
に
は
準
英

語
圏
入
り
が
で
き
な
け
れ
ば
衰

退
は
救
え
な
い
。

　

日
本
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
主

義
へ
の
共
鳴
は
、
こ
う
し
た
改

革
の
痛
み
を
忘
れ
る
た
め
の
鎮

痛
剤
と
し
て
起
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
最
も
恐
ろ
し
い

の
は
そ
の
点
だ
と
考
え
る
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

ト
ラ
ン
プ
政
治
の
影
響
は

日
本
に
飛
び
火
し
て
い
る
の
か

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
（
79
、

共
和
党
）
は
11
月
21
日
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
で
Ｎ
Ｙ
市
の
次
期

市
長
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏

（
34
、民
主
党
）と
初
会
談
し
た
。

選
挙
戦
で
は
互
い
を「
独
裁
者
」

「
共
産
主
義
者
」
と
非
難
し
合

っ
た
両
者
だ
が
、
こ
の
日
の
会

談
は
意
外
な
ほ
ど
友
好
的
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

会
談
後
の
取
材
対
応
で
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
マ
ム
ダ
ニ
氏
の
横

に
立
つ
同
氏
を
た
び
た
び
称
賛

し
「
本
当
に
素
晴
ら
し
い
市
長

に
な
る
こ
と
を
望
む
」「
非
常

に
良
い
仕
事
を
す
る
と
確
信
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
非
公
開

の
協
議
で
は
、
住
宅
費
高
騰
へ

の
対
策
を
中
心
に
意
見
交
換
し

た
と
さ
れ
、
両
者
が
共
有
す
る

「
手
頃
な
生
活
の
実
現
」
と
い

う
課
題
が
融
和
ム
ー
ド
を
後
押

し
し
た
形
だ
。
ふ
た
り
は
過
去

の
発
言
に
関
す
る
複
数
の
質
問

を
か
わ
し
、
相
手
を
称
え
た
。

記
者
が
マ
ム
ダ
ニ
氏
に
、
ト
ラ

ン
プ
氏
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
だ

と
思
う
か
と
質
問
し
た
際
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
笑
い
な
が
ら
「
大

丈
夫
だ
、
た
だ
『
イ
エ
ス
』
と

言
え
ば
い
い
」
と
口
を
挟
み
、

マ
ム
ダ
ニ
氏
の
腕
を
軽
く
た
た

い
て
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

ま
た
、
エ
リ
ー
ズ
・
ス
テ
フ

ァ
ニ
ク
下
院
議
員
（
41
、
共
和

党
、
Ｎ
Ｙ
州
選
出
）
が
マ
ム
ダ

ニ
氏
を「
ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト（
イ

ス
ラ
ム
聖
戦
主
義
者
）」
と
批

判
し
て
い
た
こ
と
に
絡
み
、
記

者
が
「
大
統
領
執
務
室
で
今
、

ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
の
隣
に
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
」
と
尋

ね
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
そ
う

は
思
わ
な
い
」
と
即
答
し
、「
選

挙
で
は
い
ろ
い
ろ
言
う
も
の

だ
」
と
述
べ
、
対
立
姿
勢
を
避

け
た
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ク
下
院
議

員
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
熱
心
な
支

持
者
で
、
来
年
の
Ｎ
Ｙ
州
知
事

選
に
出
馬
を
表
明
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
と
マ
ム
ダ
ニ
氏

は
と
も
に
ク
イ
ー
ン
ズ
出
身
と

い
う
共
通
点
も
強
調
し
、
ト
ラ

ン
プ
氏
は
「
Ｎ
Ｙ
は
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
く
な
れ

る
」
と
期
待
を
語
っ
た
。
一
方

で
、
移
民
政
策
や
連
邦
移
民
法

の
執
行
な
ど
、
今
後
対
立
が
避

け
ら
れ
な
い
政
策
分
野
も
残

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
強
制
送

還
を
加
速
さ
せ
る
中
、
マ
ム
ダ

ニ
氏
が
市
政
運
営
で
ど
こ
ま
で

協
調
路
線
を
維
持
で
き
る
か
は

不
透
明
だ
。
ま
た
、
共
和
党
内

で
は
、
来
年
の
中
間
選
挙
に
向

け
民
主
党
左
派
の
マ
ム
ダ
ニ
氏

を
対
抗
軸
と
す
る
戦
略
も
取
り

沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
大
統
領
が

見
せ
た
融
和
姿
勢
が
党
内
に
波

紋
を
広
げ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
マ
ム
ダ
ニ
氏

次
期
Ｎ
Ｙ
市
長
が
初
会
談

予
想
外
の
融
和
ム
ー
ド
に

　

Meta

が
提
供

す
る
テ
キ
ス
ト

ベ
ー
ス
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

「Threads

」

が
、

ト
ピ
ッ
ク
検
索

機
能
の
大
幅
な

強
化
を
実
装
し

た
。
同
社
の
展

開
す
る
新
機
能

は
、
単
な
る
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
検

索
を
超
え
た
幅

広
さ
と
柔
軟
性

を
備
え
、
ユ
ー
ザ
ー
の
求

め
る
情
報
を
よ
り
正
確
か

つ
効
率
的
に
発
見
で
き
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
。

　

従
来
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
検
索

は
、
多
く
の
場
合
、
特
定

の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
や
キ
ー

ワ
ー
ド
に
完
全
に
一
致
す

る
投
稿
を
ユ
ー
ザ
ー
に
対

し
て
提
示
し
て
い
た
。
一

方
で
、Threads

で
導
入

さ
れ
た
新
機
能
で
あ
る
ト

ピ
ッ
ク
検
索
は
、
Ａ
Ｉ
と

自
然
言
語
処
理
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
キ
ー
ワ

ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
な
く
て

も
、
会
話
の
文
脈
や
関
連
性
の

高
い
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
投
稿

の
検
索
が
可
能
と
な
る
。
例
え

ば
、
ユ
ー
ザ
ー
が
「
週
末
に
行

き
た
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
和
食

店
」
と
検
索
し
た
場
合
、
そ
れ

に
合
致
す
る
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
が

な
い
投
稿
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
和
食
店
に
関
す
る
レ
ビ
ュ

ー
や
写
真
、
お
す
す
め
の
場
所

に
関
す
る
議
論
が
上
位
に
表
示

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
機
能
強
化
の
背
景
に

は
、Threads

が
サ
ー
ビ
ス
開

始
当
初
か
ら
抱
え
て
い
た
、
情

報
の
整
理
と
発
見
の
難
し
さ
と

い
う
課
題
を
克
服
す
る
狙
い
が

あ
る
。Threads

は
サ
ー
ビ
ス

開
始
直
後
か
ら
多
く
の
関
心
を

集
め
、
ユ
ー
ザ
ー
数
も
急
増
し

た
が
、
大
事
な
ニ
ュ
ー
ス

や
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す

る
質
の
高
い
議
論
を
継
続

的
に
追
跡
す
る
機
能
が
欠

け
て
お
り
、
問
題
解
決
に

苦
慮
し
て
い
た
。
検
索
機

能
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

ユ
ー
ザ
ー
が
「
今
何
が
起

こ
っ
て
い
る
か
」
を
正
確

に
把
握
し
や
す
く
な
り
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

Ｘ
は
近
年
、
人
種
差
別

的
な
内
容
の
も
の
も
含
む

悪
質
な
ボ
ッ
ト
や
政
治
的

に
偏
っ
た
投
稿
が
相
次

ぎ
、
そ
れ
が
ユ
ー
ザ
ー
離

れ
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。Threads

が
新
機
能

を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
を
惹

き
つ
け
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
Ｘ
の
一
強
体
制
は
崩

れ
、
テ
キ
ス
ト
Ｓ
Ｎ
Ｓ
市

場
に
お
け
る
競
争
環

境
は
劇
的
に
変
化
す
る
だ

ろ
う
。
今
後
、
こ
の
機

能
が
ど
れ
だ
け
正
確
に

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
を

満
た
し
、
よ
り
多
く
の

国
で
展
開
さ
れ
る
か
が
、

Threads

の
今
後
の
成
長

を
左
右
す
る
重
要
な
鍵
と

な
る
。（
え
が
わ
・
な
か

ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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今
秋
に
初
め
て
米
大
学
に
入

学
し
た
新
規
留
学
生
は
前
年
比

17
％
減
少
し
た
こ
と
が
、
国
際

教
育
研
究
所
（
Ｉ
Ｉ
Ｅ
）
が
11

月
18
日
に
発
表
し
た
報
告
で
分

か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ

る
移
民
政
策
強
化
や
大
学
へ
の

規
制
強
化
が
影
響
し
た
と
み
ら

れ
る
。

　

報
告
に
よ
る
と
、
前
年
か
ら

在
籍
し
て
い
る
学
生
を
含
む
留

学
生
数
は
約
１
％
減
に
留
ま
っ

た
。
こ
れ
は
連
邦
国
土
安
全
保

障
省
の
ビ
ザ
保
有
者
デ
ー
タ
と

も
概
ね
一
致
す
る
。
し
か
し
、

新
規
入
学
者
の
急
減
は
、
現
在

の
学
生
が
卒
業
・
離
校
す
る
数

年
後
に
は
、
よ
り
大
き
な
減
少

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

調
査
は
全
米
の
４
分
の
１
未

満
の
大
学
約
８
２
５
校
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
が
、
留
学
生
数
の

多
い
主
要
校
が
含
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
状
況
を
示
す
重
要
な
指

標
と
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
57
％

の
大
学
が
新
規
留
学
生
の
減
少

を
報
告
し
て
お
り
、
多
く
の
大

学
が
「
ビ
ザ
取
得
へ
の
不
安
」

や
「
渡
航
制
限
」
を
理
由
に
挙

げ
、
移
民
政
策
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
混
乱
が
影
響
し
て

い
る
と
し
た
。

　

分
野
別
で
は
、
学
部
課
程
は

コ
ロ
ナ
禍
の
落
ち
込
み
か
ら
回

復
傾
向
に
あ
る
一
方
、
大
学
院

は
12
％
減
少
し
た
。
留
学
生
の

多
く
を
占
め
る
大
学
院
課
程
で

の
減
少
が
全
体
を
押
し
下
げ

た
。
昨
年
秋
に
も
新
規
留
学
生

は
７
％
減
っ
て
お
り
、
下
落
傾

向
が
続
い
て
い
る
。

　

米
国
の
留
学
生
は
１
２
０
万

人
超
で
、
全
就
学
者
の
約
6
％

を
占
め
る
重
要
な
存
在
だ
。
特

に
イ
ン
ド
と
中
国
の
2
国
で
約

63
万
人
を
送
り
出
し
て
お
り
、

授
業
料
収
入
の
面
で
も
大
学
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。
政
権
内

で
は
留
学
生
受
け
入
れ
方
針
が

揺
れ
、
国
務
省
が
国
際
学
生
比

率
を
15
％
に
制
限
す
る
案
や
、

中
国
人
学
生
60
万
人
の
受
け
入

れ
容
認
発
言
な
ど
、
相
反
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
混
在
し
て
い

る
。
加
え
て
、
大
学
が
研
究
者

な
ど
を
雇
用
す
る
際
に
利
用
す

る
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
に
10
万
ド
ル
の

新
規
申
請
料
を
課
す
方
針
が
示

さ
れ
、
大
学
側
は
採
用
・
研
究

体
制
へ
の
深
刻
な
影
響
を
訴
え

て
い
る
。　

米国の新規留学生、今秋 17％減　
ビザ不安と移民政策が影響

楽しい
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（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）12月 6日（土）
　

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館 

は
11
月
26
日
、「
ホ
リ
デ
ー
シ

ー
ズ
ン
の
安
全
対
策
等
」
と
し

て
注
意
喚
起
を
促
し
た
。

●
11
月
末
の
感
謝
祭
か
ら
新
年

に
至
る
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
は

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
賑
わ
う
。
人
流
の

拡
大
に
伴
い
、
各
種
犯
罪
や
テ

ロ
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
の
で
、

外
出
の
際
は
周
囲
の
状
況
に
注

意
を
払
う
な
ど
安
全
対
策
を
徹

底
す
る
。
人
混
み
で
は
ス
リ
や

置
き
引
き
な
ど
の
一
般
犯
罪
被

害
の
ほ
か
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

や
暴
力
被
害
、
さ
ら
に
は
テ
ロ

な
ど
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
ま
る
の
で
、
最
新

情
報
の
入
手
に
努
め
、
外
出
の

際
は
周
囲
の
状
況
に
十
分
注
意

を
払
う
。

●
ま
た
最
近
、
電
話
や
テ
キ
ス

ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
詐
欺
事

案
が
再
び
増
加
し
て
い
る
。
万

が
一
不
審
な
電
話
を
受
け
た
場

合
に
は
、
一
旦
電
話
を
切
っ
て

家
族
や
知
人
ま
た
は
警
察
に
相

談
す
る
な
ど
、
慎
重
な
対
応
を

心
が
け
る
。

●
飲
酒
運
転
や
不
法
就
労
等
の

法
令
違
反
は
、
逮
捕
・
罰
金
の

み
な
ら
ず
、
査
証
・
滞
在
資
格

が
取
り
消
さ
れ
、
国
外
退
去
と

な
り
、
そ
の
後
再
入
国
禁
止
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
米

国
滞
在
中
は
米
国
の
法
令
を
遵

守
す
る
。

●
年
末
年
始
の
長
期
休
暇
や
急

な
出
張
の
際
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト

「
年
末
年
始
は
安
全
対
策
を
」

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
呼
び
か
け

長
崎
か
ら
10
人
来
米

Ｌ
Ａ
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
、
ハ
ワ
イ
で

被爆証言を米国で

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第118回例会/令和７年1２月例会・忘年会 
開催日： 令和7年1２月1７日（水曜日）
会　場： 日系人会ホール（49 West 45th 
Street, 5th Floor, New York, NY 10036）
開　場： 17:45
前半部： 18:00～18:30
講　話： 戦後80年の一年を振り返って
講　師： 高崎康裕（会長）
忘年会： 18:30～20:30
会　費： 40ドル
（忘年会費込み・お土産付き）  
参加申込： Eメール 
　rekishikenkyuny@gmail.com 
　NY歴史研究会事務局 

　今月は戦後80年の節目の一年の講義内容を
振り返りながら、日本の政治や政界情勢など
への自由な意見交換を予定。 後半部は忘年会
として、恒例の「歴史手帳」や「海軍カレー」
「靖国カレンダー」などのお土産も配られる。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

が
失
効
し
て
い
た
り
、
渡
航
先

の
国
が
求
め
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の

残
存
有
効
期
間
が
足
り
ず
、
米

国
を
出
国
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
の
で
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
を
確
認

し
、
更
新
が
必
要
な
場
合
は
早

め
に
総
領
事
館
に
相
談
す
る
。

●
在
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
の
年
内
の

最
終
開
館
日
は
12
月
26
日（
金
）

ま
で
。
12
月
27
日
（
土
）
か
ら

１
月
４
日
（
日
）
ま
で
は
休
館

と
な
る
た
め
、
必
要
な
手
続
き

は
早
め
に
済
ま
せ
て
お
く
。

　

詳
細
は
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.ny.us.em
b-japan.

go.jp/itprtop_ja/index.html

を
参
照
す
る
。

　

長
崎
の
被
爆
者
ら
10
人
が
12

月
10
日
ま
で
の
２
週
間
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
州
、
ハ
ワ
イ
州
で
被
爆
証

言
を
行
う
。
長
崎
の
被
爆
者
団

体
、
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の

会
が
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
な
世

界
実
現
を
目
指
し
、企
画
し
た
。

11
月
末
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
寺

院
で
の
慰
霊
や
在
外
被
爆
者
と

の
交
流
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
た
。
被
爆
者
の
平
均
年

齢
が
86
歳
を
超
え
た
今
、
被
爆

の
実
相
を
語
る
「
ラ
ス
ト
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
と
位
置
付
け
、
若
者

と
の
対
話
集
会
を
開
く
。

　

12
月
7
日
は
、
真
珠
湾
で
開

か
れ
る
追
悼
式
典
に
参
列
し
、

朝
長
万
左
男
会
長
が
鈴
木
史
朗

長
崎
市
長
か
ら
託
さ
れ
た
親
書

を
持
っ
て
ホ
ノ
ル
ル
市
長
ら
と

面
会
す
る
。
親
書
に
は
、「
ホ

ノ
ル
ル
市
民
と
長
崎
市
民
と
の

友
好
が
一
層
深
ま
り
、
対
話
を

通
し
て
信
頼
を
育
む
『
地
球
市

民
』
の
精
神
が
世
界
中
に
拡
が

っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
35
年
前
、
同
団
体
が
ホ
ノ

ル
ル
へ
寄
贈
し
た「
長
崎
の
鐘
」

を
現
地
市
民
と
共
に
鳴
ら
す

予
定
だ
。
詳
し
く
は https://

www.youtube.com/@NGS

被
爆
者
手
帳
友
の
会
。

                         （
前
田
真
里
）

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
高
野
山
別
院
で
祈
祷
し
た
代
表
団
（
11
月
28
日
）

鈴木史朗長崎市長（右）がホノルル市長へ
の親書を朝長万左男長崎県被爆者手帳友の
会 会長に託す（11 月 26 日、長崎市役所で）
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■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)

。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』

(

新
潮
社)

。『The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス

ナ
ー
ズ
出
版
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
北
部
ベ
レ
ン
で

２
０
２
５
年
11
月
10
日
〜
21
日

に
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
（
国

連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
30
回

締
約
国
会
議
）
は
「
宣
言
か
ら

実
装
へ
」
を
掲
げ
、
気
候
危
機

へ
の
具
体
的
な
行
動
を
示
す
転

換
点
と
な
っ
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｃ (

気
候
変
動
に
関
す
る
国
際

連
合
枠
組
条
約) 

は
、
改
め
て

地
球
温
暖
化
を
１
・
５
℃
以
内

に
抑
え
る
目
標
の
認
識
を
訴
え

た
。
ス
テ
ィ
ー
ル
事
務
局
長
は

「
ま
だ
勝
利
で
は
な
い
が
、
気

候
協
力
は
生
き
て
い
る
」
と
述

べ
、
実
装
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
移
行

を
強
調
し
た
。

バ
ク
ー
・
ベ
レ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
提
示

　

ブ
ラ
ジ
ル
は
「Baku‒

Belém

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
提

示
し
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
年

間
１
・
３
兆
ド
ル
規
模
の
気
候

資
金
動
員
を
提
案
。
重
要
議
題

の
一
つ
と
し
て
途
上
国
の
適

応
支
援
で
適
応
資
金
の“

三
倍

化”

を
め
ざ
す
方
向
性
で
合
意

し
た
。
さ
ら
に
森
林
や
生
態
系

保
全
、
ア
マ
ゾ
ン
の
再
生
に
は

大
き
な
注
目
を
集
め
、
森
林

バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
関
連
で

１
０
０
億
ド
ル
超
を
公
約
し

た
。
一
方
で
化
石
燃
料
の
フ
ェ

ー
ズ
ア
ウ
ト
は
文
言
が
弱
く
、

十
分
に
踏
み
込
め
な
か
っ
た
点

は
課
題
と
し
て
残
る
。

※
「
バ
ク
ー
・
ベ
レ
ン
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
は
、
気
候
変
動
対
策

の
国
際
的
な
協
力
枠
組
み
を
定

め
た
計
画
。
特
に
「
金
融
と
脱

炭
素
」
を
気
候
変
動
対
策
の
二

つ
の
大
き
な
課
題
と
し
て
包
括

す
る
。

日
本
技
術
へ
の
期
待

　

こ
う
し
た
国
際
動
向
は
、
日

本
企
業
に
大
き
な
影
響
を
持

つ
。ま
ず
適
応
資
金
の
拡
大
は
、

水
処
理
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
、
早

期
警
戒
、ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
、

日
本
が
得
意
と
す
る
分
野
の
市

場
拡
大
に
つ
な
が
る
。
脱
炭
素

技
術
の
需
要
は
不
可
逆
的
に
増

え
、
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
、

蓄
電
、
高
効
率
省
エ
ネ
、
次
世

代
電
池
な
ど
日
本
技
術
へ
の
期

待
が
高
ま
る
。
さ
ら
に
森
林
保

全
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
強
化

は
、
食
・
繊
維
・
紙
な
ど
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
対
応
に
も

重
要
視
す
る
。
世
界
の
バ
イ
オ

素
材
や
植
物
由
来
産
業
な
ど
新

市
場
と
の
連
携
す
る
可
能
性
が

広
が
っ
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
は
日
本
企
業
に
と

っ
て
、「
新
た
な
成
長
領
域
」

と
「
国
際
標
準
対
応
」
の
両
方

を
明
確
に
し
た
会
議
と
な
っ

た
。来
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
31
に
向
け
、

ど
れ
だ
け
実
装
を
進
め
ら
れ
る

か
が
問
わ
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
30
閉
幕 

・
宣
言
か
ら
実
装
へ  

日
本
企
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

https://www.maxjob.com/
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
https://www.youtube.com/@NGS
https://www.youtube.com/@NGS
https://www.youtube.com/@NGS
https://www.youtube.com/@NGS
https://www.youtube.com/@NGS
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
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金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治
園原昌代

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com

外
国
送
金
ル
ー
ル
変
更
で

SW
IFT

コ
ー
ド
必
須
化　

日
本
年
金
機
構
が
対
応
を
強
化

　

２
０
２
５
年
か
ら
外
国
送
金

の
国
際
ル
ー
ル
が
変
更
に
な

り
、
国
際
決
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る SWIFT

（
国
際
銀
行

間
金
融
通
信
協
会
）に
お
い
て
、

外
国
送
金
に
お
け
る
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
の
規
制
強
化
や
外

国
送
金
事
務
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
外
国
送

金
を
行
う
際
は
、
送
金
先
の
金

融
機
関
の SWIFT(BIC)

コ
ー

ド
や
受
取
人
の
住
所
の
都
市

名
・
州
名
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
海
外
で
年
金
を
受

け
取
る
場
合
に
提
出
す
る
届
書

の
様
式
「
年
金
の
支
払
い
を
受

け
る
者
に
関
す
る
事
項
」
の
見

直
し
を
行
い
、
新
し
い
届
書
の

様
式
は
「
外
国
居
住
年
金
受
給

権
者 
住
所
・
受
取
金
融
機
関 

登
録
（
変
更
）
届
」
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
日
本
年
金
機
構
で
は
既

存
の
受
給
者
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
正
確
に
管
理
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
24
年
以

降
、
受
給
者
へ
の
確
認
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
①
24
年
4
月

に
、
海
外
口
座
を
指
定
し
て
年

金
を
受
け
取
っ
て
い
る
受
給
者

に
対
しSWIFT

コ
ー
ド
の
確

認
依
頼
文
書
を
発
送
し
、
回
答

書
の
返
送
を
求
め
ま
し
た
。
続

い
て
②
同
年
10
月
に
は
追
加
文

書
を
発
送
し
、
受
取
金
融
機
関

にSWIFT

コ
ー
ド
が
な
い
場

合
、
中
継
銀
行
のSWIFT

コ

ー
ド
の
記
入
を
求
め
ま
し
た
。

そ
し
て
③
25
年
9
月
に
は
回
答

書
の
返
送
が
な
い
受
給
者
に
対

し
更
に
踏
み
込
み
「
中
継
銀
行

（
経
由
銀
行
）
のSWIFT

コ
ー

ド
は
登
録
で
き
な
い
た
め
、
必

ず
受
取
金
融
機
関
のSWIFT

コ
ー
ド
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
」

と
い
う
内
容
に
改
め
た
文
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

SWIFT
コ
ー
ド
の
登
録
が
な

い
口
座
を
登
録
し
て
い
る
場
合

は
、SWIFT
コ
ー
ド
を
有
す

る
金
融
機
関
へ
の
変
更
を
促
す

勧
奨
も
行
っ
て
い
ま
す
。
③
の

対
応
は
、
す
で
に
①
②
で
回
答

を
返
送
し
た
受
給
者
は
対
象
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
。当
面
の
間
、

現
時
点
の
情
報
で
外
国
送
金
が

可
能
で
あ
る
こ
と
が
理
由
の
よ

う
で
す
。
た
だ
し
、
日
本
年
金

機
構
は
、
新
た
に
海
外
口
座
を

指
定
し
て
年
金
を
受
け
取
る
方

に
対
し
、SWIFT

コ
ー
ド
を

持
つ
金
融
機
関
を
指
定
す
る
よ

う
案
内
し
て
お
り
、
既
存
の
受

給
者
に
つ
い
て
も
将
来
的
に
は

同
様
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
の

最
新
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
引
き
続
き
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
の
年
金
の
海
外
送
金
１
本

化
へ
制
度
変
更
の
要
請

　

日
本
の
年
金
受
給
者
の
方

が
、
年
金
の
振
込
先
に
米
国
の

銀
行
口
座
を
指
定
し
た
場
合
、

振
込
み
の
都
度
、
銀
行
で
ハ
ン

ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
が
引
か
れ

ま
す
。
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー

ジ
を
課
す
の
は
や
む
を
得
な
い

で
す
が
、
問
題
は
日
本
か
ら
の

送
金
が
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢

厚
生
年
金
の
2
本
立
て
で
行
わ

れ
る
た
め
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ

ャ
ー
ジ
も
2
回
分
発
生
し
て
い

る
点
で
す
。
国
内
送
金
と
同
様

に
1
本
化
で
の
送
金
と
な
れ

ば
、
受
給
者
の
費
用
負
担
が
半

減
で
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
海
外

の
年
金
受
給
者
の
年
金
額
は
日

本
に
お
住
ま
い
の
方
と
比
べ
れ

ば
小
額
の
方
が
大
半
で
す
か
ら

そ
の
負
担
額
は
小
さ
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
状
況

を
踏
ま
え
是
非
と
も
1
本
化
へ

の
早
期
改
善
を
実
現
す
べ
く
、

23
年
2
月
に
厚
生
労
働
省
年
金

局
と
の
面
談
の
う
え
、
改
善
の

申
し
入
れ
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
（
25
年
）
8
月
に
も
当
セ

ン
タ
ー
２
名
と
外
部
支
援
者
の

計
3
名
で
厚
生
労
働
省
年
金
局

を
訪
問
し
、
3
回
目
の
面
談
を

行
い
ま
し
た
。
国
に
と
っ
て
も

送
金
本
数
を
減
ら
せ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
見
え
て
き
た
と
の

発
言
が
あ
っ
た
一
方
、
シ
ス
テ

ム
改
修
に
伴
う
関
係
機
関
と
の

連
携
が
課
題
と
の
現
実
的
な
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。
私
達
は
今

後
も
改
善
を
求
め
続
け
、
国
に

は
検
討
の
ス
ピ
ー
ド
を
一
層
高

め
て
い
た
だ
き
、
海
外
で
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

一
日
も
早
く
吉
報
が
届
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
状
況
に

よ
っ
て
は
皆
さ
ま
の
お
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
際
は
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
日
々
の
暮
ら
し
で
不
便
に

感
じ
る
点
を
少
し
ず
つ
改
善

し
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
生
活

を
一
緒
に
実
現
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
稲
門
会
新
入

会
員
歓
迎
会
が
12
月
19
日
（
金

曜
）
午
後
６
時
30
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
館
（
西
45
丁
目
49
番

地
５
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
定

員
60
人
（
申
込
順
）。
ド
レ
ス

コ
ー
ド
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
仮
装
や

ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
な
ど
の
ド
レ
ス

ア
ッ
プ
歓
迎
。

　

参
加
費
は
、
一
般
会
員
と
同

伴
者
90
ド
ル
（
12
月
８
日
ま
で

に
支
払
っ
た
場
合
は
70
ド
ル
）、

若
手
会
員
70
ド
ル
（
同
60
ド

ル
）。
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
は

５
ド
ル
引
き
。
参
加
希
望
者
は

12
月
17
日
（
水
）
ま
で

にhttps://form
s.gle/

Kme7mazwUkZHW
K2k7

か
ら
申
し
込
む
。
支
払
い
方

法

はVenmo

（New York 
Tom

onkai@W
UNYAA

）

ま
た
は
小
切
手
（
宛
名
：

W
UNYAA

、
送
付
先
：EOS 

Accountants LLP　

Attn.: K. 
Kaga　

500 Frank W
 Burr 

Blvd., Suite 

38　

Teaneck, 
NJ  07666

）
に
て
。
問
い
合

わ
せ
は
早
稲
田
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
稲
門
会
事
務
局
メ
ー
ル

Email: wasedainnewyork@
gmail.com

ま
で
。

Ｎ
Ｙ
稲
門
会
が
19
日

新
入
会
員
歓
迎
会

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
エ
ッ
セ
イ

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
』
シ

リ
ー
ズ
著
者
、
岡
田
光
世
さ
ん

の
講
演
会
が
12
月
６
日
（
土
）

午
後
４
時
30
分
か
ら
、
池
袋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
（
西

武
池
袋
本
店
、
別
館
８
階
）
に

て
開
催
さ
れ
る
。「
２
０
２
５

年 

分
断
の
ア
メ
リ
カ
、
魔
法

の
出
会
い
」
と
題
し
た
講
演
会

で
は
、
岡
田
さ
ん
が
２
０
２
５

年
に
自
ら
の
足
で
巡
っ
た
「
ア

メ
リ
カ
の
今
」
を
語
る
。

　

今
年
１
月
、
岡
田
さ
ん
は
ワ

シ
ン
ト
ン
へ
飛
び
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
熱
烈
な
支
持
者
た
ち

と
就
任
式
に
参
加
。
夏
に
は
ア

イ
ダ
ホ
州
の
保
守
的
な
白
人
社

会
を
訪
ね
、
ト
ラ
ン
プ
支
持
者

た
ち
と
暮
ら
し
た
。
麻
薬
に
蝕

ま
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の

一
角
、
不
法
移
民
が
集
ま
る
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の
小
さ
な

町
、
そ
し
て
世
界
中
か
ら
人
が

集
ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
政
治

の
影
が
大
学
に
忍
び
寄
る
ボ
ス

ト
ン
に
も
足
を
運
ん
だ
。
政
治

や
信
条
を
超
え
て
、
ア
メ
リ
カ

で
岡
田
さ
ん
が
見
つ
け
た
数
々

の
「
魔
法
の
よ
う
な
話
」
に
耳

を
傾
け
る
機
会
と
な
る
。

　

参
加
費
３
４
１
０
円
、学
生
・

オ
ン
ラ
イ
ン
は
２
８
６
０
円

（
見
逃
し
配
信
あ
り
）。
米
東
部

時
間
同
日
午
前
２
時
30
分
か
ら

４
時
ま
で
だ
が
、
見
逃
し
配
信

で
後
日
、
視
聴
で
き
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

cul.7cn.co.jp/programs/
program_1027094.html

を
参
照
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」

岡
田
さ
ん
池
袋
で
講
演

オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
も

　

11
月
22
日
、
ロ
ウ
ワ
ー
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ー
・
セ
ト
ル
メ
ン
ト
・
ハ
ウ
ス

体
育
館
に
て
第
２
回
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
在

留
邦
人
の
ほ
か
現
地
ア
メ
リ
カ

人
も
含
め
、
老
若
男
女
約
50
人

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
今
回
の
大
会
は
、
沼

尻
竜
之
介
さ
ん
、
松
本
涼
花
さ

ん
、
小
島
風
香
さ
ん
の
若
手
3

名
が
主
催
。
第
1
回
大
会
は
9

月
27
日
に
約
30
人
で
ス
タ
ー
ト

し
、
参
加
者
か
ら
「
世
代
や
職

業
を
超
え
て
交
流
で
き
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ

た
」
と
好
評
を
受
け
、
再
開
催

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と

か
ら
今
回
の
第
2
回
開
催
に
つ

な
が
っ
た
。
在
留
邦
人
の
世
代

間
交
流
や
青
少
年
教
育
支
援
の

一
環
と
し
て 

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
後
援
。ま
た
、

大
会
趣
旨
に
賛
同
し
た
（
い

い
ち
こ
・
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
・

GLOBAL SALES FORCE

・

W
ismettac

・J's Kitchen

・

Edamovement Lab

）
の
各

社
が
協
賛
し
た
。

　

大
会
は
4
チ
ー
ム
（
各
十
数

人
）
に
よ
る
総
当
た
り
戦
で
実

施
さ
れ
、
上
位
2
チ
ー
ム
が
決

勝
戦
へ
と
進
出
。
目
ま
ぐ
る
し

く
展
開
す
る
白
熱
の
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
に
、
参
加
者
た
ち
は
約
1

時
間
半
、
若
さ
と
パ
ワ
ー
全
開

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

第
２
回
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
大
会
開
催

50
人
が
参
加
、
若
さ
爆
発

　

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事

務
所
は
こ
の
ほ
ど
、医
療
Ｄ
Ｘ
・

医
療
デ
ー
タ
法
制
の
最
新
動
向

と
題
し
、
弁
護
士 

萩
原
智
治

／
鳥
巣
正
憲
／
鈴
木
謙
輔
共
著

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発

行
し
た
。

　

現
在
、
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
世
界
で
は
「
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）」
が
広
く
注
目
を
集

め
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
最
近

で
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
、
日
常
の
会
話
や
ニ
ュ
ー

ス
で
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
て

き
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
医
療

Ｄ
Ｘ
」
が
具
体
的
に
何
を
指
し

て
い
る
の
か
理
解
す
る
の
が
難

し
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
は
単
な
る
技

術
革
新
の
枠
を
超
え
、
医
療
業

界
全
体
を
変
革
す
る
包
括
的
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
更
に
は
急

激
に
進
化
し
続
け
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
そ
の

全
貌
を
把
握
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
。

　

ま
た
、
医
療
デ
ー
タ
に
関
す

る
法
制
度
も
ま
す
ま
す
複
雑
化

し
て
い
る
。
医
療
法
、
次
世
代

医
療
基
盤
法
、
個
人
情
報
保
護

法
と
い
っ
た
関
連
法
令
が
多
岐

に
わ
た
る
上
、
新
法
制
定
の
動

き
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、
関

連
当
局
か
ら
発
表
さ
れ
る
最
新

の
情
報
を
追
う
だ
け
で
も
、
大

変
な
労
力
を
要
す
る
。

　

同
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で

は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
と
医
療
デ

ー
タ
法
制
に
関
す
る
最
新

の
動
向
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
る
。
詳
細
は

https://www.nagashima.
com

/publications/
publication20251203-1/

医療ＤＸを解説
        長島・大野・常松法律事務所
        ニュースレターを発行

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

mailto:E-Mail:nenkinichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
https://forms.gle/
https://forms.gle/
https://forms.gle/
https://www.nagashima.com/publications/publication20251203-1/
https://cul.7cn.co.jp/programs/program_1027094.html


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）12月 6日（土）

K-shaped Economy　K 型経済
　米国経済の現状を示す言葉として、最近よく使われるのがK-shaped Economy （K型経済）です。
アルファベットのKの右側の「く」に似た部分は、一つは上に向かい、他方は下に向かっています。
つまり、上の富裕層の人はますます上がり、下の低所得者層の人にますます下がることを意味します。　
　統計によると、上位１％の人の年間収入は45万ドルを超えますが、低所得者層は年間2万ドル
以下での生活を強いられています。　アメリカのダウ株価指標は歴史的な高さにあり、個人の総資

産全体（金融資産、不動産など）の30%以上を上位１%の資産家が保有する一方、 多くの低所得層の人たちはLive from 
paycheck to paycheck （給料ぎりぎりの生活をする）と言われ、貯蓄の余裕はありません。まさにK-shaped Economyと言
われる所以です。
 　上位所得層の消費が増加する一方、低所得層では支出が停滞・削減されており、これが商品の売上に影響し、企業間に
おいてもK-shaped Economy現象が顕著です。テクノロジー・情報サービスの分野で、特にAIの興隆が目を引き、関与す
る会社／投資家は異常な高利益を得ていますが、ネッスルやペプシなど庶民の消費に頼る伝統的な食品産業の業績は低迷
したままです。　
　　このK-shaped Economyが継続するのか、または反落を迎える事態はありうるのか、FRB （連邦準備制度理事会）も難
しい選択を迫られています。政策金利を上げれば、物価、ローン支払いで低所得層をさらに追い詰める一方、金利を下げれば、
株価や住宅価格をさらに押し上げ、富裕層だけが潤う構図が見えているからです。アメリカ経済の動向を国民が注視して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【303】

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
が
史
上
最
高

Ａ
Ｉ
の
影
響
さ
ら
に
拡
大

　

日
本
の
総
領
事
館
（
例
：
在

Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
な
ど
）

の
職
員
を
装
っ
た
電
話
詐
欺
事

案
の
報
告
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。「
あ
な
た
が
犯
罪
に
関

与
し
た
」
等
の
身
に
覚
え
の
な

い
内
容
で
、
金
銭
や
個
人
情
報

を
要
求
す
る
不
審
電
話
を
受
け

た
場
合
に
は
、
詐
欺
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
、
相
手
か
ら
指

示
が
あ
っ
て
も
金
銭
や
個
人
情

報
を
絶
対
に
提
供
し
な
い
よ

う
、
冷
静
に
対
応
す
る
。
日
本

の
大
使
館
・
総
領
事
館
が
逮
捕

や
強
制
送
還
を
示
唆
し
た
り
、

金
銭
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は

な
い
と
の
こ
と
。

　

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
「
逮
捕
」

や
「
強
制
送
還
」
と
い
っ
た
、

相
手
を
不
安
に
さ
せ
る
言
葉
を

用
い
て
脅
し
、
最
終
的
に
は
金

銭
を
要
求
し
て
く
る
。
な
か
に

は
電
話
番
号
だ
け
で
な
く
、
氏

名
や
住
所
が
犯
人
に
知
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
在
Ｎ
Ｙ

日
本
国
総
領
事
館
に
寄
せ
ら
れ

た
、
電
話
詐
欺
事
案
の
概
要
は

次
の
通
り
。

（
1
）「
フ
ジ
ワ
ラ
」
や
「
ヨ
シ

ナ
ガ
」
と
名
乗
る
者
が
、
在
Ｎ

Ｙ
日
本
国
総
領
事
館
の
職
員
で

あ
る
と
（
日
本
語
で
）
主
張
す

る
。

（
2
）「
あ
な
た
が
日
本
に
送
付

し
た
荷
物
の
中
に
違
法
薬
物
が

入
っ
て
い
た
」
と
主
張
し
、
東

京
の
空
港
警
察
に
電
話
を
転
送

す
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
3
）
別
の
電
話
へ
転
送
さ
れ
、

東
京
空
港
警
察
の
職
員
を
名
乗

る
者
か
ら
尋
問
を
受
け
、
出
頭

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
逮

捕
や
強
制
送
還
の
可
能
性
を
ち

ら
つ
か
せ
る
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

応
・
予
防
策

　

大
使
館
・
総
領
事
館
が
逮
捕

や
強
制
送
還
を
示
唆
し
た
り
、

詐
欺
電
話
に
ご
用
心

領
事
館
職
員
名
乗
る

ブラックフライデー異変
　

米
国
に
居
住
、
就
労
し
て
い

る
外
国
籍
の
方
に
と
っ
て
国
外

へ
の
旅
行
は
綿
密
な
計
画
が
必

要
で
す
。
米
国
空
港
で
の
入
国

審
査
の
厳
格
化
に
よ
り
出
国
前

の
準
備
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
旅
行
を
計
画
し
て

い
る
方
は
米
国
に
問
題
な
く
再

入
国
で
き
る
よ
う
に
以
下
の
重

要
事
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
と
ビ
ザ
ス

タ
ン
プ
の
有
効
性
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
帰
国
予
定
日
か
ら
少

な
く
と
も
６
か
月
間
の
有
効
期

限
が
残
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
期
限
が
近
い
場
合
は
で

き
る
だ
け
早
く
更
新
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｈ
ー
１
Ｂ
、
Ｌ
ー
１
、

Ｏ
ー
１
、
Ｆ
ー
１
な
ど
の
基
礎

と
な
る
ス
テ
ー
タ
ス
が
有
効
で

あ
っ
て
も
有
効
な
ビ
ザ
ス
タ
ン

プ
が
な
い
と
基
本
的
に
米
国
に

再
入
国
で
き
ま
せ
ん
。
ビ
ザ
ス

タ
ン
プ
が
期
限
切
れ
の
場
合
は

米
国
外
で
領
事
館
の
予
約
を
入

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

に
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
は
予

約
枠
が
限
ら
れ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

２
０
２
５
年
ホ
リ
デ
ー
ト
ラ
ベ
ル
：

米
国
を
離
れ
る
前
に
外
国
籍
の
方
が

知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と

チ
ェ
ッ
ク
や
行
政
手
続
き
に
よ

る
遅
延
も
予
想
さ
れ
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

次
に
入
国
書
類
の
原
本
を
持

っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ォ
ー
ム
Ｉ

ー
７
９
７
承
認
通
知
、
ビ
ザ
ス

タ
ン
プ
付
き
パ
ス
ポ
ー
ト
、
雇

用
証
明
書
と
直
近
の
給
与
明
細

（
就
労
ビ
ザ
の
場
合
）、
フ
ォ
ー

ム
Ｉ
ー
20
（
Ｆ
ー
１
ビ
ザ
）
ま

た
は
Ｄ
Ｓ
ー
２
０
１
９
（
Ｊ
ー

１
ビ
ザ
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

米
国
に
再
入
国
し
た
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
電
子
Ｉ
ー
94
記
録

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
正
し

い
ビ
ザ
分
類
が
記
載
さ
れ
て
い

る
か
、
有
効
期
限
が
承
認
通
知

ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
日
と

一
致
し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

す
。
間
違
い
が
あ
る
場
合
は
、

迅
速
に
対
処
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
国
別
の
制
限
事
項
に
関

す
る
最
新
情
報
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
一
部
の
旅
行
者
は
、

国
籍
、
旅
行
履
歴
、
ま
た
は
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
勧
告
に
基
づ
い

て
、
追
加
の
審
査
ま
た
は
旅
行

の
制
限
に
直
面
し
ま
す
。
要
件

は
年
間
を
通
じ
て
変
更
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
旅
行
を

予
約
す
る
前
に
現
在
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

保
持
者
も
６
か
月
以
上
の
旅
行

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
12
か
月
を

超
え
る
旅
行
は
出
国
前
に
再
入

国
許
可
証
（
フ
ォ
ー
ム
Ｉ
ー

１
３
１
）
が
必
要
で
す
。
頻
繁

な
長
期
旅
行
は
、
継
続
的
な
居

住
要
件
に
よ
り
将
来
の
米
国
市

民
権
取
得
資
格
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

国
際
旅
行
は
以
前
よ
り
も
多

く
の
準
備
が
必
要
で
す
。
時
間

を
か
け
て
書
類
を
確
認
し
、
再

入
国
資
格
を
確
認
し
、
現
在
の

入
国
傾
向
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
米
国
に
再
入
国
す
る
際
の

不
必
要
な
遅
延
を
回
避
す
る
の

に
役
立
ち
ま
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

金
銭
を
求
め
た
り
は
し
な
い
。

犯
人
側
が
電
話
で
主
張
す
る
内

容
は
「
銀
行
員
」
や
「
警
察
官
」

な
ど
そ
の
時
々
で
変
わ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
身
に
覚
え
の

な
い
内
容
で
金
銭
や
個
人
情
報

を
要
求
さ
れ
た
場
合
は
、
詐
欺

の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
冷

静
に
対
応
す
る
。

（
1
）
不
審
な
電
話
を
受
け
た

場
合
は
、
一
旦
電
話
を
切
り
、

相
手
が
名
乗
っ
た
先
（
総
領
事

館
等
）に
直
接
電
話
を
か
け
て
、

事
実
関
係
を
確
認
す
る
。（
着

信
画
面
に
表
示
さ
れ
る
電
話
番

号
が
正
し
い
番
号
で
あ
っ
て
も

安
易
に
信
用
し
な
い
。
表
示
番

号
が
偽
装
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
）

（
2
）
相
手
か
ら
指
示
が
あ
っ

て
も
、
金
銭
（
銀
行
送
金
等
）

や
個
人
情
報
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
番
号
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
番
号
等
）
を
絶
対

に
提
供
し
な
い
。

（
3
）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
自
身
の
個
人
情
報

を
掲
載
し
な
い
。

　

不
審
電
話
を
受
け
た
場
合

や
、
万
が
一
、
金
銭
や
個
人
情

報
を
提
供
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
直
ち
に
警
察
へ
通
報
・
相

談
の
上
、
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領

事
館
に
も
連
絡
す
る
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
トhttps://www.

ny.us.em
b-japan.go.jp/

itprtop_ja/index.html

　

米
国
の
感
謝
祭
セ
ー
ル
で

オ
ン
ラ
イ
ン
消
費
が
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。
ア
ド
ビ
・

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る

と
、
11
月
27
日
の
感
謝
祭
の

オ
ン
ラ
イ
ン
売
上
は
64
億
ド

ル
（
約
９
９
０
０
億
円
）、
翌

28
日
の
ブ
ラ
ッ
ク
フ
ラ
イ
デ

ー
は
１
１
８
億
ド
ル
（
約

１
兆
８
３
０
０
億
円
）
と
前
年

か
ら
約
９
％
増
え
た
。
寒
波
や

物
価
高
の
影
響
で
店
舗
よ
り
ネ

ッ
ト
を
選
ぶ
傾
向
が
強
ま
り
、

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
価
格
比
較
ツ
ー

ル
や
ス
マ
ホ
経
由
の
購
入
が
拡

大
し
た
と
い
う
。　

　

週
明
け
の
サ
イ
バ
ー
マ
ン

デ
ー
は
１
４
２
億
ド
ル
（
約

２
兆
２
0
０
０
億
円
）
と
、
前

年
か
ら
６
・
３
％
増
の
過
去
最

高
に
な
る
見
通
し
で
、
感
謝
祭

か
ら
の
「
サ
イ
バ
ー
５
日
間
」

は
い
ず
れ
も
高
水
準
の
売
れ
行

き
と
な
る
公
算
だ
。　

　

ア
ド
ビ
は
、
11
月
か
ら
年
末

に
か
け
た
オ
ン
ラ
イ
ン
支
出

が
計
２
５
３
４
億
ド
ル
（
約

39
兆
２
８
０
０
億
円
）
と
前

年
か
ら
５
・
３
％
増
え
、
初

の
「
２
５
０
０
億
ド
ル
（
約

38
兆
７
５
０
０
億
円
）
超
え
」

に
な
る
と
予
測
す
る
。
一
方
、

全
販
売
チ
ャ
ネ
ル
（
経
路
）
合

計
の
年
末
商
戦
売
上
に
つ
い

て
、
全
米
小
売
業
協
会
（
Ｎ
Ｒ

Ｆ
）
は
初
の
１
兆
ド
ル
超
（
約

１
５
５
兆
円
規
模
）
を
見
込
ん

で
い
る
が
、
伸
び
率
は
前
年
比

３
・
７
〜
４
・
２
％
と
鈍
化
す
る

と
し
て
い
る
。

　

物
価
高
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
債
務
の
増
加
で
、
中
低
所
得

層
は
支
出
を
絞
る
動
き
が
強

い
。
一
方
、
株
高
と
賃
金
上
昇

の
恩
恵
を
受
け
る
高
所
得
層
は

旅
行
や
高
額
品
の
消
費
を
維
持

し
て
お
り
、「
二
極
化
し
た
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
」
に
な
る
と

の
見
方
が
出
て
い
る
。

　

年
末
商
戦
は
、Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｌ（
後

払
い
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
拡
大

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
販
促
が
下

支
え
と
な
る
も
の
の
、
実
質
ベ

ー
ス
で
は
横
ば
い
圏
と
の
観
測

も
あ
り
、
小
売
各
社
は
値
引
き

と
利
益
確
保
の
両
立
と
い
う
難

し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
そ
う

だ
。

ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
買
い
物
客

かつてほどの大混雑が見えないメイシーズ（28日午前）

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
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12
月
13
日
（
土
）
と
14
日

（
火
）
の
2
日
間
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
（934 3rd Ave, Sunrise 

Market 2nd Floor

）
に
て
、

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
恒
例
の

「Holiday Craft Fair

」
が
開

催
さ
れ
る
。
地
域
の
ク
ラ
フ
ト

作
家
・
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
集
ま
る
季
節
限
定
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
、
手
作
り
の
ギ
フ
ト
を

探
す
来
場
者
で
毎
年
賑
わ
う
。　

　

会
場
に
は
、
イ
ン
セ
ン
ス
、

ア
ロ
マ
ア
イ
テ
ム
、手
作
り
服
、

陶
器
、天
然
石
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
ス
パ
イ
ス
、

焼
き
菓
子
、手
作
り
フ
ー
ド
等
、

地
元
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
技
法
や
素
材
に
こ
だ
わ
っ

て
制
作
し
た
ア
イ
テ
ム
を
直
接

手
に
取
り
な
が
ら
楽
し
め
る
。

時
間
は
２
日
間
と
も
に
午
前
11

時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

入
場
無
料
。

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ア
13日と14日

 千葉真知子の
 ART COOKING

　

チ
ェ
ー
ク
ラ
（Cekla

）
と

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
赤
い
ビ
ー

ツ
の
こ
と
で
す
。
ビ
ー
ツ
は
ロ

シ
ア
で
は
ボ
ル
シ
チ
を
作
る
の

に
欠
か
せ
な
い
野
菜
で
す
が
、

ビ
タ
ミ
ン
に
富
ん
だ
ビ
ー
ツ
は

材料
ビーツ ........................... 1個
ホースラディッシュ（山わ
さび）のすりおろし　　
......................................適宜　

マリネ液
白ワイン酢 ...................90cc
グラニュー糖 .................60g
塩 ..................................少々
クミンシード ................少々
黒粒胡椒 .......................少々

ビ
ー
ツ
の
酢
漬
け　

チ
ェ
ー
ク
ラ

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
保
存
食
と
し

て
ビ
ー
ツ
の
酢
漬
け
を
作
り
ま

す
。
冷
え
性
の
予
防
や
む
く
み

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

ビ
ー
ツ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

宮
廷
料
理
に
も
使
わ
れ
、
当
時

の
人
気
の
野
菜
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
。
ビ
ー
ツ
は
ホ
ー
ス

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
す
り
お
ろ
し

と
と
も
に
い
た
だ
き
ま
す
。

作
り
方

　 

ビ
ー
ツ
は
皮
つ
き
の
ま
ま

た
っ
ぷ
り
の
湯
で
柔
ら
か
く
な

る
ま
で
煮
る
。
約
１
時
間
。
電

子
レ
ン
ジ
用
調
理
鍋
ク
ッ
ク
膳

で
は
約
10
分
。

２　

①
の
ビ
ー
ツ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
ら
皮
を
む
い
て
輪
切
り

ま
た
は
２
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

３　

マ
リ
ネ
液
の
材
料
を
ボ
ウ

ル
に
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
、
保
存

瓶
に
移
し
、
②
の
ビ
ー
ツ
を
入

れ
る
。

４　

③
の
ビ
ー
ツ
を
ス
ラ
イ
ス

に
し
皿
に
の
せ
て
、
ホ
ー
ス
ラ

デ
ィ
シ
ュ
の
す
り
お
ろ
し
を
添

え
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
待
ち
時
間
に

関
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は

米
国
内
で
最
も
忍
耐
強
い
こ
と

が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
予
約
検
索

サ
イ
ト
の
オ
ー
プ
ン
テ
ー
ブ

ル
が
公
表
し
た
最
新
デ
ー
タ

で
分
か
っ
た
。
同
サ
イ
ト
の

「
２
０
２
６
年
度
ダ
イ
ニ
ン
グ
・

ト
レ
ン
ド
・
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ

る
と
「
入
店
で
き
る
ま
で
待
っ

て
も
い
い
（
そ
れ
だ
け
待
つ
価

値
が
あ
る
）」
と
思
う
時
間
は
、

米
国
内
の
平
均
39
分
、
Ｎ
Ｙ
市

内
の
調
査
で
は
大
幅
に
上
回
る

平
均
57
分
だ
っ
た
。
次
い
で
２

位
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
44
分
、

３
位
は
マ
イ
ア
ミ
と
シ
カ
ゴ
の

35
分
と
な
っ
た
。
同
レ
ポ
ー
ト

は
過
去
１
年
間
の
ト
レ
ン
ド
に

関
し
、
外
食
は
全
体
的
に
８
％

増
、
午
後
４
〜
５
時
の
早
い
時

間
帯
で
は
13
％
増
、
グ
ル
ー
プ

客
は
11
％
増
と
増
加
し
、
空
テ

ー
ブ
ル
が
不
足
し
、
予
約
も
す

ぐ
に
埋
ま
っ
て
し
ま
う
た
め
待

ち
時
間
も
長
く
な
っ
て
い
る
と

解
説
し
て
る
。

　

ま
た
今
年
は
「
週
１
回
の
習

慣
よ
り
も
ご
褒
美
」
と
外
食
を

捉
え
、
社
交
と
考
え
る
米
国
人

も
61
％
と
増
加
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。
結
婚
記
念
日
や
誕
生
日

な
ど
の
記
念
日
の
外
食
の
出
費

は
ひ
と
り
当
た
り
平
均
40
％

増
、
食
事
だ
け
で
な
く
雰
囲
気

や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
提

供
す
る
体
験
型
ダ
イ
ニ
ン
グ
回

数
は
46
％
増
、
そ
し
て
米
国
人

の
約
半
数
が
「
レ
ス
ト
ラ
ン
の

限
定
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
は
予
約
し

た
い
」
と
思
っ
て
い
る
な
ど
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
外
食
需
要

が
著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

許せる待ち時間57分
ニューヨーカー忍耐強い

レ
ス
ト
ラ
ン
の

予
約
人
気

　

大
西
鏡
子
に
よ
る
友
禅
和
紙

手
作
り
き
も
の
カ
ー
ド
が
販
売

さ
れ
て
い
る
。
友
禅
和
紙
は
乾

か
し
た
和
紙
に
、
友
禅
柄
な
ど

き
も
の
特
有
の
文
様
を
描
い
た

も
の
。
大
西
に
よ
る
一
点
物
の

立
体
的
な
作
品
は
、
優
雅
な
友

禅
和
紙
の
き
も
の
に
調
和
す
る

帯
結
び
や
髪
型
を
工
夫
し
、
日

本
舞
踊
の
振
り
や
動
き
を
デ
ザ

イ
ン
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
カ

ー
ド
の
中
は
ブ
ラ
ン
ク
で
、
各

自
が
「
お
礼
」
や
「
お
誕
生
祝

い
」な
ど
の
言
葉
を
書
き
入
れ
、

ギ
フ
ト
用
の
和
風
カ
ー
ド
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

日
本
語
教
師
で
も
あ
る
大
西

が
、
外
国
人
に
も
日
本
語
に
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
各
カ
ー
ド
に
は
毛
筆
で

「
寿
」「
祝
」「
幸
」「
和
」
な
ど

縁
起
の
良
い
漢
字
を
添
え
、
裏

面
に
英
語
で
各
漢
字
の
意
味
を

記
し
て
い
る
。
取
扱
店
は
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
源
吉
兆
庵

五
番
街
店
（
五
番
街
６
０
４

番
地
）、
ク
イ
ー
ン
ズ
は
さ
く

ら
や
・
日
本
マ
ー
ト 

（73-05 
Austin St. Forest Hills

）、A

＋ART Gallery 
額
装
店
（72-

26 Austin St. Forest Hills

）。

友
禅
和
紙
手
作
り
カ
ー
ド

大
西
鏡
子
さ
ん

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://hinomaru-limo.com/
https://qbhouseusa.com/
http://kkobo.com/
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ウ
ィ
ン
タ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

今
年
も
オ
ー
プ
ン

ヴ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
郡
立
公
園

　

バ
ー
ゲ
ン
郡
パ
ラ
マ
ス
に
あ

り
一
年
を
通
じ
て
週
末
は
大
勢

の
行
楽
客
で
賑
わ
う
「
ヴ
ァ
ン

ゾ
ー
ン
郡
立
公
園
」
で
は
、
冬

の
恒
例
企
画
と
な
っ
た
「
ウ
イ

ン
タ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が

今
年
も
11
月
28
日
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
、
園
内
に
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
施
設
が
帰
っ
て
き
た
。
同
リ

ン
ク
は
今
月
21
日
ま
で
は
毎
週

金
土
日
曜
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

24
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
を
除
き
毎
日
オ
ー
プ

ン
す
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
め
る

ほ
か
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
を
使

っ
た
「
バ
ン
パ
ー
カ
ー
」
ラ
イ

ド
、
ラ
イ
ブ
音
楽
、
フ
ー
ド
ト

ラ
ッ
ク
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
手

工
芸
品
の
販
売
、
回
転
木
馬
、

サ
ン
タ
と
の
記
念
撮
影
な
ど
、

家
族
で
楽
し
め
る
催
し
が
色
々

行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
自
体
は
１
月
４
日

以
降
も
一
部
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

休
業
期
間
を
除
き
延
長
し
て
営

業
す
る
。前
売
り
券
の
購
入
は
、

同
イ
ベ
ン
ト
の
サ
イ
ト
か
ら
。

https://bergencountynj.
gov/bergen-county-
department-of-parks/

　

ま
た
、
同
公
園
で
は
、「
ウ

イ
ン
タ
ー
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

イ
ベ
ン
ト
と
並
行
し
て
、
隣
接

す
る
バ
ー
ゲ
ン
郡
立
動
物
園
や

ミ
ニ
鉄
道
な
ど
で
も
ホ
リ
デ
ー

特
別
企
画
を
実
施
す
る
予
定

だ
。

　

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
は
こ
の

ほ
ど
、
同
社
が
運
営
す
る
「
ハ

ド
ソ
ン
ー
バ
ー
ゲ
ン
・
ラ
イ
ト

レ
ー
ル
（
Ｈ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
）」
の
延

伸
計
画
が
進
行
中
で
あ
る
と
発

表
し
た
。
現
在
、
同
鉄
道
は
ハ

ド
ソ
ン
郡
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ

の
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ア
ベ
ニ
ュ

ー
駅
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
郡
ノ
ー
ス

バ
ー
ゲ
ン
の
ト
ン
ネ
ル
ア
ベ
ニ

ュ
ー
駅
ま
で
を
結
ん
で
い
る

が
、「
北
支
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
名
付
け
ら
れ
た
本
計
画
で

は
、
ト
ン
ネ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅

か
ら
北
に
10
マ
イ
ル
延
伸
し
、

バ
ー
ゲ
ン
郡
の
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
病
院
ま
で
７
駅
の
追
加
を
予

定
し
て
い
る
。
同
計
画
で
は
、

ノ
ー
ス
バ
ー
ゲ
ン
か
ら
、
リ
ッ

ハ
ド
ソ
ン
ー
バ
ー
ゲ
ン
・
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
（
Ｈ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
）

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
が
延
伸
計
画
発
表

ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
パ
リ
セ
イ
ド

パ
ー
ク
、
レ
オ
ニ
ア
を
経
由
し

て
、
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
北
端
ま

で
、
現
在
一
部
は
廃
線
と
な
っ

て
い
る
貨
物
線
を
再
利
用
し
て

運
行
す
る
も
の
。
こ
の
支
線
が

完
成
す
れ
ば
、
現
在
は
鉄
道
が

な
く
路
線
バ
ス
や
車
で
の
移
動

の
み
に
頼
っ
て
い
る
対
象
地
域

の
利
便
性
が
増
し
、
経
済
的
に

も
良
い
方
向
に
向
か
う
と
、
バ

ー
ゲ
ン
郡
議
会
も
歓
迎
し
て
い

る
。
Ｈ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
は
10
数
年
前
に

ノ
ー
ス
バ
ー
ゲ
ン
か
ら
レ
オ
ニ

ア
ま
で
の
延
伸
計
画
が
頓
挫
し

た
経
緯
も
あ
り
、
実
現
ま
で
ま

だ
時
間
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
支
線
の
完
成
を
待
ち
望

む
地
域
住
民
は
多
い
。

　

米
国
地
質
調
査
所
（
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
・
ジ
オ
ロ
ジ

カ
ル
・
サ
ー
ベ
イ
：
通
称
Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ｓ
）
は
、
11
月
21
日
金
曜
の

午
後
４
時
22
分
、
Ｎ
Ｊ
州
中
部

の
サ
マ
ー
セ
ッ
ト
郡
グ
ラ
ッ
ド

ス
ト
ー
ン
の
南
西
約
５
キ
ロ
の

地
点
の
地
下
７
２
０
０
メ
ー
ト

ル
を
震
源
と
す
る
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
１
・
８
の
地
震
が
発
生

し
た
と
発
表
し
た
。

　

Ｎ
Ｊ
州
中
部
や
北
部
で
は
、

こ
こ
１
、２
年
の
間
に
、
ご
く

小
さ
な
地
震
が
多
発
し
て
い

る
。
今
回
も
ほ
と
ん
ど
の
人
に

は
分
か
ら
な
か
っ
た
小
規
模
の

地
震
だ
が
、
揺
れ
を
感
じ
た
住

民
も
お
り
、
震
源
地
付
近
を
中

心
に
１
５
３
人
の
州
民
か
ら
当

局
に
通
報
や
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト 
ホ
リ
デ
ー
特
別
企
画

子
ど
も
の
鉄
道
運
賃
無
料

　

Ｎ
Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
は
、
サ

ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
ウ
ィ
ー

ク
か
ら
１
月
５
日
午
前
２
時
ま

で
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ス
ー
パ

ー
セ
イ
バ
ー
・
フ
ェ
ア
ー
」
と

題
し
た
家
族
向
け
の
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
特
別
プ
ラ
ン
を
実
施

し
て
い
る
。
同
プ
ラ
ン
は
、
Ｎ

Ｊ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
鉄
道
の
大
人

運
賃
チ
ケ
ッ
ト
を
１
枚
購
入
し

て
乗
車
す
る
家
族
に
対
し
て
、

同
行
す
る
11
歳
以
下
の
子
ど
も

２
人
ま
で
、
同
区
間
の
運
賃

を
無
料
に
す
る
と
い
う
も
の
。

（
４
歳
以
下
の
幼
児
は
同
企
画

に
関
係
な
く
元
々
無
料
。）
な

お
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
駅
の
窓

口
や
券
売
機
で
切
符
を
購
入
す

る
場
合
も
、
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
場

合
も
、
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。

NJでまた有感地震発生
サマーセット郡で11月21日に

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
https://bergencountynj.gov/bergen-county-department-of-parks/
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ナ
ガ
サ
キ
。
１
９
４
５
年
8

月
9
日
、
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
た
街
と
し
て
平
和
の
願
い
を

こ
め
て
発
信
す
る
時
は
、
片
仮

名
で
表
し
ま
す
。
私
は
爆
心
地

近
く
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
時

代
に
被
爆
者
と
出
会
っ
た
こ
と

か
ら
報
道
の
道
を
志
し
、
地
元

で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
経
て
今
は
再
び
長
崎
で

働
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
暮
ら
し
て
い
た
時
、
国
連

で
被
爆
者
を
取
材
し
ま
し
た
。

戦
後
70
年
の
パ
ネ
ル
展
示
を

様
々
な
国
の
人
た
ち
が
真
剣
に

見
入
っ
て
い
た
姿
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。そ
の
時
、「
赤
い
背
中
」

の
写
真
を
掲
げ
、
訴
え
た
被
爆

者
の
谷
口
稜
曄
さ
ん
は
今
、
も

う
い
ま
せ
ん
。
被
爆
者
は
高
齢

化
し
、
施
設
に
入
ら
れ
た
り
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
り
し
て
直

接
、
話
を
聞
く
機
会
は
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
今
の
子
供
た
ち
が
、

当
時
、
子
供
だ
っ
た
被
爆
者
の

体
験
を“

自
分
事”

と
し
て
感

じ
ら
れ
た
ら
、
平
和
の
願
い
を

受
け
継
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。

戦
後
80
年
の
夏
、
私
は
児
童
書

を
出
版
し
ま
し
た
。
新
聞
制
作

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
会
っ
た

小
学
生
記
者
５
人
の
そ
の
後
を

追
っ
た
１
冊
で
す
。
全
国
の
約

３
６
０
以
上
が
加
盟
す
る
日
本

非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会
は
、

２
０
０
８
年
か
ら「
ナ
ガ
サ
キ
・

ピ
ー
ス
・
タ
イ
ム
ズ
」
と
い
う

新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
毎

年
、
原
爆
の
日
前
後
に
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
小
学
生
と
保
護
者

が
ナ
ガ
サ
キ
や
自
分
が
住
む
地

域
の
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
取

材
し
、
記
事
を
書
き
ま
す
。
小

学
生
が
初
め
て
聞
い
た
被
爆
体

験
を
自
分
の
言
葉
に
す
る
の
は

大
変
な
こ
と
で
す
。
作
文
用
紙

と
に
ら
め
っ
こ
。
一
行
書
く
の

に
一
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
記

事
も
、
セ
ミ
の
声
が
響
く
中
、

日
焼
け
し
な
が
ら
、
時
に
は
涙

し
な
が
ら
ま
と
め
た
〝
宝
物
〞

で
す
。

　

新
聞
制
作
を
終
え
て
、
地
元

に
帰
っ
た
小
学
生
記
者
は
、
ナ

ガ
サ
キ
で
感
じ
た
こ
と
を
ま
わ

り
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

積
極
的
に
動
き
ま
す
。
核
兵
器

の
ク
イ
ズ
を
出
し
て
友
達
と
話

し
た
り
、
キ
ノ
コ
雲
の
水
彩
画

を
描
い
て
平
和
新
聞
を
作
っ
た

り
、全
校
集
会
で
発
表
し
た
り
。

こ
の
本
に
は
、
５
人
が
ナ
ガ
サ

キ
で
何
を
感
じ
、
ど
う
発
信
し

た
の
か
世
界
平
和
を
伝
え
、
広

め
る
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
取
材
の
面
白
さ
を
忘
れ
ら

れ
ず
、
本
物
の
新
聞
記
者
に
な

り
、
今
も
被
爆
者
の
記
事
を
書

い
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
本
を

書
く
に
あ
た
り
、
2
年
前
か
ら

各
地
の
元
小
学
生
記
者
に
会
い

に
行
き
、
当
時
の
気
持
ち
を
一

緒
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
く
れ
た
国

内
外
の
子
供
達
か
ら
感
想
が
届

き
ま
し
た
。「
被
爆
ク
ス
ノ
キ

の
空
洞
に
石
が
詰
ま
っ
て
い
る

の
を
知
っ
て
、
爆
風
の
す
ご
さ

を
感
じ
た
。
一
度
燃
え
た
の
に

今
も
育
っ
て
い
る
の
が
す
ご

い
」「
小
学
生
記
者
か
ら
最
後

ま
で
諦
め
な
い
こ
と
を
学
ん

だ
。
悲
し
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
話

も
あ
っ
て
読
み
や
す
か
っ
た
」。

同
じ
小
学
生
の
取
り
組
み
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
よ
う
で

す
。

　

被
爆
地
に
足
を
運
ぶ
の
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
戦

後
80
年
の
年
末
、
も
し
、
小
学

生
記
者
と
一
緒
に
ナ
ガ
サ
キ
を

取
材
し
て
い
る
気
持
ち
で
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
前
田
真
里
）

ナガサキ平和新聞記者
前田真里・著
 くもん出版・刊

■女の子の背骨（市川沙央、文藝春秋）デビュー作『ハン
チバック』が芥川賞受した著者の 2作目の小説集。表題作
の主人公ガゼルは筋肉の難病を患う。グアムに家族旅行に
行くが、日本で待つ同じ病気でさらに症状が重い姉に毎日
手紙を書く。カバー写真は前作と同じNY在住のアーティ
スト Ina Jang氏の作品。■タクジョ！みんなのみち（小野
寺史宜、実業之日本社文庫）高間夏子はタクシードライバー
4年目。本作は20年に刊行された『タクジョ』の続編で、
6編からなる短編集。夏子の奮闘記のほか、夏子の先輩や
同期のドライバー、採用課の仲間達やかつての元同僚にス
ポットが当てられる。タクシー車内で交差する人間模様を
描く。■あきらめる力（五木寛之、宝島社）「人生100年」
という未だかつてない時代の到来。これまでの人生訓はも
う通用しない。地図も海図も羅針盤もないまま、私たちは
未知の世界を歩いていくしかない。今年93歳を迎える五
木寛之が、家族、健康、人間関係に悩む中高年からの48
の質問に答える。■万感のおもい（万城目学、文春文庫）
直木賞受賞作家である著者の笑いあり涙ありの絶品エッセ
イ46篇を収録。大学生活をおくった京都のこと。生まれ
育った大阪のこと。これまで読んできた本。大切な人との
別れ。。直木賞受賞までの道のりを描いた「待ち会戦記」、「直
木賞賞金の使い道」ほか4篇を新たに収録。■「好き」を
言語化する技術 （三宅香帆、ディスカヴァー携書）推し語りをしたい。しか
し「すごい」「やばい」という凡庸な表現しかでてこない。必要なのは自分
の感想を言葉にする「ちょっとしたコツ」だけ。そのコツさえ知れば、あな
ただけの言葉で好きな作品の素晴らしさを語れるようになる。SNS発信・ブ
ログ・音声配信などの発信方法ごとに伝える技術が学べる推し活必携の一冊。
■本でした（又吉 直樹・ヨシタケシンスケ、ポプラ社）絵本作家ヨシタケシ
ンスケ、お笑い芸人で芥川賞作家の又吉直樹によるコラボ本。村はずれに住
み着いた2人が、村人たちから寄せられた、たった１行のヒントをもとに本
を「復元」していくストーリー。「その本は、〇〇〇が〇〇〇でした。これっ
てどんな本でした？」をテーマにお題を出し合い、物語を紡ぐ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

私
小
説
的
な
芥
川
賞
作
家
の
２
作
目
。
タ
ク
シ
ー
の
車
内
で
交
差
す
る
人
間
模
様
。
五

木
寛
之
が
中
高
年
の
質
問
に
答
え
る
。
直
木
賞
作
家
の
笑
い
と
涙
の
エ
ッ
セ
イ
。
伝
え
た

い
推
し
へ
の
愛
の
表
現
術
。
又
吉
と
絵
本
作
家
が
コ
ラ
ボ
し
た
第
２
弾
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

赤
い
鳥
の
レ
ッ
ド
と
ル
ル
は

大
き
く
美
し
い
常
緑
樹
に
巣
を

作
り
、
暑
い
季
節
に
は
木
陰
で

涼
み
、
寒
い
季
節
に
は
葉
っ
ぱ

の
陰
に
身
を
寄
せ
て
温
め
あ
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
年
に
１

度
、
年
末
に
な
る
と
近
所
に
住

む
人
々
が
木
に
電
飾
を
飾
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
「
も
み

の
木
（O Christmas Tree

）」

を
歌
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。
し

か
し
あ
る
日
、
町
で
見
た
こ
と

の
な
い
人
が
訪
れ
て
、
太
い
幹

を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
、
彼
ら
の

巣
ご
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
運

ん
で
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

巣
を
な
く
し
た
レ
ッ
ド
と
ル
ル

は
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ふ
た
り
が
再
会
す
る
奇
跡

は
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
選
定

さ
れ
、
伐
採
さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

で
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
の
物
語

が
鳥
の
視
線
で
語
ら
れ
る
。
何

世
代
に
も
わ
た
っ
て
家
の
庭
に

立
っ
て
い
た
美
し
い
木
を
失
う

こ
と
の
切
な
さ
に
少
し
複
雑
な

気
持
ち
に
な
る
。
雪
に
覆
わ
れ

た
Ｎ
Ｙ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲

気
が
、
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
と

も
に
描
か
れ
た
本
。　
（
高
田
）

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

 『Red and Lulu』
Written by Matt Tavares
Published by Candlewick

https://www.uemurachiropractic.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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再
び
歌
う
喜
び
を
Ｎ
Ｙ
で
実
感
中

シンガーソングライター

Yoshiko “yoppi” さん
　  

日
本
文
化
の
「
ご
縁
」
表
現

　

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
ボ
ン
ボ
ン
主

催
、
同
店
オ
ー
ナ
ー
兼
ク
リ
エ

ー
タ
ー
の
谷
中
田
智
雅
さ
ん
に

よ
る
「
１
日
限
定
ポ
ッ
プ
ア
ッ

プ
冬
展
」
が
12
月
６
日
（
土
）

正
午
か
ら
午
後
９
時
ま
で
、
ミ

ッ
ド
タ
ウ
ン
の
会
場
（
西
35
丁

目
１
４
７
番
地
２
０
９
号
室
）

で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
で
５
回

目
と
な
る
人
気
イ
ベ
ン
ト
。

　

今
回
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
新

作
「
結
び
ク
ッ
シ
ョ
ン
」。
日

本
の
「
む
す
ぶ
」
文
化
を
モ
チ

ー
フ
に
、
布
地
の
重
な
り
や
結

び
方
に
込
め
ら
れ
た
縁
（
え
に

し
）
を
表
現
し
た
作
品
で
、
和

と
モ
ダ
ン
を
融
合
さ
せ
た
デ
ザ

イ
ン
が
特
徴
だ
。
そ
の
ほ
か
神

社
の
「
三
種
の
神
器
」
を
モ
チ

ー
フ
に
す
る
隕
石
オ
ル
ゴ
ナ

イ
ト
や
、
着
物
を
帯
ス
ト
ラ

ッ
プ
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
ス
マ
イ
ル
・
プ
ロ
ダ
ク

ト
・
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
谷
中
田

氏
は
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
も
で
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。「
和

で
世
界
を
む
す
ぶ
」
と
い
う
独

自
の
世
界
観
を
展
開
し
て
い

る
。
当
日
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

１
点
物
の
作
品
の
販
売
、
ド

リ
ン
ク
と
軽
食
も
提
供
さ
れ

る
。
詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ムhttps://www.instagram.
com/mademoisellebonbon.
nyc

を
参
照
す
る
。

マドモアゼルボンボンで

谷中田智雅さん
ポップアップ1日限定

新
作「
結
び
」ク
ッ
シ
ョ
ン

　

ヨ
シ
コ
・
ヨ
ッ
ピ
ー
こ
と
本

名
・
渡
邉
佳
子
＝
わ
た
な
べ
よ

し
こ
＝
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
拠
点
に
「
心
で
歌
い
、
心

に
届
け
た
い
」
を
大
切
に
活
動

す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
だ
。
鹿
児
島
に
生
ま
れ
、
幼

少
期
を
大
阪
、
千
葉
、
東
京
で

過
ご
し
、
3
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を

始
め
た
。
中
高
校
時
代
は
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
で
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
に
打
ち
込
ん
だ
が
、

大
学
時
代
に
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に

出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
歌

の
道
へ
進
ん
だ
。

　

在
学
中
は
渋
谷
の
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
毎
週
歌
う
シ
ン

ガ
ー
と
し
て
活
動
を
始
め
た

が
、
経
済
学
部
を
卒
業
後
は
金

融
関
係
の
企
業
に
就
職
、
社
会

人
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
結
婚

を
機
に
来
米
し
、
現
在
は
二
人

の
子
ど
も
の
母
で
も
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
仕
事
と
並
行
し

て
不
定
期
に
歌
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
ヨ
ッ
ピ
ー
さ
ん
だ
が
、

米
国
に
来
て
か
ら
二
人
目
の
妊

娠
・
出
産
の
時
期
に
、
再
び
音

楽
と
向
き
合
い
た
い
気
持
ち
が

芽
生
え
、
作
曲
や
リ
ト
ミ
ッ
ク

の
学
び
を
重
ね
た
。
現
在
は
音

楽
家
と
し
て
の
新
た
な
自
分
自

身
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

開
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
2
枚
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ア
ル
バ
ム
と
合
計
3
枚
の

シ
ン
グ
ル
を
発
表
し
、
デ
ュ
オ

ユ
ニ
ッ
ト 

Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
Ｙ
と
し

て
の
作
品
も
リ
リ
ー
ス
し
て
い

る
。
米
国
東
海
岸
で
は
コ
ン
サ

ー
ト
出
演
、
イ
ベ
ン
ト
、
ス
タ

ジ
オ
ワ
ー
ク
を
中
心
に
活
動
し

て
お
り
、
日
本
で
も
毎
年
全
国

ツ
ア
ー
を
行
い
、
２
０
２
５
年

に
は
箱
根
芸
術
祭
で
計
6
公
演

の
弾
き
語
り
コ
ン
サ
ー
ト
を
担

当
す
る
な
ど
、
音
楽
家
と
し
て

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
者
と
し
て

も
リ
ト
ミ
ッ
ク
メ
ソ
ッ
ド

を
取
り
入
れ
た
音
楽
教
室

「Yoppimusic

」
を
主
宰
し
、

月
曜
か
ら
土
曜
日
ま
で
自
宅
の

ス
タ
ジ
オ
に
は
50
人
近
い
生
徒

た
ち
が
通
う
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
に
音
楽
の
楽

し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
夢

を
掲
げ
て
移
り
住
む
人
だ
け
で

な
く
、
私
の
よ
う
に
ひ
ょ
ん
な

き
っ
か
け
で
移
住
し
て
く
る
人

も
い
ま
す
。
そ
の
時
に
結
婚
や

子
育
て
を
通
し
て
一
度
キ
ャ
リ

ア
を
離
れ
、
今
現
在
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
何
か
し
た
い
け
れ

ど
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
わ
か
ら
ず
悩
ん
で
い

る
人
も
い
ま
す
。
人
生
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
、
ど
の
段

階
か
ら
で
も
再
び
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
そ
ん
な
想
い

を
、
私
自
身
の
歩
み
と
音
楽
を

通
し
て
、
み
な
さ
ん
に
何
か
届

け
ら
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
私

自
身
、
20
代
の
終
わ
り
か
ら
30

代
半
ば
ま
で
、
現
実
の
環
境
を

受
け
入
れ
な
が
ら
生
き
て
き
た

た
め
、
本
当
に
し
た
い
こ
と
、

つ
ま
り 

『
私
ら
し
く
生
き
る
』 

こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
で
も
今
は
、『
こ
ん
な
生

き
方
も
自
分
ら
し
い
の
だ
』
と

思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

誰
か
の
心
に
届
く
よ
う
な
歌
を

歌
い
、
ま
た
、
次
世
代
の
子
供

達
に
音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

音
楽
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
い
つ

も
心
も
響
い
て
い
る
歌
が
あ
る

ん
で
す
。
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト

ロ
ン
グ
が
１
９
６
７
年
に
出
し

た
曲
で
、
ホ
ワ
ッ
ト
・
ア
・
ワ

ン
ダ
フ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
い
う
歌

な
ん
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
子
供
た
ち
は
私
た
ち

よ
り
も
き
っ
と
も
っ
と
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
だ
ろ
う
と
い
う
世

代
や
人
種
を
超
え
た
内
容
の
歌

詞
で
、
私
も
私
た
ち
よ
り
下
の

世
代
に
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と

を
伝
え
て
、
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
な

っ
て
も
、
彼
ら
自
身
の
中
か
ら

生
み
出
し
た
も
の
を
大
切
に
育

て
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気

持
ち
で
子
供
達
を
指
導
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　

シ
ン
ガ
ー
と
教
育
者
と
し
て

生
き
る
ヨ
ッ
ピ
ー
さ
ん
、
そ
の

歌
声
と
ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
聴
く
者

の
心
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
続
け

て
い
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.salon-oasis.net
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://www.instagram.com/mademoisellebonbon.nyc
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
小
島
昇
校
長
）
は
11

月
22
日
、
保
護
者
会
主
催
の
秋

祭
り
を
実
施
し
た
。
幼
児
部
の

子
ど
も
た
ち
が
揃
い
の
赤
い
法

被
姿
で
お
神
輿
を
担
ぎ
、
イ
ベ

ン
ト
の
幕
を
開
け
た
。
今
年
も

紅
白
幕
や
新
し
い
の
れ
ん
、
の

ぼ
り
が
会
場
を
彩
り
、
華
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。「
ゆ

ら
ゆ
ら
コ
イ
ン
」「
フ
ラ
イ
ン

グ
チ
キ
ン
」「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
」「
か
た
ぬ
き
」「
コ

リ
ン
ト
ゲ
ー
ム
」
な
ど
、
７
つ

の
ゲ
ー
ム
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
な
か
で
も
高
得
点
が
期
待

で
き
る
型
抜
き
と
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
す
く
い
は
人
気
で
、
難
易

度
の
高
い
ゲ
ー
ム
に
挑
む
子
ど

も
た
ち
の
真
剣
な
表
情
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。　

　

さ
ら
に
今
年
は
２
０
２
２
年

以
来
と
な
る
Ｊ
Ｗ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
オ
リ

ジ
ナ
ル
ウ
ェ
ア
の
特
別
ブ
ー
ス

が
復
活
し
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ト
レ

ー
ナ
ー
、
パ
ー
カ
ー
な
ど
の
限

定
ア
イ
テ
ム
が
並
ん
だ
。
Ｎ
Ｙ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
補
習
校
で

育
っ
た
学
び
と
友
情
を
表
現

し
た
新
作
「JWSNY Graffi  ti 

Wear

」
が
登
場
し
、
多
く
の

生
徒
・
保
護
者
が
足
を
止
め
た
。

デ
ザ
イ
ン
・
企
画
は
す
べ
て
保

護
者
が
担
当
し
、
会
場
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
な
っ
て
い

た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た「
え
る
あ
い
商
店
」

で
は
地
方
の
特
産
品
が
揃
い
、

今
年
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。「
お

宝
交
換
所
」
で
は
、
ゲ
ー
ム
で

獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
景
品
と

交
換
す
る
子
ど
も
た
ち
の
喜
び

の
声
が
響
き
、「
ラ
ム
ネ
早
飲

み
大
会
」
で
は
児
童
だ
け
で
な

く
先
生
や
保
護
者
も
挑
戦
。
ビ

ー
玉
を
押
し
込
む
た
び
に
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
、
飲
み
切
ろ

う
と
頑
張
る
参
加
者
に
、
生
徒

た
ち
が
身
を
乗
り
出
し
て
声
援

を
送
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
年

代
を
超
え
て
会
場
が
一
体
と
な

り
、
笑
い
と
応
援
が
絶
え
な
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
来
場
者

か
ら
は
「
Ｎ
Ｙ
で
日
本
の
お
祭

り
が
体
験
で
き
て
嬉
し
い
」
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
で
秋
祭
り

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
（
本
荘
真
校
長
）
は
、

11
月
22
日
と
24
日
に
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
公
演
を
行
っ
た

Harmony of JAPAN

を
招
い

た
日
本
の
伝
統
文
化
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
。
内
容
は
、
音
楽

（
弦
楽
三
重
奏
）
将
棋
・
囲
碁
、

書
道
。

　

最
初
に
石
川
県
か
ら
の
団
体

と
い
う
事
で
、
県
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
あ
と
、

Rhy Zoo

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

弦
楽
三
重
奏
の
演
奏
を
聴
い

た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
現
代
音
楽

の
演
奏
で
、
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

将
棋
の
紹
介
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
コ
マ
の
動
き
や
、
チ
ェ
ス

と
の
違
い
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。
囲
碁
で
は
実
際
に
ミ
ニ
碁

盤
を
使
っ
て
陣
地
を
ど
う
と
っ

て
い
く
の
か
の
説
明
を
受
け

た
。

　

書
道
で
は
、
大
筆
の
持
ち
方

を
教
わ
り
、
そ
の
後
、
大
き
な

紙
３
枚
に
実
際
に
書
い
て
い
た

だ
い
た
。
最
後
は
、
児
童
生
徒

代
表
の
お
礼
の
言
葉
の
時
に
、

Rhy Zoo

の
Ｃ
Ｄ
や
囲
碁
・
将

棋
セ
ッ
ト
、
解
説
パ
ン
フ
、
先

生
の
書
の
入
っ
た
扇
子
な
ど
た

く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら

っ
た
。

　

短
い
時
間
の
中
で
、
音
楽
と

日
本
の
伝
統
文
化
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。

石
川
県
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

日
本
の
伝
統
文
化
イ
ベ
ン
ト

 　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
５

年
生
と
９
年
生
が
11
月
18
日
、

社
会
科
移
動
教
室
で
国
際
連
合

日
本
政
府
代
表
部
と
国
際
連
合

本
部
を
訪
れ
た
。

 　
日
本
政
府
代
表
部
で
は
、

宮
本
防
衛
駐
在
官
か
ら
話
を
聞

い
た
。
宮
本
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
着
任
す
る
ま
で
の
経
歴
や

南
ス
ー
ダ
ン
を
始
め
こ
れ
ま
で

駐
在
し
た
国
々
に
つ
い
て
話
し

た
。
ま
た
、
そ
こ
か
ら
国
際
社

会
の
中
で
起
き
て
い
る
安
全
保

障
上
の
課
題
、
そ
し
て
日
本
が

国
際
社
会
で
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
役
割
な
ど
を
丁
寧
に
説
明

し
た
。
特
に
国
際
社
会
の
場
で

は
多
く
の
国
と
協
力
し
な
が
ら

世
界
の
安
定
に
向
け
て
議
論
を

続
け
て
い
る
こ
と
と
、
自
国
の

安
全
性
を
最
優
先
に
確
保
す
る

こ
と
の
対
立
が
表
出
し
て
い
る

な
ど
と
話
し
た
。

　

今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な

る
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
宮
本

氏
は
「
専
門
性
を
磨
き
、
課
題

発
見
の
力
を
持
つ
こ
と
」「
社

会
性
を
培
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
こ
と
」

と
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。 

　

今
回
の
訪
問
で
、
世
界
が
ど

の
よ
う
に
し
て
協
調
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
、
社
会
を
担
う
児

童
生
徒
達
が
自
分
の
夢
や
目
標

に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
に
過
ご

す
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
生
徒
た
ち
は

国
際
連
合
本
部
ツ
ア
ー
に
参
加

し
、
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

『
平
和
の
鐘
』、国
連
総
会
議
場
、

そ
し
て
戦
争
や
核
兵
器
に
関
す

る
展
示
な
ど
を
見
学
し
た
。
展

示
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
た
ち

は
、
歴
史
や
公
民
の
学
習
で
扱

っ
て
き
た
出
来
事
が
現
在
の
国

際
問
題
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が

っ
て
い
る
の
か
、
平
和
を
維
持

す
る
た
め
に
国
連
が
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か

を
実
際
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。

　

今
回
の
移
動
教
室
を
通
し

て
、
生
徒
た
ち
は
世
界
の
し
く

み
や
国
際
情
勢
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
将
来
の

夢
や
目
標
に
向
け
て
自
分
が
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
た
。

国連本部と日本政府代表部
NY 日本人学校 5、9年生
社会科移動教室で訪問

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
パ
ン
の
皆
さ
ん
が
披
露
し

た
演
奏
や
将
棋
・
囲
碁
、
書

道
の
あ
と
記
念
撮
影
す
る
児

童
生
徒
た
ち

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.nykoyamashodo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
莊
真
校
長
）
の
３
・

４
年
生
は
11
月
20
日
、
社
会

科
「
は
た
ら
く
人
と
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
」
の
授
業
の
一
環

で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に

あ
るHouse Foods America 

Corporation

を
訪
れ
た
。

　

ま
ず
、
豆
腐
作
り
や
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
ハ
ウ
ス
食
品
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
映
像
を
見
な

が
ら
学
ん
だ
。
そ
し
て
工
場
の

生
産
ラ
イ
ン
を
見
学
し
た
。
豆

腐
が
で
き
る
ま
で
に
多
く
の
機

械
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
そ

こ
で
働
く
人
た
ち
が
安
全
に
気

を
つ
け
な
が
ら
仕
事
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
実
際
に
生
産
さ
れ

て
い
る
豆
腐
を
触
ら
せ
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
た
。
豆
腐
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
固
さ
が
あ
る
こ
と

を
知
り
、
驚
い
た
様
子
で
あ
っ

た
。
最
後
に
豆
腐
作
り
体
験
を

行
っ
た
。
で
き
た
て
の
豆
乳
を

味
わ
い
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感

動
し
て
い
た
。
豆
乳
に
凝
固
剤

を
入
れ
る
と
ど
ん
ど
ん
固
ま

り
、
豆
腐
が
で
き
て
い
く
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
工
場

見
学
と
豆
腐
作
り
を
通
し
て

「
食
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
た
り
、
工
場
で
働
く
人
た
ち

の
工
夫
や
努
力
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
り
し
た
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

ハウス食品を見学
NJ 日本人学校の児童

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校（
福
澤
隆
治
校
長
）

で
11
月
22
日
、
高
等
部
生
徒
に

よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
が
行
わ

れ
た
。
今
年
は
２
チ
ー
ム
が
社

会
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
全
３

試
合
を
戦
っ
た
。

　

第
１
試
合
「
日
本
の
大
学
入

試
で
、
一
発
学
力
試
験
を
廃
止

し
て
多
面
的
評
価
を
導
入
す
べ

き
」、
第
２
試
合
「
国
家
予
算

を
使
っ
て
他
国
を
支
援
す
る
こ

と
は
正
し
い
」
の
２
つ
の
論
題

は
１
か
月
前
か
ら
提
示
さ
れ
、

生
徒
た
ち
は
チ
ー
ム
ご
と
に
こ

の
日
の
た
め
に
準
備
を
進
め
て

き
た
。
肯
定
側
か
否
定
側
か
は

試
合
直
前
に
く
じ
引
き
で
決
ま

る
。
制
限
時
間
内
に
、
立
論
、

質
疑
、
第
1
反
駁
、
第
２
反
駁

を
各
チ
ー
ム
交
互
に
デ
ー
タ
な

ど
を
引
用
し
な
が
ら
主
張
し

た
。
第
３
試
合
論
題
「
ア
メ
リ

カ
の
チ
ッ
プ
文
化
は
廃
止
し
、

企
業
が
適
正
な
給
与
を
支
払
う

制
度
へ
移
行
す
べ
き
」
は
即
興

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
し
て
試
合
開
始

15
分
前
に
提
示
さ
れ
た
。
２
チ

ー
ム
は
自
分
の
経
験
や
知
識
を

総
動
員
し
て
、
こ
ち
ら
も
真
剣

勝
負
を
繰
り
広
げ
た
。

　

審
査
は
、
理
事
、
教
員
、
保

護
者
有
志
が
担
当
、
ま
た
見
学

に
来
た
中
学
部
や
継
承
日
本
語

コ
ー
ス
の
生
徒
の
投
票
も
加
味

さ
れ
た
。
全
試
合
の
審
査
票
計

で
優
勝
し
た
の
は
高
３
女
子
、

高
２
女
子
、
高
１
男
子
の
「
回

転
図
星
（
か
い
て
ん
ず
ぼ
し
）」

チ
ー
ム
。
ベ
ス
ト
デ
ィ
ベ
ー
タ

ー
賞
は
準
優
勝
チ
ー
ム
の
高
１

女
子
が
獲
得
し
た
。
今
回
の
大

会
は
、
単
な
る
勝
敗
を
超
え
て

「
論
理
的
思
考
力
」「
表
現
力
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ

た
。相
手
の
主
張
を
良
く
聞
き
、

反
論
を
冷
静
に
展
開
す
る
檀
上

の
生
徒
た
ち
の
集
中
し
た
姿
は

見
応
え
が
あ
っ
た
。
試
合
後
高

校
生
は
「
始
ま
る
前
は
極
度
に

緊
張
し
て
い
た
が
、
チ
ー
ム
メ

ン
バ
ー
と
力
を
合
わ
せ
乗
り
切

る
こ
と
が
で
き
た
」「
演
台
の

前
に
立
ち
マ
イ
ク
で
話
す
こ
と

は
良
い
経
験
に
な
っ
た
」
と
話

し
た
。

高
校
生
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

フィラデルフィア日本語補習授業校

　

育
英
サ
タ
デ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
校
は
11
月
1
日
、
小
学
部
3

年
生
か
ら
6
年
生
で
特
別
活
動

「
お
に
ぎ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
実
施
し
た
。今
回
の
活
動
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
大
戸
屋
」
直
伝

の
お
に
ぎ
り
レ
シ
ピ
を
も
と
に

行
わ
れ
、
会
場
は
終
始
笑
顔
に

包
ま
れ
た
。
当
日
は
大
戸
屋
の

ス
タ
ッ
フ
を
講
師
に
迎
え
、
ま

ず
「
食
」
へ
の
こ
だ
わ
り
や
大

切
さ
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け

た
。そ
の
後
、「
西
京
焼
き
の
鮭
」

を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
作
り
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
児
童
た
ち
は
手
順
を
真
剣

に
見
つ
め
て
い
た
。
実
際
に
お

に
ぎ
り
を
握
る
場
面
で
は
、
手

で
ふ
ん
わ
り
と
三
角
形
を
作
る

の
に
苦
戦
す
る
姿
も
見
ら
れ
た

が
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
同
士
で

声
を
か
け
合
い
、
協
力
し
な
が

ら
お
に
ぎ
り
を
完
成
さ
せ
た
。

　

今
回
の
活
動
は
学
年
を
超
え

た
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
実
施
さ

れ
、
普
段
あ
ま
り
関
わ
る
機
会

の
な
い
他
学
年
の
友
達
と
交
流

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

は
じ
め
は
緊
張
し
た
表
情
を
見

せ
て
い
た
児
童
た
ち
も
、
お
に

ぎ
り
作
り
を
通
し
て
自
然
と
打

ち
解
け
、
笑
顔
が
広
が
っ
て
い

っ
た
。
完
成
し
た
お
に
ぎ
り
を

自
分
た
ち
で
試
食
す
る
時
間
に

は
「
三
角
に
う
ま
く
握
れ
た
」

「
た
く
さ
ん
作
れ
た
」「
お
い
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、

満
足
そ
う
に
味
わ
う
姿
が
印
象

的
だ
っ
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い

て
家
族
に
話
し
た
り
、
実
際
に

家
庭
で
お
に
ぎ
り
作
り
に
挑
戦

す
る
子
も
い
た
と
い
う
。

お
に
ぎ
り

実
習
活
動

育
英
サ
ン
デ
ー

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

と
し
て
近
隣
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
活
動
に
参
加
し
た
。
食
品

の
値
段
が
上
が
り
生
活
費
が
高

騰
し
て
い
る
な
か
、
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
地
域
で
も
た
く
さ

ん
の
家
族
が
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ

ー
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、
参

加
し
た
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
で

も
毎
週
何
百
家
族
も
の
人
達
に

食
料
品
の
調
達
を
行
っ
て
い

る
。
参
加
に
あ
た
り
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
一
員
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
大
切

さ
を
年
齢
に
合
わ
せ
た
レ
ベ
ル

で
話
し
合
い
な
が
ら
、
保
護
者

も
交
え
て
園
全
体
と
し
て
活
動

し
た
。
事
前
に
こ
ど
も
達
が
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
紙
袋
に

は
、
か
わ
い
ら
し
い
絵
だ
け
で

な
く
折
り
紙
で
作
っ
た
飾
り
な

ど
も
施
さ
れ
、
受
け
取
っ
た
人

の
笑
顔
が
想
像
出
来
る
仕
上
が

り
に
な
っ
た
。
当
日
は
集
め
ら

れ
た
た
く
さ
ん
の
寄
付
品
を
届

け
、
そ
の
後
こ
ど
も
達
は
保
護

者
と
一
緒
に
袋
詰
め
を
手
伝
っ

た
。
み
ん
な
の
優
し
い
気
持
ち

が
一
人
で
も
多
く
の
人
の
笑
顔

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
た
意

味
の
あ
る
活
動
に
な
っ
た
。

こどものくに幼稚園

食料品支給
ボランティア
ウエストチェスター地域で

 　
硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
６
年
度
第
60

回
目
冬
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
作
品
の
発
表
】 

２
月
14
日
号

応
募
締
切
：
２
月
４
日
（
水
）
必
着

●
幼
児
の
部

　

姿
勢
を
正
し
、
マ
ス
い
っ
ぱ
い
に
、
ゆ
っ
く

り
柔
ら
か
い
字
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

長
い
縦
画
、
横
画
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
な
が
ら
、
筆
圧
を
入
れ
て
丁
寧
に
書
き

ま
す
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

画
数
の
多
い
漢
字
は
書
き
順
を
確
か
め
、「
と

め
、
は
ね
、
は
ら
い
」
を
し
っ
か
り
書
き
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

行
頭
を
揃
え
、
字
と
字
の
間
に
均
等
な
空
き

を
入
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
な
字
を
書
き

ま
す
。

●
中
学
の
部

　　

手
本
に
従
い
一
点
一
画
を
正
確
に
書
く
、
文
字
中

心
を
揃
え
る
、
最
後
ま
で
集
中
し
て
書
く
こ
と
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

散
ら
し
書
き
は
余
白
が
作
品
の
美
し
さ
に
な

り
、
連
綿
は
流
れ
る
よ
う
な
点
画
の
書
き
表
し

が
美
し
さ
に
な
り
ま
す
。
難
し
い
課
題
で
す
が
、

丁
寧
に
書
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。

応
募
規
定

 　
応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル
版

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（www.nyseikatsu.com

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
「
課
題
」
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
（
団
体
名
、
連
絡

先
等
）
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
（
学
校
・
教
室
単
位
）
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル
（info@

nyseikatsu.com

）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
作
品

の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
送
信
く
だ

さ
い
（
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
望
ま
し

い
）。
も
し
ど
う
し
て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事

前
に
前
述
の
Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
60
回
冬
期
課
題
の
発
表

協賛：米国ゼブラ社

http://shidogakuin.com
https://www.aozoracommunity.org/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
の
４
年

生
が
、
13
日
にArt

科
移
動
教

室
で
イ
エ
ー
ル
大
学
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
。
ま
ず
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ

ー
に
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら

館
内
に
展
示
し
て
い
る
絵
画
や

彫
刻
を
鑑
賞
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
作
品
を
鑑
賞
す
る
だ
け
で

な
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
エ
デ
ュ

ケ
ー
タ
ー
と
の
対
話
を
通
し
て

作
品
の
歴
史
や
背
景
を
学
び
、

模
写
や
意
見
交
換
を
行
う
な

ど
、
意
欲
的
に
活
動
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
は

館
内
を
巡
り
、
印
象
に
残
っ
た

作
品
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
作
品
を
前
に
思
い
思

い
に
鉛
筆
を
走
ら
せ
、
画
家
の

表
現
や
技
法
に
興
味
を
深
め
て

い
た
。
な
か
に
は
、
知
っ
て
い

る
画
家
の
知
ら
な
か
っ
た
作
品

に
出
会
い
、
新
た
な
発
見
に
目

を
輝
か
せ
る
姿
も
あ
っ
た
。

 　
今
回
の
見
学
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
は
美
術
の
世
界
に

触
れ
、
よ
り
一
層
異
文
化
や
時

代
背
景
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

っ
た
。

名画に触れた見学
イエール大アートギャラリーで
NY日本人学校の4年生

　

昔
か
ら
「
人
は
皆
、
失
敗
か

ら
学
ぶ
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？ 

私
た
ち
の
子
ど
も
や
生
徒
た
ち

が
失
敗
か
ら
学
べ
る
環
境
を
、

私
た
ち
は
提
供
で
き
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？

―
「
課
題
を
こ
な
せ
ば
こ
な
す

ほ
ど
学
び
が
深
ま
る
」
と
考
え

る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
、
10
個
の
課
題
を
終
え

て
い
る
生
徒
は
、
５
個
し
か
や

っ
て
い
な
い
生
徒
よ
り
多
く
学

ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
考
え
方
の

問
題
点
は
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
か
ら
実
際
に
ど
れ
だ
け

学
び
取
れ
て
い
る
か
を
考
慮
し

て
い
な
い
こ
と
で
す
。「
や
り

終
え
る
こ
と
」
と
「
学
ぶ
こ
と
」

は
全
く
の
別
物
で
す
。
課
題
を

振
り
返
っ
て
復
習
を
す
れ
ば
、

た
だ
ひ
た
す
ら
課
題
を
こ
な
す

よ
り
も
、
は
る
か
に
効
果
的
に

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

学
び
は
、Review

（
そ
れ

ま
で
の
課
題
を
復
習
す
る
）
↓ 

Do

（
新
し
い
宿
題
に
取
り
組

む
）
↓ Check

（
宿
題
を
提
出

す
る
前
に
見
直
す
）
と
い
う
流

れ
で
深
ま
り
ま
す
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
、
多
く
の
生
徒
は
こ

の
２
番
目
、
つ
ま
り
新
し
い
宿

題
だ
け
に
集
中
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
こ
れ
で
は
学
び
の
目

標
が
「
理
解
す
る
こ
と
」
か
ら

「
終
わ
ら
せ
る
こ
と
」
へ
と
す

り
替
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
テ

ス
ト
前
に
一
夜
漬
け
で
詰
め
込

ん
だ
知
識
は
、
す
ぐ
に
抜
け
落

ち
て
し
ま
い
ま
す
。「
復
習
」

に
よ
っ
て
真
に
学
び
を
定
着
さ

せ
る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

授
業
で
習
っ
た
内
容
を
き
ち

ん
と
定
着
さ
せ
る
こ
と
で
、
生

徒
は
よ
り
高
い
ス
キ
ル
と
自
信

を
持
っ
て
次
の
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
成
績
も
向
上

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
学
び
の

好
循
環
、
つ
ま
り
保
護
者
や
教

師
が
最
も
望
ん
で
い
る
「
学
ぶ

こ
と
へ
の
愛
着
」
は
こ
う
し
て

育
ま
れ
る
の
で
す
。
習
慣
的
な

復
習
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
お

い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
や
人
間
関

係
で
成
功
す
る
た
め
の
力
と
な

り
ま
す
。
自
ら
の
行
動
を
振
り

返
り
、そ
こ
か
ら
学
べ
る
力
は
、

人
と
し
て
成
長
す
る
う
え
で
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

学
習
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
に

と
っ
て
決
し
て
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ペ
ン
だ
ら

け
の
答
案
用
紙
は
、
落
胆
や
恥

ず
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
と
き

に
個
人
的
な
攻
撃
の
よ
う
に
思

え
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
答
案
用
紙
を
つ
か
ん
で
カ

バ
ン
に
押
し
込
み
た
く
な
る
の

は
自
然
な
反
応
で
し
ょ
う
。
し

か
し
そ
の
瞬
間
、
復
習
の
機
会

が
失
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生

徒
と
教
師
の
間
の
信
頼
関
係
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
生

徒
の
学
ぶ
意
欲
が
薄
れ
て
し
ま

う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

最
初
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

質
問
し
た
り
、
間
違
い
を
恐
れ

ず
に
挑
戦
で
き
る
教
室
や
家
庭

環
境
を
整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
自
分
た
ち
は
「
味

方
で
あ
る
」
と
伝
え
、
訂
正
を

す
る
と
き
に
は
必
ず
理
由
を
説

明
し
、
建
設
的
で
前
向
き
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
添
え
ま
し
ょ
う
。

努
力
を
認
め
て
褒
め
て
あ
げ
た

り
、
答
案
や
プ
リ
ン
ト
に
赤
以

外
の
色
の
ペ
ン
を
使
う
と
い
っ

た
小
さ
な
工
夫
か
ら
始
め
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。
間
違
っ
て

も
叱
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
相
談
し
て

も
い
い
の
だ
と
安
心
さ
せ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

復
習
を
す
る
う
え
で
、
子
ど

も
自
身
に
自
分
の
課
題
を
分
析

さ
せ
、
次
に
向
け
た
明
確
な
目

標
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
は
大
変

効
果
的
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
責
任
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
宿
題
や
外
遊
び
を
始
め
る

前
に
、毎
日
短
い
時
間
で
も「
復

習
タ
イ
ム
」
を
設
け
る
な
ど
、

保
護
者
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
学

習
量
の
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
も

し
課
題
を
授
業
前
夜
に
一
気
に

仕
上
げ
た
り
し
て
い
る
様
子
が

見
ら
れ
る
な
ら
、
一
緒
に
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
た
り
、
勉

強
や
そ
の
他
の
活
動
を
整
理
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

復
習
を
習
慣
化
す
る
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
一
夜
に
し

て
変
化
が
起
こ
る
と
期
待
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
が
、
復
習
を
「
退
屈
な
作

業
」
や
「
時
間
の
無
駄
」
と
感

じ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
な

ぜ
そ
れ
が
大
切
な
の
か
を
丁
寧

に
説
明
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
が
過
負
荷
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
小
学

1
年
生
か
ら
高
校
生
に
至
る
ま

で
、
復
習
の
価
値
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
先
に

は
確
か
な
成
長
が
待
っ
て
い
ま

す
。
学
び
も
、
正
し
く
取
り
組

め
ば ”Less is more” 

な
の
で

す
。
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わ
た
し
は
去
年
の
秋
ご
ろ

か
ら
、
金
魚
を
三
匹
か
い
始

め
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
金

魚
に
名
前
を
つ
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
金
魚
に
名
前
を

つ
け
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
な
や
み
ま
し
た
。
そ

し
て
、
金
魚
の
か
ん
さ
つ
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
金
魚
の

色
で
名
前
を
つ
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
思
い

つ
い
た
名
前
は
、
赤
い
金
魚

が
「
赤
ず
き
ん
」、
だ
い
だ
い

色
の
金
魚
が
「
オ
レ
」、
白
い

金
魚
が
「
し
ろ
」
で
す
。
名

前
を
つ
け
て
か
ら
、
と
て
も

か
わ
い
が
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
夏
休
み

に
金
魚
の
か
ん
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　

わ
た
し
は
、
毎
朝
七
時
ご

ろ
に
、
金
魚
た
ち
に
え
さ
を

や
り
ま
す
。
え
さ
を
や
る
前

に
、
そ
う
っ
と
見
て
み
た
ら
、

一
匹
岩
の
下
で
ね
て
い
ま
し

た
。
わ
た
し
は
そ
の
す
が
た

が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
え
さ
を
や
ろ

う
と
す
る
と
、
金
魚
た
ち
が

い
っ
せ
い
に
口
を
ぱ
く
ぱ
く

さ
せ
な
が
ら
、
水
面
に
上
が

っ
て
来
ま
す
。
つ
い
に
、
え

さ
を
や
る
と
、
金
魚
た
ち
が

反
応
し
て
、
え
さ
が
落
ち
て

い
く
方
向
に
ま
た
口
を
ぱ
く

ぱ
く
さ
せ
な
が
ら
、
せ
び
れ

と
お
び
れ
を
ひ
ら
ひ
ら
と
ゆ

ら
し
て
近
付
い
て
い
き
、
ま

る
で
、
す
い
こ
む
か
の
よ
う

に
、
え
さ
を
飲
み
こ
ん
で
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
数
日
経
つ
と
、

だ
い
だ
い
色
の
金
魚
「
オ
レ
」

が
、
白
い
金
魚
「
し
ろ
」
を

追
い
か
け
始
め
て
、
水
そ
う

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と
ま
わ
り

だ
し
ま
し
た
。
追
い
か
け
る

の
が
お
さ
ま
っ
た
こ
ろ
、「
し

ろ
」
の
様
子
を
見
て
み
る
と
、

「
し
ろ
」
だ
け
で
は
な
く
、
み

ん
な
少
し
う
ろ
こ
が
と
れ
て

い
ま
し
た
。
な
ぜ
み
ん
な
う

ろ
こ
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
ろ
う
と
な
や
ん
で
い
る
と
、

さ
い
初
は
「
オ
レ
」
が
や
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

本
当
は
物
に
あ
た
っ
て
と
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、「
オ
レ
」

が
だ
い
だ
い
色
だ
っ
た
の
に

白
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、「
オ
レ
」
と
「
し
ろ
」

の
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
り
、

困
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
金
魚
た
ち

に
は
で
き
る
だ
け
長
生
き
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
　

  　
（
滞
米
５
年
４
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
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な
ぜ
私
た
ち
は
、
政
治
に

つ
い
て
語
る
こ
と
を
避
け
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
。
私
は
学

校
で
選
挙
制
度
や
三
権
分
立
、

税
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学

ん
で
き
た
。
そ
れ
ら
は
重
要

な
知
識
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
だ

け
で
「
政
治
を
理
解
し
た
」

と
は
到
底
言
え
な
い
気
が
す

る
。
教
科
書
の
中
の
政
治
は
、

ま
る
で
「
遠
く
て
静
か
な
も

の
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

か
ら
だ
。 

　

ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
驚
い

た
こ
と
は
、
政
治
が
日
常
の

中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と

だ
っ
た
。
あ
る
日
、
住
宅

街
で
静
か
に
看
板
を
掲
げ
る

人
々
を
見
か
け
た
。
私
が
日

本
で
想
像
し
て
い
た
デ
モ
は
、

ど
こ
か
暴
力
的
で
混
乱
し
た

も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
た
め
、
そ
れ
は
意
外
な
光

景
だ
っ
た
。
静
か
で
落
ち
着

い
た
そ
の
デ
モ
は
、
特
定
の

主
張
を
市
民
と
し
て
正
式
に

表
明
す
る
「
抗
議
活
動
」
だ

っ
た
。
そ
の
姿
か
ら
、「
政
治

に
意
見
を
持
つ
こ
と
は
、
当

た
り
前
で
自
然
な
こ
と
な
の

だ
」
と
気
づ
い
た
。 

　

日
本
で
は
、
普
段
の
会
話

に
政
治
の
話
題
が
避
け
ら
れ

る
傾
向
が
あ
る
。「
難
し
く
て

よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

政
治
は
教
育
や
税
金
、
学
校

制
度
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近

な
暮
ら
し
と
深
く
関
わ
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
「
特
別
な
人

だ
け
が
語
る
も
の
」
と
し
て

距
離
を
置
く
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
思
う
。 

　

私
は
ま
だ
選
挙
権
が
な
い

が
、
だ
か
ら
こ
そ
今
の
う
ち

か
ら
政
治
を
「
見
極
め
る
力
」

を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ス
に
目
を
向
け
た
り
、

議
員
の
発
言
に
つ
い
て
調
べ

た
り
、
政
治
を
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
、
気
軽
に
語
り
合

え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。 

　

ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
へ
の
印
象
も
少

し
変
わ
っ
た
。
彼
に
は
、
政

治
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
強

い
発
信
力
が
あ
る
。
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
も
、
要
所

で
は
断
固
と
し
た
態
度
を
示

し
、「
国
民
の
代
表
」
で
あ
る

自
覚
を
強
く
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
国
民
に
伝
わ
っ
て
い

る
。 

　

多
少
強
引
だ
が
、
彼
は
誰

よ
り
も
国
の
た
め
に
即
座
に

行
動
し
て
い
る
。
こ
の
ス
ピ

ー
ド
感
は
、
日
本
も
見
習
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。 

　

一
方
、
日
本
の
政
治
家
は

発
言
を
あ
い
ま
い
に
し
た
り
、

言
葉
の
ミ
ス
で
辞
職
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
姿
勢
を
当
然
と
す
る
社

会
に
も
、
私
は
違
和
感
を
覚

え
る
。
も
っ
と
自
由
に
意
見

を
交
わ
し
、
失
敗
を
糧
に
次

へ
つ
な
げ
て
い
く
政
治
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
国
会
で
寝
て
い
る
政
治

家
に
は
今
す
ぐ
辞
任
し
て
も

ら
い
た
い
。 

　

こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
な
ら
国

会
中
に
暴
動
が
起
き
る
だ
ろ

う
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。

民
主
主
義
と
は
、
多
く
の
人
々

が
命
を
か
け
て
守
っ
て
き
た

尊
い
仕
組
み
だ
。
し
か
し
、今
、

世
界
で
は
そ
の
民
主
主
義
が

脅
か
さ
れ
る
場
面
も
増
え
て

い
る
。
も
し
私
た
ち
が
政
治

に
無
関
心
で
い
た
ら
、
自
由

や
権
利
は
失
わ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
わ
か
る
範
囲
で
も
政
治

に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
意

見
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と

思
う
。 

　

あ
る
日
、
日
本
の
参
議
院

議
員
選
挙
速
報
を
見
て
い
た
。

S
N
S
な
ど
で
意
見
が
た
く

さ
ん
出
て
い
た
の
で
、
今
回

は
選
挙
に
多
く
の
人
が
行
っ

た
の
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

た
。
し
か
し
、
投
票
し
た
人

は
増
え
た
も
の
の
、
約
半
数

が
行
か
な
か
っ
た
。
私
は
そ

　

私
は
今
年
、
今
ま
で
で
一

番
楽
し
い
秋
を
す
ご
し
ま
し

た
。
今
年
の
私
の
秋
の
思
い

出
は
仲
良
し
の
沙
椰
ち
ゃ
ん

と
か
ぼ
ち
ゃ
が
り
を
し
た
こ

と
で
す
。
初
め
て
の
、
ア
メ

リ
カ
で
す
ご
す
秋
ら
し
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
私
は
楽
し
み
す
ぎ

て
、
落
ち
着
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
日
が

私
の
パ
ン
プ
キ
ン
パ
ッ
チ
デ

ビ
ュ
ー
だ
か
ら
で
す
。
車
に

乗
り
パ
ン
プ
キ
ン
パ
ッ
チ
に

着
い
た
時
、
思
っ
た
よ
り
も

広
く
の
ど
か
な
農
場
で
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
私
は
沙
椰

ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
る
な
り
、

か
け
よ
り
ま
し
た
。「
沙
椰
ち

ゃ
ん
！
」「
沙
優
ち
ゃ
ん
！
」

二
人
で
手
を
つ
な
ぎ
、
歩
き

だ
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
み
ん
な
で
か
ぼ
ち

ゃ
と
い
っ
し
ょ
に
、
写
真
を

と
り
ま
し
た
。
す
る
と
私
は
、

「
ヘ
イ
ラ
イ
ド
」
と
書
か
れ
た

か
ん
ば
ん
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
な
に
？
」
と
沙
椰
ち

ゃ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。
す
る

と
沙
椰
ち
ゃ
ん
が
、「
ヘ
イ
は
、

ほ
し
草
の
こ
と
だ
よ
。
ヘ
イ

ラ
イ
ド
は
ほ
し
草
の
積
ま
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
み
た
い
な
乗
り

物
っ
て
い
う
意
味
！
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
乗
っ
て

み
る
と
、
ガ
タ
ガ
タ
動
き
出

し
ま
し
た
。

　

次
に
ヘ
イ
ラ
イ
ド
で
向
か

っ
た
先
は
コ
ー
ン
の
め
い
ろ
、

コ
ー
ン
メ
イ
ズ
で
す
。
意
外

と
か
ん
た
ん
だ
っ
た
の
で
、

子
供
と
大
人
で
分
か
れ
て
楽

し
み
ま
し
た
。
他
に
も
ア
ッ

プ
ル
サ
イ
ダ
ー
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
ん
だ
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
選

ん
だ
り
し
ま
し
た
。
か
ぼ
ち

ゃ
の
中
に
は
緑
や
白
い
も
の

や
大
き
さ
が
こ
と
な
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
そ
れ

ぞ
れ
ち
が
う
か
ぼ
ち
ゃ
で
も

す
ご
く
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
今
回
の
か
ぼ

ち
ゃ
が
り
は
忘
れ
ら
れ
な
い

大
切
な
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
友
達
と
仲

良
く
し
て
、
楽
し
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
４
か
月
）

　

わ
た
し
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
と
思
う
も
の
は
、
し
ゅ
く

だ
い
を
し
て
く
れ
る
え
ん
ぴ

つ
で
す
。
名
前
は
し
ゅ
く
だ

い
ペ
ン
で
す
。
し
ゅ
く
だ
い

ペ
ン
が
ほ
し
い
わ
け
は
、
し

ゅ
く
だ
い
が
さ
っ
さ
っ
と
で

き
る
か
ら
で
す
。

　

形
は
、
え
ん
ぴ
つ
の
よ
う

な
形
で
す
。
大
き
さ
は
、
シ

ャ
ー
ピ
ー
ぐ
ら
い
で
す
。

　

こ
の
し
ゅ
く
だ
い
ペ
ン
は
、

し
ゅ
く
だ
い
を
し
て
く
れ
て
、

カ
メ
ラ
が
つ
い
て
い
て
、
そ

の
カ
メ
ラ
が
け
し
ゴ
ム
に
も

な
る
し
、
え
ん
ぴ
つ
け
ず
り

に
も
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
字

も
書
き
方
が
き
れ
い
で
す
。

何
年
何
組
か
も
お
し
え
な
い

で
書
い
て
く
れ
ま
す
。
名
前

も
書
い
て
く
れ
ま
す
。
し
ゅ

く
だ
い
を
一
日
で
お
わ
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

学
校
に
も
っ
て
行
く
と
、

テ
ス
ト
に
も
つ
か
え
、
し
ゅ

く
だ
い
ク
ラ
ブ
の
お
友
だ
ち

に
か
し
て
あ
げ
ま
す
。
家
で

は
、
わ
た
し
の
お
に
い
ち
ゃ

ん
に
つ
か
わ
せ
て
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
８
年
）

「
金
魚
の
か
ん
さ
つ
」

　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ず
木　

あ
ん

「しゅくだいペン」
　　　ニュージャージー補習授業校小２

　　　　　　　　　　　　　　ますい　りあ

れ
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
な

ぜ
自
分
の
人
生
に
関
わ
る
の
に

権
利
を
放
棄
で
き
る
の
か
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
誰
か
を
一

方
的
に
批
判
せ
ず
、
正
直
に
意

見
を
形
や
行
動
に
す
れ
ば
い
い

だ
け
で
は
な
い
の
か
。
正
直
な

と
こ
ろ
、と
て
も
腹
が
立
っ
た
。

こ
れ
は
き
っ
と
、
政
治
が
「
遠

く
て
静
か
な
も
の
」
と
思
わ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。 

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
た

ち
の
よ
う
に
、
選
挙
ゲ
ー
ム
や

模
擬
選
挙
な
ど
を
通
し
て
、
小

さ
い
頃
か
ら
遊
び
な
が
ら
政
治

に
触
れ
る
機
会
が
も
っ
と
増
え

て
ほ
し
い
と
思
う
。
政
治
は
決

し
て
難
し
く
て
遠
い
も
の
で
は

な
く
、
日
常
に
根
ざ
し
た
生
き

た
テ
ー
マ
で
、
興
味
を
持
つ
こ

と
が
民
主
主
義
を
守
る
一
歩
に

な
る
と
信
じ
て
い
る
。
政
治
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
そ
の
も
の

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
っ
と
自

由
に
、気
楽
に
語
ら
れ
て
い
い
。

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
言

葉
で
政
治
を
語
り
続
け
る
。 

　
　

   　
（
滞
米
１
年
４
か
月
）

「
楽
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
が
り
！
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
丸　

沙
優

「
政
治
が
日
常
に
あ
る
国

で
見
え
た
も
の
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　

愛
菜
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ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
位
置
す
る
半
島
で
、

北
東
部
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
中
心
部
に
属
し
て
い
る
。

そ
の
歴
史
は
、
１
６
８
０
年
に
イ
ギ
リ
ス
船
が
上
陸
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
り
、
漁
村
と
し
て
の
文
化
的
背
景
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
は
、

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
だ
。

　

写
真
の
家
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ク
レ
ス
キ
ル
に
あ
る
ケ
ー

プ
コ
ッ
ド
・
ス
タ
イ
ル
の
一
軒
家
。
特
徴
と
し
て
は
、
一
階
に
１
つ

か
２
つ
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
が
あ
り
、
２
階
に
も
ベ
ッ
ド
・
ル
ー
ム
が

あ
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
多
く
の
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
が
か
わ
い
い
出

窓
が
二
つ
正
面
に
あ
り
、
森
の
中
の
小
さ
な
家
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
17
世
紀
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
ケ
ー
プ

コ
ッ
ド
周
辺
の
雪
の

多
い
地
方
に
建
て
ら

れ
、
雪
が
落
ち
や
す

い
屋
根
の
構
造
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ケ
ー

プ
コ
ッ
ド
・
ス
タ
イ

ル
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
多
い
の
は
、

１
９
４
０
年
代
か
ら

１
９
５
０
年
代
に
郊

外
開
発
事
業
の
一
環

と
し
て
大
量
に
建
て

ら
れ
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
て
い
る
。
ま
た
戦
争
か
ら
帰
還
し
た
兵
士

に
優
先
的
に
供
給
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ク
レ
ス
キ
ル
の
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
の
一
軒
家
は
、
３
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
で
ガ
レ
ー
ジ
付
き
、
一
軒
家
に
は
珍
し
く
、
芝
刈
り
と
雪
か
き

が
含
ま
れ
て
い
て
、
家
賃
は
４
５
０
０
ド
ル
。
す
べ
て
の
部
屋
が
フ

ロ
ア
ー
リ
ン
グ
。
一
階
は
、
広
め
の
暖
炉
付
き
の
リ
ビ
ン
グ
に
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
オ
ー
プ
ン
・
キ
ッ
チ
ン
。
キ
ッ
チ
ン
の

隣
に
は
、
日
の
光
が
差
し
込
む
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ル
ー

ム
も
あ
る
の
で
、
週
末
の
ブ
ラ
ン
チ
は
こ
こ
で
楽
し
め
る
。
庭
付
き

一
軒
家
、
一
般
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
出
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
物
件
だ
。　

問
い
合
わ
せ
は　

電
話
２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル　

MFurusho@christiesrealestategroup.com 

古
姓
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
不
動
産
）

ケープコッドスタイルの一軒家を借りる

　

米
国
北
東
部
郊
外
の
一
戸
建

て
住
宅
に
は
居
間
に
暖
炉
の
設

備
が
あ
る
こ
と
は
珍
し
く
な

い
。
冬
に
な
る
と
、
ゆ
ら
め
く

炎
と
薪
の
燃
え
る
音
が
何
と
も

い
え
な
い
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
。

　

だ
が
実
際
に
使
う
た
め
に
は

毎
年
、
煙
突
の
掃
除
を
業
者
を

呼
ん
で
頼
ま
な
い
と
一
酸
化
中

毒
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
居

間
は
も
ち
ろ
ん’

、
子
供
部
屋
、

寝
室
に
一
酸
化
炭
素
探
知
機
を

備
え
付
け
て
お
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
な
ど
、手
間
が
か
か
る
。

　

こ
の
45
イ
ン
チ
電
気
暖
炉

は
、
最
先
端
技
術
、
消
費
者
志

向
の
デ
ザ
イ
ン
哲
学
、
そ
し
て

伝
統
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
美
学

が
見
事
に
融
合
し
た
製
品
だ
。

環
境
に
優
し
い
Ｍ
Ｇ
Ｏ
（
酸
化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）
製
の
火
室
と

マ
ン
ト
ル
で
構
成
。
先
進
の
技

術
に
よ
り
、
本
物
の
無
垢
材
仕

上
げ
の
ヘ
ッ
ダ
ー
と
炉
床
、
そ

し
て
石
レ
ン
ガ
風
の
外
観
の
マ

ン
ト
ル
壁
を
同
時
に
実
現
。
組

み
立
て
不
要
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

リ
モ
コ
ン
操
作
、
揺
ら
め
く
炎

効
果
、
超
静
音
Ｄ
Ｃ
（
直
流
）

送
風
機
、過
熱
防
止
機
能
な
ど
、

数
々
の
特
徴
が
使
用
体
験
全
体

を
高
め
る
。

　

主
な
特
徴
＝
5
段
階
の
揺
ら

め
く
炎
効
果
設
定
（
炎
な
し
、

70
％
、
85
％
、
１
０
０
％
の
明

る
さ
と
サ
イ
ク
ル
）

 • 

62°
Ｆ
〜
82°
Ｆ
約
17
〜
28

℃
）
を
2
刻
み
で
調
節
可
能
な

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト

 • 

環
境
に
優
し
い
Ｍ
Ｇ
Ｏ
（
酸

化
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
）
製
マ
ン
ト

ル
。
価
格
６
０
９
ド
ル
。
組
み

立
て
不
要
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ア
パ
ー
ト
で
も
簡
単
に
使

え
る
。
販
売
元
ホ
ー
ム
デ
ポ 

www.homedepot.com

週刊NY生活

冬
の
団
欒
は
暖
炉
の
前
で

組
み
立
て
不
要
の
電
気
式
ヒ
ー
タ
ー

ゆ
ら
め
く
炎
で
心
も
温
ま
る

www.nyseikatsu.com
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11
月
10
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ミ
ッ
ト

（
医
療
福
祉
連
携
協
定
式
等
プ

レ
ゼ
ン
）に
招
致
さ
れ
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、2
日
目
か
ら
の
視
察
で
、

医
師
が
１
０
０
０
名
も
在
籍
す

る
グ
ル
ガ
オ
ン
地
区
の
巨
大
な

病
院
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
先

端
の
医
療
技
術
や
、
こ
こ
ま
で

見
せ
て
も
い
い
の
か
な
あ
と
思

う
個
人
情
報
丸
出
し
で
血
液
検

査
技
術
、
診
察
記
録
の
管
理
技

法
な
ど
膨
大
な
量
に
も
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は

こ
こ
ま
で
に
は
適
応
さ
れ
て
い

な
い
の
か
な
と
も
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
歩
外

に
出
て
そ
の
巨
大
な
メ
デ
ィ
カ

ル
タ
ウ
ン
の
角
を
曲
が
る
と
、

バ
ラ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の
立
ち
並
び

か
ら
の
空
気
の
汚
染
、
物
乞
い

の
多
さ
、
交
通
の
混
乱
と
い
っ

た
社
会
課
題
も
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
質
の
悪
さ
は
、
私
が

過
去
に
訪
問
し
た
東
南
ア
ジ
ア

の
ど
の
国
よ
り
も
厳
し
い
印
象

で
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
実
と
、
イ
ン
ド

が「
世
界
第
４
位
の
経
済
大
国
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
確
か
に
イ
ン
ド
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
名
目
値
で
４
兆
ド
ル

近
く
に
達
し
、
日
本
を
上
回
る

見
通
し
が
出
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
約
14
億
人
と
い
う
世
界
最

大
級
の
人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
起

因
す
る
「
総
量
」
の
大
き
さ
が

主
な
要
因
の
よ
う
で
す
。「
1

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
で
見
れ
ば

「
貧
困
レ
ベ
ル
」
な
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
平
均
年
齢

が
約
48
・
４
歳
で
あ
る
の
に
対

し
、
イ
ン
ド
は
約
28
歳
と
、
20

歳
近
く
も
若
く
、
こ
れ
が
人
口

ボ
ー
ナ
ス
期
に
あ
る
イ
ン
ド
の

労
働
力
の
多
さ
と
経
済
成
長
の

牽
引
力
に
な
り
、
若
さ
が
持
つ

可
能
性
が
、
こ
れ
か
ら
の
イ
ン

ド
の
医
療
・
介
護
現
場
の
課
題

を
如
実
に
解
決
の
方
向
に
動
き

出
す
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
視
察
し
た
大
病
院

で
は
、
医
師
の
多
さ
は
も
ち
ろ

ん
、最
新
医
療
設
備
に
よ
っ
て
、

高
度
な
医
療
が
提
供
さ
れ
、
イ

ン
ド
へ
の
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

拠
点
に
も
な
っ
て
い
く
こ
と
も

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
医
療
に
反
し
て
、
介

護
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
で
は

伝
統
的
に
家
族
が
主
な
ケ
ア
提

供
者
で
あ
り
、
女
性
が
在
宅
ケ

ア
の
大
部
分
を
担
っ
て
い
て
、

日
本
の
介
護
保
険
制
度
の
よ
う

な
体
系
化
さ
れ
た
制
度
や
施
設

は
少
な
く
、
認
知
症
ケ
ア
の
専

門
的
な
支
援
も
ま
だ
不
十
分
で

す
。
し
か
し
、
都
市
部
で
は
在

宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
な
ど
新
し
い
動
き
も
見

ら
れ
、
今
後
の
成
長
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
機
器

な
ど
は
日
本
で
も
最
先
端
の
施

設
で
し
か
み
た
こ
と
な
い
ケ
ー

ブ
ル
を
使
っ
た
マ
シ
ン
も
あ
り

ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
の
医
療
・
福
祉
制
度

の
課
題
は
多
い
も
の
の
、
人
口

構
成
の
若
さ
や
英
語
普
及
率
の

高
さ
な
ど
の
強
み
も
大
き
く
、

医
療
・
介
護
分
野
で
の
連
携
は

日
本
に
と
っ
て
も
将
来
の
人
材

確
保
や
技
術
交
流
の
観
点
で
有

益
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
日
本
の
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
制
度
も
含
め
た
法
整

備
の
提
案
や
、
そ
れ
ら
成
功
失

敗
の
経
験
則
を
も
っ
て
、
先
進

介
護
技
術
を
自
国
で
進
め
て
い

る
イ
ン
ド
に
提
供
し
つ
つ
、
イ

ン
ド
の
若
い
人
材
と
技
術
革
新

を
活
用
す
る
相
互
補
完
的
な
関

係
構
築
へ
の
可
能
性
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
忘
れ
て
は
い
け
な

い
の
が
、
環
境
や
衛
生
問
題
、

都
市
の
貧
困
層
の
問
題
。
せ
っ

か
く
の
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
と

そ
の
周
辺
も
含
め
た
「
ま
ち
づ

く
り
」
が
絶
対
必
要
で
あ
る
こ

と
を
確
信
し
ま
し
た
。「『
タ
ウ

ン
』
と
い
う
か
ら
に
は
ち
ゃ
ん

と
せ
え
」
と
ね
。
日
本
も
70
〜

80
年
前
は
こ
ん
な
だ
っ
た
ん
だ

ろ
う
な
あ
と
。
そ
う
い
う
イ
ン

ド
の
急
成
長
経
済
の
影
に
あ
る

こ
う
し
た
問
題
に
目
を
背
け

ず
、
長
期
的
な
視
点
で
支
援
と

連
携
を
進
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
日
本
は
技
術
や
制
度
面
で

の
先
進
国
と
し
て
の
知
見
を
提

供
し
、
イ
ン
ド
の
若
い
労
働
力

と
革
新
力
を
活
か
す
協
力
体
制

づ
く
り
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
単
な

る
経
済
数
字
に
と
ら
わ
れ
ず
、

現
場
に
根
ざ
し
た
交
流
こ
そ
が

価
値
あ
る
未
来
を
つ
く
る
と
確

信
し
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ン
ド

訪
問
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
世

界
第
４
の
経
済
大
国
。
日
本
も

中
国
も
、ア
メ
リ
カ
も
抜
い
て
、

15
年
後
は
世
界
１
位
に
な
る
か

も
…
と
言
わ
れ
て
い
る
机
上
の

デ
ー
タ
で
は
、
絶
対
見
え
な
い

現
場
の
リ
ア
ル
で
し
た
。「
行

か
な
く
て
も
よ
か
っ
た
な
あ
」

と
思
う
反
面
、「
行
っ
た
か
ら

わ
か
っ
た
イ
ン
ド
」
も
あ
っ
た

こ
と
は
視
察
の
、
旅
の
、
正
解

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

行
っ
て
分
か
っ
た
イ
ン
ド
の

実
態
と
介
護
面
の
課
題

コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

２　米国大学受験の
　　基本情報（5）

　

前
回
は
、
米
国
大
学
受
験
で

ス
コ
ア
を
提
出
す
る
Ｓ
Ａ
Ｔ

（Scholastic Aptitude Test

）

と
は
何
か
、
ま
た
そ
の
テ
ス
ト

内
容
と
受
験
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

今
回
は
実
際
ど
の
よ
う
に
し
て

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
準
備
を
す
れ
ば
良
い

の
か
を
探
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
準
備
と
は
？

　

前
回
の
説
明
ど
お
り
、
Ｓ
Ａ

Ｔ
はEnglish

とMath

２
科

目
で
出
題
さ
れ
、
多
く
の
生
徒

は
11
年
生
の
夏
頃
か
ら
受
験
の

準
備
を
始
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

エ
ビ
デ
ン
ス
を
根
拠
と
し
た
出

題
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
、
そ

の
勉
強
の
仕
方
は
生
徒
の
状
況

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
米
国
で

は
高
校
で
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の
先
生

を
雇
用
し
て
教
え
て
い
る
所
も

あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
数
学
も

英
語
も
得
意
な
生
徒
の
場
合

は
、
例
え
ば
Ｓ
Ａ
Ｔ
問
題
集
や

Khan Academy

（
カ
ー
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
）
と
い
う
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
を
よ
く
自
習
活
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ト
で
は
無

料
で
自
分
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
作

成
で
き
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
項
目
ご
と

に
ビ
デ
オ
で
内
容
が
学
べ
、
ま

た
練
習
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
他
方
、
準
備
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
生
徒
に
は
、

グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
か
ら
専
門

の
チ
ュ
ー
タ
ー
ま
で
、
幅
広
い

選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の
チ
ュ

ー
タ
ー
」
で
す
が
、
様
々
な
レ

ベ
ル
の
先
生
が
存
在
し
て
お

り
、
例
え
ば
「
こ
の
先
生
の
レ

ッ
ス
ン
を
取
れ
ば
必
ず
高
得

点
」
と
い
っ
た
謳
い
文
句
の
ビ

ジ
ネ
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
先
生
は
多
く
が
富
裕

層
の
家
庭
向
き
で
、
１
時
間

３
０
０
ド
ル
か
ら
５
０
０
ド
ル

と
い
っ
た
、
法
外
と
も
言
え
る

高
料
金
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
多
く
は
１
時
間
１
０
０

ド
ル
か
ら
２
０
０
ド
ル
が
普
通

で
あ
り
、
こ
れ
で
も
約
１
年
間

続
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、
安
い

と
は
全
く
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
に
な
る

い
か
な
ど
が
分
析
・
特
定
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
項
目
を

重
点
的
に
学
習
す
る
「
そ
の
子

の
た
め
の
学
習
計
画
表
」
を
作

り
、
レ
ッ
ス
ン
を
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
最
終
的
な

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ゴ
ー
ル
点
数
を
定

め
、
何
か
月
で
何
点
ア
ッ
プ
す

る
か
目
標
を
作
成
し
ま
す
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
自
分
が
進
学
希

望
の
大
学
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
点
数
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
も
い
い
で
す

し
、
あ
る
程
度
自
分
の
興
味
の

あ
る
学
部
の
大
学
が
求
め
る
点

数
に
目
標
を
定
め
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
大
学
の
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
よ
く
調
べ
て
、
具
体

的
な
大
学
リ
ス
ト
を
決
め
て
お

く
と
、
学
習
継
続
の
モ
ー
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
り
ま
す
。

実
際
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
験
す
る

　

人
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す

が
、
生
徒
の
多
く
は
11
年
生
の

３
月
、
６
月
、
８
月
く
ら
い
に

Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
験
す
る
よ
う
で

す
。
も
し
目
標
点
数
に
達
し
な

い
場
合
、
大
学
申
請
に
結
果
が

間
に
合
う
の
で
あ
れ
ば
、
12
年

生
秋
に
再
度
受
け
る
生
徒
も
い

ま
す
。
や
は
り
一
回
目
は
緊
張

や
慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
点

数
が
思
っ
た
よ
り
低
い
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
一
方
、
２
回
目

が
最
も
ス
コ
ア
が
伸
び
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
ま
ま

３
回
目
も
点
数
が
上
が
っ
て
い

く
生
徒
は
多
く
存
在
し
ま
す
。

最
後
に
Ａ
Ｃ
Ｔ(American 

College Testing)

と
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
違
い
で
す
が
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ほ

う
が
一
般
的
で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
は

36
点
満
点
、
数
学
、
英
語
の
他

に
科
学
が
試
験
科
目
と
し
て
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
比
較
的
、
論

理
を
段
階
的
に
考
え
さ
せ
る
Ｓ

Ａ
Ｔ
と
比
べ
、
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
次
々

と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
解
答

す
る
と
い
う
直
球
型
傾
向
の
試

験
だ
と
い
え
ま
す
。（
つ
づ
く
）

　
た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

と
、費
用
は
抑
え
ら
れ
ま
す
し
、

基
本
が
備
わ
っ
て
い
る
生
徒
は

こ
ち
ら
で
十
分
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
逆
に
、
不
得
意
な
項
目
や

基
本
が
抜
け
て
い
る
生
徒
は
、

個
人
レ
ッ
ス
ン
の
ほ
う
が
合
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生

徒
本
人
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と
や

る
気
、
ま
た
家
庭
の
経
済
状
況

な
ど
、
全
て
の
要
素
を
考
慮
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
の
例

　

で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の
チ
ュ
ー

タ
ー
を
雇
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
で
学
習
し
て
い

く
の
で
し
ょ
う
。
や
は
り
個
人

レ
ッ
ス
ン
の
強
み
は
、
そ
の
生

徒
の
弱
点
や
ミ
ス
を
す
る
際
の

く
せ
な
ど
を
見
つ
け
出
し
、
強

化
・
矯
正
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
例
え
ば
、
最
初
に
Ｓ
Ａ

Ｔ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
テ
ス
ト
を

時
間
制
限
を
設
け
て
受
け
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
の
点

数
で
は
今
そ
の
生
徒
が
ど
の
位

置
に
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
を
分
類
し
、
ど

の
分
野
の
ど
の
項
目
が
理
解
で

き
て
い
な
い
か
、
間
違
え
や
す

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ

ニ
ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）

は
２
０
２
６
年
1
月
10
日

（
土
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

９
時
15
分
ま
で
学
校
説
明
会

を
行
う
。
ま
た
午
前
９
時
15

分
か
ら
午
前
10
時
ま
で
個
別

相
談
を
行
う
。
受
け
付
け
、

案
内
開
始
は
午
前
８
時
15
分

か
ら
。
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
）
で
も
同
時
開
催
の
た

め
日
本
か
ら
の
参
加
も
可
。

２
０
２
６
年
1
月
5
日（
月
）

正
午
（
日
本
時
間
６
日
午
前

2
時
）
ま
で
に
申
し
込
む
。

　

同
校
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
カ
ー
に

よ
る
週
４
時
間
か
ら
５
時
間

の
少
人
数
授
業
、
文
部
科
学

省
よ
り
派
遣
さ
れ
た
教
員

に
よ
る
日
本
の
学
校
で
の

学
習
を
行
っ
て
い
る
。
英

語
も
学
び
な
が
ら
、
日
本

語
も
し
っ
か
り
と
保
持
で

き
、
帰
国
受
験
の
指
導
や

サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い

る
。
事
前
申
し
込
み
は
Ｕ
Ｒ

Ｌ
： https://forms.gle/

twiJDqL1xc3aDoAT8

　

問
い
合
わ
せ
は
メ

ー
ル
ア
ド
レ
スgwjs@

gwjs.org

ま
た
は
電
話

２
０
３
・
６
２
９
・
９
０
３
９

ま
で
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttps://www.gwjs.

org/

参
照
。
申
し
込
み
後

gwjselm@gwjs.org

よ
り

確
認
連
絡
が
入
る
た
め
、
迷

惑
メ
ー
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

設
定
確
認
を
推
奨
。

ニューヨーク日本人学校
学校説明会と個別相談
 来年１月10日に開催

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://www.gwjs.org
mailto:gwjselm@gwjs.org
https://forms.gle/twiJDqL1xc3aDoAT8


　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

議
）
ド
バ
イ
大
会
に
先
立
ち
、

11
月
10
日
に
、
ル
ー
ヴ
ル
・
ア

ブ
ダ
ビ
で
開
催
さ
れ
たICOM-

Europe

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
連

盟
）、ICOFOM

（
博
物
館
学

国
際
委
員
会
）、
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
フ

ラ
ン
ス
国
内
委
員
会
、France 

Muséums

主
催
に
よ
る
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
第

2
四
半
期
の
黎
明
期
に
誕
生
し

た
博
物
館
と
は
ど
の
よ
う
な
姿

か
？
（Symposium 2025

：

W
hat Do Museums Born 

at the Dawn of the Second　

Quarter of the 21st Century 
Look Like?

）」
に
参
加
・
発
表

し
て
き
ま
し
た
。

　

ル
ー
ヴ
ル
・
ア
ブ
ダ
ビ

（Louvre Abu Dhabi

）
は
、
ア

ブ
ダ
ビ
市
街
に
隣
接
す
る
サ
デ

ィ
ヤ
ッ
ト
島
の
文
化
地
区
に
あ

る
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
姉
妹
館

で
、
２
０
１
７
年
11
月
8
日
に

開
館
し
ま
し
た
。
本
館
は
フ
ラ

ン
ス
政
府
と
ア
ブ
ダ
ビ
市
が
30

年
間
の
契
約
の
一
環
と
し
て
建

設
し
た
素
晴
ら
し
い
建
物
で
、

設
計
者
は
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家

ジ
ャ
ン
・
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
（Jean 

Nouvel

）
で
す
。
ガ
ラ
ス
に
よ

る
建
築
を
得
意
と
し
、
パ
リ
の

ア
ラ
ブ
世
界
研
究
所
や
カ
ル
テ

ィ
エ
現
代
美
術
財
団
な
ど
も
設

計
し
て
お
り
、
２
０
０
１
年
に

は
高
松
宮
殿
下
記
念
世
界
文
化

賞
、
２
０
０
８
年
に
は
プ
リ
ツ

カ
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ブ
ダ
ビ
市
は
、
ル
ー
ヴ
ル

の
名
前
の
使
用
料
を
30
年
で

5
億
２
５
０
０
万
米
ド
ル
支
払

っ
た
と
さ
れ
、
同
館
に
は
、
年

間
１
４
０
万
人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
も
と
も
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
人
口

約
1
千
万
人
の
う
ち
、
約
90
％

は
外
国
人
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
国
籍
を

持
つ
人
々
は
10
％
程
度
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
館
の
キ

ュ
レ
ー
タ
ー
も
ほ
ぼ
9
割
以
上

が
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
か
ら
出
向
の
よ
う
な
形

で
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

午
前
中
は
9
本
の
事
例
発
表
、

午
後
は
討
論
と
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
が
行
わ
れ
、
私
は
午
前
中

に
日
本
の
事
例
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
唯
一
の
ア
ジ
ア
諸
国
か

ら
の
発
表
で
し
た
が
、
日
本
の

場
合
、
新
た
な
博
物
館
よ
り
は

改
修
時
期
を
迎
え
て
い
る
博
物

館
が
多
く
、
ま
た
、
ち
ょ
う
ど

今
年
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
や

愛
知
国
際
芸
術
祭
の
よ
う
な
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
多
数

開
催
さ
れ
て
お
り
、
博
物
館
施

設
の
中
で
の
展
示
よ
り
も
自
然

環
境
の
中
で
現
代
ア
ー
ト
を
鑑

賞
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
い
わ
ゆ

る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
的
な
施
設
が

多
く
の
若
い
退
場
者
を
集
め
て

い
る
と
い
う
趣
旨
の
発
表
を
し

ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
れ

ら
も
資
料
の
研
究
、
収
集
、
展

示
、
教
育
と
い
う
伝
統
的
な
博

物
館
機
能
を
有
し
て
お
り
、
博

物
館
関
係
者
が
専
門
的
な
役
割

を
果
た
さ
な
い
と
、
単
な
る
遊

園
地
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
を
主
張
し
た
か
っ
た
の
で

す
。

　

な
お
、
同
じ
サ
デ
ィ
ヤ
ッ
ト

島
に
は
、
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
・

ア
ブ
ダ
ビ
（Guggenheim

Abu Dhabi

）
が
建
設
中
で
、

来
年
開
館
予
定
で
す
。
設
計
者

は
フ
ラ
ン
ク
・
Ｏ
・
ゲ
ー
リ
ー

で
す
の
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で

す
、
ま
た
、Natural History 

Museum Abu Dhabi

（
ア
ブ

ダ
ビ
自
然
史
博
物
館
）
が
ド
バ

イ
大
会
後
の
11
月
22
日
に
開

館
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今

年
4
月
に
は
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
チ
ー
ム
ラ
ボ
・
フ
ェ

ノ
メ
ナ
・
ア
ブ
ダ
ビteamLab 

Phenomena Abu Dhabi 

）」

が
開
館
し
て
お
り
、
い
ず
れ
ま

た
ア
ブ
ダ
ビ
を
訪
問
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
栗
原
祐
司
　

国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
）

2025年（令和 7年）12月 6日（土） ［旅のページ］　　（18）
　

メ
キ
シ
コ
の
南
東
部
に
位
置

す
る
ユ
カ
タ
ン
半
島
に
は
、
数

多
く
の
観
光
資
源
が
点
在
し
、

そ
の
玄
関
口
と
な
る
の
が
半
島

北
東
部
に
あ
る
メ
キ
シ
コ
屈
指

の
リ
ゾ
ー
ト
地
、カ
ン
ク
ン
だ
。

そ
ん
な
カ
ン
ク
ン
と
ユ
カ
タ
ン

半
島
の
魅
力
を
在
米
邦
人
の
皆

様
に
伝
え
る
べ
く
、
５
月
末
に

３
泊
４
日
の
取
材
旅
行
に
行
く

機
会
を
い
た
だ
い
た
。（
※
１

話
６
／
28
号
、２
話
８
／
23
号
、

３
話
10
／
４
号
に
掲
載
）

　

カ
ン
ク
ン
取
材
３
日
目
。
午

前
中
は
各
自
、
自
由
時
間
で
、

ゴ
ル
フ
好
き
の
メ
ン
バ
ー
は
早

朝
か
ら
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
が
所

有
す
る
素
晴
ら
し
い
ゴ
ル
フ
場

で
思
う
存
分
プ
レ
ー
を
満
喫
。

ゴ
ル
フ
を
し
な
い
私
は
、
豊
富

に
あ
る
魅
力
的
な
観
光
地
を
一

つ
で
も
多
く
体
験
し
た
い
と
思

い
、
旅
行
者
が
一
人
で
も
簡
単

に
行
け
る
、
カ
ン
ク
ン
対
岸
の

縦
長
の
島
「
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー

レ
ス
（
女
神
の
島
）」
に
渡
る

こ
と
に
し
た
。　

　

島
に
向
か
う
フ
ェ
リ
ー
は
朝

５
時
か
ら
出
て
い
る
が
、
私
は

朝
7
時
半
に
タ
ク
シ
ー
で
、
島

へ
の
フ
ェ
リ
ー
の
便
数
が
多
い

港
「
プ
エ
ル
ト
フ
ア
レ
ス
」
へ

向
か
っ
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

8
時
発
の
船
に
乗
れ
、
島
へ
。

「
カ
ン
ク
ン
よ
り
も
更
に
青
い
」

と
評
判
の
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ

ス
へ
向
か
う
船
か
ら
見
え
る
海

は
本
当
に
真
っ
青
！
海
底
ま
で

見
え
る
透
明
度
も
バ
ッ
チ
リ

だ
。
こ
の
島
で
は
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
は

じ
め
様
々
な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
、
綺
麗
な
海
で
泳
ぐ

観
光
客
が
多
い
。
だ
が
、
私
は

今
回
は
島
の
名
物
、
ゴ
ル
フ
カ

ー
ト
を
借
り
て
、
南
北
に
8
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
伸
び
る
細
長

い
島
を
端
か
ら
端
ま
で
走
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
前
に

ま
ず
、
観
光
客
が
必
ず
行
く
と

い
う
島
最
北
端
の
ビ
ー
チ
「
プ

ラ
ヤ
ノ
ル
テ
（
北
海
岸
）」
に

行
き
、
日
が
照
っ
て
も
熱
く
な

ら
な
い
珊
瑚
で
で
き
た
き
め
細

か
く
サ
ラ
サ
ラ
の
砂
浜
を
歩
い

た
。
町
の
可
愛
い
小
道
を
少
し

散
策
し
た
あ
と
、
ネ
ッ
ト
検
索

で
評
判
が
良
か
っ
た
港
か
ら
少

し
離
れ
た
店
に
行
き
カ
ー
ト
を

借
り
た
。
ま
ず
島
の
南
端
の

「
プ
ン
タ
サ
ー
（
南
岬
）」
を
目

指
し
カ
ー
ト
を
走
ら
せ
た
。
島

の
南
部
に
は
イ
グ
ア
ナ
が
沢
山

生
息
し
て
い
る
と
い
う
情
報
通

り
、
車
道
に
も
大
き
め
の
イ
グ

ア
ナ
が
寝
そ
べ
っ
て
お
り
驚
い

た
。
南
岬
に
到
着
し
て
カ
ー
ト

を
停
め
る
と
、
そ
こ
ら
中
に
大

小
様
々
な
イ
グ
ア
ナ
が
地
面
を

這
っ
て
た
り
岩
の
上
に
い
た

り
、
そ
の
マ
イ
ペ
ー
ス
ぶ
り
に

頬
が
緩
ん
だ
。
岬
の
先
ま
で
歩

く
と
、
手
前
の
小
屋
か
ら
呼
び

止
め
ら
れ
、「
こ
こ
か
ら
先
は

有
料
で
す
」
と
の
こ
と
。
値
段

が
6
ド
ル
と
安
か
っ
た
の
で
入

場
料
を
支
払
っ
て
先
端
ま
で
行

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ

に
は
新
し
く
設
置
し
た
っ
ぽ
い

マ
ヤ
文
明
の
人
々
の
彫
像
が
あ

ち
こ
ち
に
立
っ
て
お
り
、「
彫

刻
の
岬
美
術
館
」
の
よ
う
な
ち

ょ
っ
と
不
思
議
な
雰
囲
気
。
た

だ
、
岬
か
ら
見
た
崖
下
に
広
が

る
海
は
実
に
青
く
感
動
し
た
。

見
学
コ
ー
ス
は
更
に
岬
の
端
か

ら
下
に
降
り
て
行
け
た
の
だ

が
、
帰
り
の
船
の
時
間
に
間
に

合
わ
な
く
な
る
の
で
諦
め
て
引

き
返
し
た
。
帰
路
は
違
う
道
を

選
び
、
素
敵
な
別
荘
が
並
ぶ
地

帯
を
通
過
し
た
り
、
観
光
地
と

な
っ
て
い
る
カ
ラ
フ
ル
な
色
の

お
墓
が
立
ち
並
ぶ
墓
地
を
外
か

ら
眺
め
た
。
そ
の
後
に
立
ち
寄

っ
た
「
海
亀
セ
ン
タ
ー
」
は
残

念
な
が
ら
定
休
日
だ
っ
た
。
そ

の
ま
ま
島
を
北
上
し
、
カ
ー
ト

を
返
却
し
て
フ
ェ
リ
ー
港
に
向

か
っ
た
の
で
、
予
定
よ
り
30
分

早
い
11
時
半
発
の
便
で
カ
ン
ク

ン
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、
お
陰

で
午
後
１
時
の
集
合
時
間
前
に

ホ
テ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で
ラ
ン

チ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

も
う
少
し
時
間
に
余
裕
が
あ
れ

ば
も
っ
と
イ
ス
ラ
・
ム
ヘ
ー
レ

ス
を
楽
し
め
た
が
、
午
前
中
だ

け
で
も
無
理
し
て
行
っ
た
甲
斐

は
あ
っ
た
。

　

午
後
の
取
材
は
、
ま
ず
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
格
安
料
金

（
50
ド
ル
〜
）
で
泊
ま
れ
る
「
ク

リ
ス
タ
ル
・
ア
ー
バ
ン
ホ
テ
ル
」

を
視
察
。
カ
ン
ク
ン
に
来
る
観

光
客
の
ほ
と
ん
ど
は
ホ
テ
ル
ゾ

ー
ン
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
か
、

我
々
が
宿
泊
し
た
よ
う
な
北
側

に
あ
る
超
高
級
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア
に
行
く
が
、「
何
百
ド
ル
も

出
さ
な
く
て
も
安
く
良
い
ホ
テ

ル
に
泊
ま
れ
る
」
こ
と
を
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
そ
う
だ
。
こ
の
ホ

テ
ル
の
宿
泊
客
も
系
列
の
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ビ
ー
チ
で
楽
し
め
る
の
で
、
カ

ン
ク
ン
は
2
度
目
と
か
、
出
張

者
、
ま
た
は
「
リ
ゾ
ー
ト
体
験

は
興
味
が
な
く
名
所
と
繁
華
街

だ
け
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
人

な
ど
に
お
勧
め
だ
。

　

次
に
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
プ
ラ

ザ
・
ラ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
モ

ー
ル
」
と
そ
の
中
に
あ
る
メ
キ

シ
コ
の
大
型
量
販
店
チ
ェ
ー

ン
「Chedraui
」
を
視
察
。
同

店
は
メ
キ
シ
コ
で
は
ウ
ォ
ル
マ

ー
ト
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
だ
そ

う
で
、
店
の
入
り
口
に
大
き
く

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
と
の
料
金
比
較

が
表
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で

我
々
は
、
お
土
産
と
し
て
メ
キ

シ
コ
の
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
を
色
々

購
入
し
た
。

　

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
か
ら
ホ
テ
ル

に
戻
っ
た
我
々
は
、
少
し
休
憩

し
た
あ
と
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
で
施
設
を
隅
々
ま
で
視

察
し
た
。
敷
地
内
に
10
数
軒
も

あ
る
様
々
な
料
理
の
専
門
店
で

の
食
事
や
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の

施
設
が
無
料
で
使
え
る
の
は
最

高
だ
。
24
時
間
オ
ー
プ
ン
の
ビ

ー
チ
に
は
、
今
夏
営
業
開
始
の

イ
ル
カ
と
泳
げ
る
施
設
（
こ
れ

は
別
料
金
）も
完
成
し
て
い
た
。

何
か
ら
何
ま
で
充
実
し
た
「
ド

リ
ー
ム
ス
・
プ
ラ
ヤ
ム
ヘ
ー
レ

ス
・
ゴ
ル
フ
＆
ス
パ
・
リ
ゾ
ー

ト
」
は
、
ホ
テ
ル
リ
ゾ
ー
ト
の

中
だ
け
で
ゆ
っ
く
り
色
ん
な
こ

と
を
楽
し
み
た
い
人
に
は
打
っ

て
つ
け
の
、
お
勧
め
の
ホ
テ
ル

だ
。

　

ホ
テ
ル
施
設
の
視
察
が
終
了

し
た
我
々
一
行
は
、
ホ
テ
ル
内

の
３
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
ハ
シ

ゴ
し
て
食
べ
比
べ
し
た
り
、
シ

ア
タ
ー
で
そ
の
日
行
わ
れ
て
い

た
サ
ー
カ
ス
シ
ョ
ー
を
観
て
、

夜
遅
く
ま
で
楽
し
ん
だ
。
部
屋

に
戻
る
と
、
最
後
の
夜
の
フ
ェ

ア
ウ
ェ
ル
・
シ
ャ
ン
パ
ン
の
ボ

ト
ル
と
締
め
の
デ
ザ
ー
ト
が
置

か
れ
て
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
う

し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
３
日
目

が
終
了
し
た
。

　

旅
の
最
終
日
は
早
朝
５
時
起

き
で
、
前
日
ホ
テ
ル
の
ス
タ
ッ

フ
か
ら
強
く
勧
め
ら
れ
た
、
ホ

テ
ル
の
ビ
ー
チ
か
ら
拝
め
る
と

い
う
朝
日
を
見
に
！
本
当
に
誰

一
人
い
な
い
５
時
半
の
ま
だ
暗

い
ビ
ー
チ
は
少
し
怖
か
っ
た

が
、
少
し
し
た
ら
競
合
紙
の
社

長
が
到
着
し
て
、
他
に
誰
も
い

な
い
ビ
ー
チ
で
６
時
５
分
に
水

平
線
か
ら
昇
る
美
し
い
日
の
出

を
２
人
で
満
喫
し
た
。（
笑
）

我
々
謎
の
２
人
組
は
実
に
シ
ュ

ー
ル
な
光
景
だ
っ
た
が
、
こ

の
「
誰
も
い
な
い
ビ
ー
チ
で
美

し
い
日
の
出
を
２
人
だ
け
で
独

占
」
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
本
当
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

な
の
で
、
カ
ッ
プ
ル
で
行
く
方

に
は
早
起
き
し
て
是
非
と
も
体

験
し
て
欲
し
い
。
早
朝
で
も
冷

た
く
な
い
海
水
に
少
し
浸
か
っ

て
い
た
ら
、
隣
の
囲
い
の
中
で

イ
ル
カ
数
頭
が
プ
シ
ュ
ー
っ
と

潮
を
吹
き
水
面
に
顔
を
出
す
姿

も
見
え
た
。

　

こ
う
し
て
取
材
旅
行
の
全
日

程
が
終
了
し
、
バ
ス
で
空
港
に

向
か
い
帰
国
の
途
に
。
自
宅
に

は
夜
遅
く
に
到
着
。
今
回
は
駆

け
足
の
４
日
間
だ
っ
た
が
、
本

当
に
充
実
し
て
い
て
、
多
く
の

人
に
同
じ
よ
う
に
楽
し
い
思
い

を
し
て
ほ
し
い
と
強
く
感
じ
た

旅
だ
っ
た
。

文
・
写
真
　
本
紙
・
久
松
　
茂
　

取
材
協
力
：
Ｈ
Ｉ
Ｓ
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
ズ
、
ド
リ

ー
ム
ズ
・
プ
ラ
ヤ
・
ム
ヘ
ー
レ

ス
・
ゴ
ル
フ
＆
ス
パ
・
リ
ゾ
ー

ト

女
神
の
島
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
探
訪

カ
ン
ク
ン
と
ユ
カ
タ
ン
半
島
の
旅
４

1
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EVENT
■サンタコン＝ 12/13  10:00 ～ 20:00   
NYC（市内各地のバー）サンタクロース
の仮装をして、朝からバーやパブをはし
ごして街を練り歩く恒例イベント。街中
にサンタ姿の酔っ払いが溢れるので要注
意の土曜日。サンフランシスコで発祥し、
世界 354都市、47か国で開催されている。
参加費：＄17（寄付）
詳細は https://santacon.nyc/
■ NY 植物園の「ホリデートレイン
シ ョ ー」 ＝ 2026/1/11 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Blvd）園内の中心にある温室に、ヤシの
葉、松ぼっくりなど植物素材を用いて作っ
た自由の女神など 200以上のランドマー
クのミニチュアレプリカを設置。精巧に
再現された NYの街並みを縫うように模
型列車が走行する。週末の夜は「ホリデー
トレイン・ナイト」も開催。入場料：2
～ 12歳＄25～、大人＄35～、シニア・
学生＄31～、会員・2歳以下は無料。
詳細は https://www.nybg.org

CLASS/SEMINAR
■河合塾帰国生大学入試説明会 2025＝
オンラインによるライブ配信で、12/7・
21日の日曜日　13:00～ 15:00  帰国生大
学入試の概況と今度の受験対策として、
①帰国生入試の基礎知識と海外在住中の
心構え、②主な大学の最新入試情報と受
験攻略法、③河合塾海外帰国生コースの
カリキュラムの特徴などを進学アドバイ
ザーが説明する。定員は各 100家庭。希
望者は実施日前の金曜午後 4時までに
参加フォーム（https://forms.offi  ce.com/
r/6XcBRr3hB5）から申し込む。

MUSIC
■紐育男声合唱団 第 24回定期演奏会
＝ 12/6  17:30  The Church of The Holy 
Trinity（316 E 88th St,）今年は世界の人々
の平和を願う想いを込めて、クリスマス
キャロルステージを子供たちと一緒に歌
う。前半では、「見上げてごらん夜の星を」
や多田武彦作曲の合唱組曲「雪と花火」
をアカペラ男声四部合唱で演奏する。後
半では女声とのコラボレーションによる
クリスマス混声スペシャルステージ。指

揮は山内竜志。  入場料：＄20（チケッ
ト購入は info@mgcny.netから）

THEATRE/DANCE 
■吉村公三郎監督の回顧映画上映会＝
12/5～ 12/11  Walter Reade Theater（165 
and 144 W 65th St）吉村は戦後日本を代
表する脚本家、撮影監督、俳優たちと協
働し、日本の慣習に大胆に挑む、野心的
で感情的に複雑な映画を数多く生み出し
た。1939年の現存する最古の長編作品か
ら 60年代初頭までを網羅するシリーズ。
『暖流』『安城家の舞踏会』『源氏物語』な
ど、13作品が上映される。入場料：一般
＄17、学生・シニア＄14、会員＄12
詳 細 は https://www.fi lmlinc.org/series/
kozaburo-yoshimura/?tab=fi lms
■シルク・ドゥ・ソレイユ NY公演「‘Twas 
The Night Before…」 ＝ 12/4 ～ 12/28　
Madison Square Garden（4 Pennsylvania 
Plaza） クレメント・C・ムーアの古典詩
「聖ニコラスの訪問」を基にした初のクリ
スマスショー。詩にインスパイアされた
冬のワンダーランドで多くの奇妙なキャ
ラクターや曲芸師、そしてトナカイが登
場する。クリスマスをテーマにした不思
議な世界へ誘う舞台。
詳 細 は https://www.cirquedusoleil.com/
twas-the-night-before
■ NY シティーバレエ公演「ジョー
ジ・バランシンのくるみ割り人形」＝
2026/1/3まで  David H. Koch Theater（20 
Lincoln Center Plaza）舞台には巨大クリ
スマスツリーが輝き、チャイコフスキー
の音楽に乗せて美しい衣装をまとった数
多くの魅惑的なキャラクターが魔法の世
界へ誘う。クリスマスの夜にくるみ割り
人形を贈られた少女クララが、人形とと
もに夢の世界を旅する幻想的な物語。
詳細は https://www.nycballet.com
■ホリデーオペラ『魔笛』＝ 12/11～
2026/1/3   The Metropolitan Opera（30 
Lincoln Center Plaza）ホリデーシーズン
恒例のモーツァルト『魔笛』の英語上演・
90分の短縮版ファミリー向けオペラ。魔
法の笛を授かった王子が、妖しい夜の女
王から姫を救出するため、賢者の元へ旅
立ち、多くの試練に立ち向かうファンタ
ジー。
詳 細 は https://www.metopera.org/
season/2025-26-season/the-magic-fl ute/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝
2026/1/5 ま で　Radio City Music Hall
（1260 Avenue of the Americas）ダンスカ
ンパニー「ザ・ロケッツ」が息のあった
ラインダンスのほか、トナカイ、サンタ
クロース、おもちゃの兵隊などの衣装で
90分のパフォーマンスを披露する伝統的
なエンターテインメント。今年はロケッ
ツ 100周年目の記念すべき年。日によっ
て 1日 2～ 5回上演される。
詳 細 は https://www.rockettes.com/
christmas/

■ BAM Next Wave Festival＝ 2026/1/17
まで  BAM（30 Lafayette Ave, Brooklyn）
1983年から続く、前衛音楽、演劇、オペ
ラ、ダンスの祭典。11の演目が上演され
ている。入場料：演目により異なる。
詳細は https://www.bam.org/next-wave

ART
■武蔵野美術大学アメリカ支部・第 4
回「Musabi 展」＝ 12/14 まで　Gallery 
Onetwentyeight（128 Rivington St,）米国
在住の 18人の卒業生が油絵、アクリル
などの絵画、彫刻、写真、デジタルアー
トなどの作品を展示する。作家と来場者
と作品を通しての交流、展示作品の販売
も行われる。12/5午後 6～ 8時のオープ
ニングレセプションでは遊真あつこのパ
フォーマンスも行われる。入場無料。
詳細はhttps://www.galleryonetwentyeight.
org
■グループ展「Sprouting in GreenPoint」
＝ 12/20 ま で  GOCA by Garde（515W 
23rd St,）NYを拠点に活動する現代美術
家・松山智一氏が主宰する「松山スタジオ」
にて研鑽を積んだ 7人のアーティストに
よる作品展。参加アーティストは、藤本
まり子、金和司、小野原和紀、川植隆一郎、
雨宮ホザナ栄輝、グノテール、福田桂子。
入場無料。月曜休廊。
詳細は https://www.goca.gallery/
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1まで　
Center for Jewish History（15 West 16th 
St,）第 2次大戦中のユダヤ人迫害の被害
者で、『アンネの日記』を書いたことで知
られる少女の短い人生を振り返る。アム
ステルダムのアンネ・フランク・ハウス
から 100点以上のコレクションが展示さ
れるほか、ナチスから逃れるために 2年
間潜伏していた隠れ家をアムステルダム
以外で初めて原寸大で再現する。入場料：
一般 $21～、17歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
又
賀

純
一
郎
は
12
月
14
日
（
日
）
午

後
５
時
か
ら
６
時
ま
で
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
語
キ
リ
ス

ト
教
会
（c/o Zion Lutheran 

Church

：120 East Pleasant 
Ave., Maywood

）
で
ク
リ
ス

マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
。
教
会
の
温
か
い
雰
囲

気
の
な
か
、
ジ
ャ
ズ
を
中
心
と

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
が
楽

し
め
る
。
出
演
は
、Tomoya 

Aom
ori (electric cello), 

Junichiro M
ataga (pf), 

Yuta Tanaka (ba), Yosuke 
Nagayama (dr)

。
入
場
無

料
（
任
意
の
応
援
サ
ポ
ー
ト
歓

迎
）。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル

jun.mataga@gmail.com 

ま

で
。

又
賀
純
一
郎
ら
3
人
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

 

星
の
島
句
会

綿
虫
に
翅
ご
と
き
も
の
あ
り
に
け
り 

太
田
風
子  

波
郷
忌
や
ジ
ャ
ズ
に
も
切
れ
字
あ
り
そ
う
な 

斉
藤
テ
リ
ー　

古
本
の
命
息
ず
く
夜
長
か
な 

亀
田
種
子

人
の
輪
に
入
れ
ぬ
吾
や
遠
千
鳥 

豊
島
キ
ヌ

冬
の
靄
街
の
輪
郭
揺
さ
ぶ
り
ぬ 

森
本
由
美
子

hoshinoshima819@gmail.com
　

ボ
サ
ノ
バ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ウ
ク
レ
レ
マ
ス
タ
ー
、
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
画
家
と
し
て

多
才
で
多
彩
な
活
動
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
展
開
す
る
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｉ
が
来
年
１
月
１
日

（
木
）
か
ら
２
月
１
日
（
日
）

ま
で
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
ー
の
ウ
ク
ハ
ッ
ト
（
36

番
街
36
ー
01
番
地
、
電
話

３
４
７
・
４
５
８
・
３
０
３
１
）

で
絵
画
展
を
開
催
す
る
。
入
場

無
料
。
ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

前
夜
祭
と
し
て
大
晦
日
の

12
月
31
日
（
水
）
午
後
６

時
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
＆
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
る
（
有
料
）。

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
は
「
本
年

は
、
画
家
と
し
て
音
楽
家

と
し
て
ま
た
大
き
く
飛
躍

が
で
き
ま
し
た
。CIVITAS

な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
か
ら

招
聘
さ
れ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
ま
た
12
月
に

は
国
連
本
部
で
絵
画
展
と
演
奏

の
機
会
を
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｇ
か
ら
招
待

さ
れ
た
り
、
年
間
１
０
０
作
品

以
上
を
購
入
い
た
だ
い
た
り
プ

ロ
画
家
と
し
て
大
き
く
飛
躍
で

き
た
と
て
も
嬉
し
い
年
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://

www.sakaiartnewyork.
com/　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
が

絵
画
展
と
演
奏

https://shopnyseikatsu.com/
mailto:info@mgcny.net
https://www.nycballet.com
https://santacon.nyc/
https://www.nybg.org
https://www.bam.org/next-wave
https://www.goca.gallery/
https://www.annefrankexhibit.org
mailto:jun.mataga@gmail.com
mailto:jun.mataga@gmail.com
mailto:jun.mataga@gmail.com
mailto:jun.mataga@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
https://www.filmlinc.org/series/kozaburo-yoshimura/?tab=films
https://www.cirquedusoleil.com/twas-the-night-before
https://www.metopera.org/season/2025-26-season/the-magic-flute/
https://www.rockettes.com/christmas/
https://www.galleryonetwentyeight.org
https://www.sakaiartnewyork.com/
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本
紙
の
表
紙
写
真
で
も
お
馴

染
み
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
フ

ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
、
植
山
慎
太

郎
さ
ん
に
よ
る
「
月
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
」
シ
リ
ー
ズ
を
収
録
し

た
２
０
２
６
年
版
フ
ォ
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
を
読
者
10
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
っ
た
小

さ
な
挑
戦
が
、
今
年
で
6
年
目

を
迎
え
た
。「
旅
を
す
る
よ
う

に
日
常
を
過
ご
す
」
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
季
節
と
詩

的
な
瞬
間
を
届
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
包
ま
れ
た

日
。
仕
事
も
撮
影
も
す
べ
て
が

止
ま
っ
た
中
で
、「
写
真
を
通

し
て
人
を
元
気
づ
け
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
れ
か

ら
6
年
、
毎
年
好
評
を
博
し

て
い
る
フ
ォ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

が
今
年
も
新
作
を
迎
え
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
永
遠
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
」。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
、
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
紅
葉
、
雪

に
沈
む
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
、
春
色
の

光
。
街
が
魅
せ
る
一
瞬
の
表

情
を
切
り
取
り
、「
時
間
の

流
れ
と
と
も
に
変
わ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
詩
情
」
を
感
じ

ら
れ
る
構
成
。

　

一
般
的
な
カ
レ
ン
ダ
ー
の

　

日
本
生
ま
れ
、
海
外
育
ち
の

緒
方
篤
は
、
映
像
作
家
、
映
画

監
督
や
俳
優
を
手
掛
け
る
中
、

様
々
な
国
々
で
、
現
地
の
店
員

な
ど
に
人
違
い
さ
れ
る
「
国
際

版
寅
さ
ん
」の
よ
う
な
キ
ャ
ラ
。

今
回
の
シ
ョ
ー
で
の
緒
方
自
身

の
ネ
タ
は
、
幼
少
時
か
ら
昨
今

に
か
け
て
の
様
々
な
国
で
の
生

活
体
験
、 

珍
事
件
や
観
察
を
織

り
交
ぜ
、盛
り
沢
山
。
他
に
は
、

人
口 

１
３
４
人
の
デ 

ン
マ
ー

ク
の
村
出
身
でJay Leno 

の

オ
ー
プ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

タ
ッ
シ
・
モ
ー
ズ
、
メ
キ
シ
コ

出
身
ア
メ
リ
カ
在
住
の
彼
女
な

ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る

オ
ー
ド
リ
ー
・
モ
ー
ラ
、
米
国

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
弁
護
士
出

身
で
多
数
の
コ
ン
ペ
で
受
賞
経

験
の
あ
る
エ
レ
ン
・
フ
ィ
ニ
ー
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
出
身
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ナ
ー
で
ユ
ニ
ー
ク
な
観
察
や

自
虐
ネ
タ
で
盛
り
上
げ
る
英
国

の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
も
出
演
し
た
ダ
ニ

エ
ル
・
サ
イ
モ
ン
ソ
ン
な
ど
、

様
々
な
国
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が

集
結
す
る
。

　
「
人
種
の
る
つ
ぼ
」
と
言
わ

れ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ら
で
は

の
国
際
的
、
異
文
化
交
流
の
コ

メ
デ
ィ
ー
企
画
。
ス
タ
ン
ド
ア

ッ
プ
コ
メ
デ
ィ
ー
に
馴
染
み
の

な
い
方
も
、
是
非
、
こ
の
機

会
に
ご
鑑
賞
を
。
入
場
料
は

25
ド
ル
（
チ
ケ
ッ
ト
割
引
コ

ー
ド
は
「OGATA

」。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
はhttps://www.

broadwaycom
edyclub.

com
/show

s/w
orld-

comedy-in-nyc-5/

を
参
照

す
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム: 

https://www.instagram.
com

/atsushi_ogata_
comedy

　

緒
方
篤
：
日
本
出
身
の
米
国

育
ち
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
。
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
卒
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
院

卒
。
富
士
通(

株)

在
籍
後
、

フ
リ
ー
の
映
像
作
家
・
監
督
と

し
て
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
・
米

国
・
日
本
で
活
動
。
軽
快
且
つ

論
理
的
な
講
演
や
ユ
ニ
ー
ク
な

異
文
化
交
流
コ
メ
デ
ィ
ー
は
、

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
。

よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
を
並
べ
る
の
で

は
な
く
、「
暮
ら
し
に
飾
っ

て
も
、
心
が
静
か
に
満
た
さ

れ
る
」
よ
う
な
写
真
を
セ
レ

ク
ト
。「
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

た
び
に
、
ま
る
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
旅
し
て
い
る
よ
う
な

気
分
に
。
イ
ン
テ
リ
ア
と
し

て
も
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
た
」
と
植
山
さ
ん
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
ふ
と
視

線
を
上
げ
た
と
き
、
心
が
少

し
軽
く
な
る
よ
う
な
カ
レ
ン

ダ
ー
だ
。

　

希
望
者
は
「
植
山
さ
ん
カ

レ
ン
ダ
ー
を
希
望
」
と
明
記

し
、
氏
名
、
郵
送
先
住
所
を

添
え
て
編
集
部
ま
で
に
メ
ー

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応

募
締
め
切
り
は
12
月
16
日
。

当
選
者
は
本
紙
新
年
号
で

発
表
し
、
年
内
に
郵
送
し

ま
す
。
応
募
先　

miura@
nyseikatsu.com

　

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
コ
メ
デ

ィ
ア
ン
緒
方
篤
が
、
再
び
世
界

各
国
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
仲
間
を

集
め
た
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

「W
orld Comedy In NYC

」

を
、
2
月
25
日
（
水
）
午
後
8

時
（
午
後
７
時
30
分
会
場
）
か

ら
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ブ
ロ
ー
ド

ウ
ェ
イ
・
コ
メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ

ブ
（
西
53
丁
目
３
１
８
番
地
1

階
）
の
会
場Red Room

で
開

催
す
る
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
サ
ム
ラ
イ
演
劇
カ
ン
パ
ニ

ー
、
サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ

ウ
ル
は
、
12
月
3
日
か
ら
7

日
（
日
）
ま
で
創
立
20
周
年
を

記
念
し
た
最
新
舞
台
『DON’T 

CRY MY FRIEND (

泣
か
な

い
で
、
友
よ)

』
を
ギ
ブ
ニ
ー

２
８
０
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
ア

グ
ネ
ス
・
ヴ
ァ
リ
ス
・
パ
フ
ォ

ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
・
セ
ン
タ

ー
（
チ
ェ
ン
バ
ー
通
り
53
Ａ
番

地
2
階
）
で
好
評
上
演
中
だ
。

　

総
合
演
出
は
ヨ
シ
天
尾
。
本

作
は
、
日
本
の
二
大
民
話
「
浦

島
太
郎
」
と
「
泣
い
た
赤
鬼
」

を
原
案
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

サ
ム
ラ
イ
演
劇
。
迫
力
あ
る
殺

陣
と
コ
メ
デ
ィ
、
涙
を
誘
う
愛

の
ド
ラ
マ
、
そ
し
て
物
語
の
核

と
し
て
正
義
・
悪
と
は
何
か
、

人
は
ど
う
や
っ
て
自
分
の
道
を

見
つ
け
歩
ん
で
い
く
の
か
を
問

い
か
け
て
い
る
。
公
開
前
夜
の

２
日
夜
、
報
道
関
係
者
向
け
の

プ
レ
ス
上
演
が
同
会
場
で
行
わ

れ
た
。

　

座
長
の
天
尾
は
舞
台
後
、「
人

間
と
は
ど
う
生
き
る
の
か
、
日

本
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
来
た
人
、

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
人
、
日

本
に
帰
る
人
、
移
民
と
い
う
生

き
方
を
常
に
意
識
し
て
き
た

中
で
、
そ
こ
に
愛
は
あ
る
の

か
、
正
義
と
は
何
か
と
盛
り
沢

山
で
は
あ
る
け
ど
侍
を
通
し

て
『
シ
ョ
ー
グ
ン
』
に
も
出
た

こ
と
で
劇
団
に
勢
い
も
出
て

い
る
の
で
、
今
後
は
ハ
リ
ウ
ッ

ド
映
画
の
映
像
と
ラ
イ
ブ
と

を
行
き
来
し
て
続
け
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。
侍
の
伝

統
と
現
代
演
劇
を
融
合
さ
せ

た
侍
剣
魂(

サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー

ド
・
ソ
ウ
ル)

の
渾
身
の
一
作
。

チ
ケ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://ticketstripe.com/
samuraiswordsoul

で
購
入
。

詳
細
は
同
カ
ン
パ
ニ
ー
の
公

式
サ
イ
ト
公
式
サ
イ
トwww.

samuraiswordsoul.com

参

照
。
入
場
料
40
ド
ル
。（
三
浦
）

植
山
さ
ん
が
昨
年
12
月
に
撮
影
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン

タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
は
12
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
収
録

サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ
ウ
ル

2020
周
年
記
念
公
演
開
幕

周
年
記
念
公
演
開
幕

緒方篤がスタンダップ
コメデイーでNY舞台

来年２月にブロードウエーで

植
山
慎
太
郎
が
撮
影

月
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
テ
ー
マ

２
０
２
６
年
カ
レ
ン
ダ
ー
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

鬼と人間の共生、移民の心で描く

https://slide-method.com/welcome/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.instagram
https://www.instagram
https://www.instagram
http://www.samuraiswordsoul.com
http://www.samuraiswordsoul.com
http://www.samuraiswordsoul.com
https://www.broadwaycomedyclub.com/shows/world-comedy-in-nyc-5/



